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序章　岩の城の姫ひめ君ぎみ







　少女はよく、母親にお伽とぎ話ばなしをせがんだ。

　生意気な王様を懲こらしめる魔ま法ほう使つかいの話や、夜な夜な子供を攫さらってゆく魔ま女じよの話。

　鉄の手足を持った王子の冒ぼう険けん譚たんや、人間に恋こいしたドラゴンの婚こん約やく話ばなし。

　中でも一番好きなのは、やはりお姫ひめ様さまの話だった。

「――お姫様の美しさに嫉しつ妬とした魔女は、お姫様の住むお城を岩に変えて閉じ込めてしまいました。岩に変わったお城からは窓という窓がなくなり、お姫様はお日様を懐なつかしみ、泉が出来るほどにさめざめと泣き続けました」

　大きくて柔やわらかなベッドに潜もぐり込んだ少女に、母親は優やさしい声で語り聞かせた。少女は嫉妬深い魔女に怒おこり、閉じ込められたお姫様の心細さを思って顔を曇くもらせた。

「暗くら闇やみの中で泣くお姫様の泣き声を聞いて、一匹ぴきの妖よう精せいが『可愛かわいそうなお姫様。せめてひとつだけでも窓をつくって差し上げましょう』と申し出ました。そうしてお姫様は一日にほんの一時間だけ、陽ひの光を見ることが出来るようになりました」

「……まどをつくるくらいなら、おひめさまをにがしてあげればいいのに」

　ずいぶんとケチな妖精だと、少女は唇くちびるを尖とがらせた。

　母親は「そうね。それが一番よね」と微ほほ笑えんだ。

「――やがて岩の城に、隣となりの国の王子様がやってきました。王子様に妖精が囁ささやきかけました。『王子様、その岩の隙すき間まを覗のぞいてみてください』。王子様がその言葉に従って覗き込むと、そこには清らかな涙なみだの泉で髪かみを洗うお姫様の姿がありました……」

　と、母親はそこまで話したところで立ち上がり、部屋の明かりを落とし始めた。

「今夜はここまで。続きは明日」

「ええ～っ」

　幼い少女にも後の展開はなんとなく想像できたが、お伽とぎ話ばなしは語ってもらうから面おも白しろいのだ。母が自分をおざなりにしてるようで、少女は不満と未練をたっぷりと吐はき出だした。

「ほらほら、悪い子には続きを話してあげないわよ？」

　枕まくら元もとのテーブルに置かれたランタンの光量を下げ、母親は困った顔で娘むすめを窘たしなめた。

「……あしたのよるは、ちゃんとさいごまでおはなししてくれる？」

「ええ、もちろん。……おやすみなさい、わたしの可愛いお姫様」

　母親は穏おだやかに微笑み、愛いとしい娘の髪を撫なぜた。少女は母の柔らかな指の感かん触しよくに満足すると瞼まぶたを閉じ…………

　………………

　…………




「……」

　少女は瞼を開け、よろよろと起き上がった。

「…………いやな、夢」

　頭を振ふった。その拍ひよう子しに捲まかれた水すい滴てきにはっとして、慌あわてて目め尻じりを拭ぬぐう。十分に水分を取とり払はらうと、枕元に置かれた眼がん帯たいを手にとって右目に巻きつけた。

「……しっかり、しないと」

　少女は呟つぶやくと、天てん蓋がい付きのベッドから這はい出だした。夢の中よりは伸のびた、だがまだまだまだ幼い手足を駆く使ししてシーツの海を泳ぐ。スリッパに爪つま先さきを突つっ掛かけたところでドアが静かにノックされた。

「――――おはようございます、イルザ様。起きていらっしゃいますか？」

　生き真ま面じ目めな性格が伝わってくる、若い女性の声だった。

「……起きているわ」

　少女は寝ね起おきにもかかわらずしっかりした声を返した。

　――そう、しっかりしなければならない。みなを心配させてはいけない。

　自分を連れ出してくれる王子様なんていないし、自分にお伽話を聞かせてくれる母親だって、もう、いないのだから。







一章　三者三様







１




『教育こそ国家の未来なり』

　これは二代前のイルゼシュタイン国王〈芸術王〉ヴィクトールⅡ世の言葉である。その言葉のお陰かげかどうかは定かでないが、イルゼシュタイン王都ヴェルグの郊こう外がいに広大な敷しき地ちを持つ王立ヴェルゲンハイム学院には、かなり潤じゆん沢たくな資金が投入されている。

〈蒸機革命〉によって科学文明が芽め吹ぶいたこの時代、技術の進歩はそのまま国家の力となる。そして技術は人間が生み出すもの。優すぐれた人材の育成は尚なお更さらに重要であった。

　もっとも――どんなに社会や時代が移り変わっても、どれほど教育現場が潤うるおい整おうと、〝学生〟という生き物の生態にさほど変化はない。

　だから今日も、学生向けバイトの斡あつ旋せん掲けい示じ板ばんの前には、多くの若者たちが屯たむろっていた。

「……イイ仕事って、早々ないよね………」

　掲示板に張られた求人広告を眺ながめる若者たちの中、ライル・バルトシュタインは溜ため息いきを漏もらした。おさまりの悪い鉄くろがね色いろの髪に、大きめの眼鏡が印象的な少年である。周りの同じ年とし頃ごろの学生たちと比べてやや小こ柄がらなうえにかなりの童顔なので、まるで一人だけ中等生が紛まぎれ込んでいるかのようだった。

　ライルは顔を上げ、もう一度掲示板を見回した。だが何度見直そうと条件や賃金の表示は変わらない。金剛石の月第四の月はとっくに過ぎ、すでに翡第翠五のの月月も半ば。期末テストの時期を鑑かんがみれば、ここいらが橄欖石の月第八の月の長期休暇ロングバケーシヨンに望む為ための最後の稼かせぎ時どきと、有望な条件はとっくに奪だつ取しゆされた後である。

「あん？　ライルじゃねーか」

　背に掛かった声に振り向くと、寮りようで相部屋の悪友、ヘイゼル・クレイリーが立っていた。

「なにしてんだ？」

「バイトの斡旋掲示板の前にいるんだから一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょ？」

「だからだよ。《最後の魔女の弟で子し》殿どのは、各研究室から引っ張りだこだろう？」

「まぁ、それなりに、ね」

　ライルは苦く笑しようして肩かたを竦すくめた。

　蒸気機関を稼か働どうさせる『琥珀アンバー・炉リアクター』を開発した天才発明家エルルーア・アゾートは、本格的な科学の時代をもたらした功績から《最後の魔女》と畏い怖ふされた。その《魔女》に育てられた唯ゆい一いつの弟子として、ライルは《最後の魔女の弟子》という、背中が痒かゆくなるような仇あだ名なを与あたえられているのだ。

　だが、その仇名に含ふくまれるのは揶や揄ゆだけではない。

　ライルはこのヴェルゲンハイムで年に一人しか選ばれない特待生だ。授業料の免めん除じよや潤沢な奨しよう学がく金きんといった好こう待たい遇ぐうが約束された特待生は、養育者の威い名めいで選ばれはしない。

　その実力を示すように、ライルは多くの教授から助手や計算手として重宝されている。

「けど所しよ詮せんはお手伝い程度の手間賃だし……本格的に稼ごうと思うとちょっと、ね」

「ふぅん？　てか、そもそもなんでそんなに金が必要なんだ？」

「まあ……それはいろいろと」

　誤ご魔ま化かすように笑うと、ヘイゼルは怪け訝げんな顔になる。その顔を見て、ライルはぽんと手を叩たたいた。

「そうだ。ヘイゼル、君はなにか良いバイトを知らない？」

「良いバイトねぇ。まぁ、確かに俺おれはその道のプロだけどな」

　ヘイゼルは顎あごを擦さすって思案顔になった。この絵に描かいたような金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少年は没ぼつ落らく貴族で、奨学金に加えていろいろとバイトを掛け持もちして金を稼いでいる苦労人なのだ。もっとも、王立のヴェルゲンハイムでは公務員か軍人になれば奨学金の返へん還かんを免除されるので、かなり楽しんで苦労人を演じているようではあるが。

「……まぁ、お前みたいな頭脳労働専門だと、家庭教師なんてイイんじゃね？」

「家庭教師？」

「おう。まぁピンからキリだが、資産家や貴族のお子様につけば結構な額になるだろ。ヴェルゲンハイムの特待生って肩かた書がきもあるしな」

「家庭教師か……」

　確かに妙みよう案あんだ。少なくとも肉体労働よりは自分向きだろう。

「それでヘイゼル。なるべくピン寄りで家庭教師を募ぼ集しゆうしてる人、知らない？」

「お前バッカじゃね？　そんなの知ってたら、おれが口八丁でとっくに滑すべり込んでるね」

「……だよね」

　良くも悪くも正直な友人に、ライルは予想通りだと溜め息を吐ついた。




　ライルが学院から与えられた特待生用の研究室は、古びた雑居棟とうの一角にある。空き部屋は他にもあったが、赤い煉れん瓦がと剥はがれかけの漆しつ喰くいが時代を感じさせ、秘密の隠かくれ家がっぽくて気に入ったのだ。

　研究室に戻もどったライルは、ドアの向こうから楽しげな笑い声が漏れるのを耳にした。

「……この部屋もずいぶんと賑にぎやかになったな」

　微笑んで呟くと、ライルはドアを開けた。

「あ、おかえりなさい、ライル」

　机に行ぎよう儀ぎ悪く、けれどなぜか優ゆう雅がそうに腰こし掛かけていた少女がひらひらと手を振った。赤しやく銅どう色いろの髪が炎ほのおのように煌きらめく。

　マリーア・ハイライン。養母のエルルーアを除けば、ライルにとって一番付き合いの長い人間だ。大人びた美び貌ぼうに浮うかぶ、悪いた戯ずらっぽい笑え顔がおが魅み力りよく的てきな少女である。

「……おかえりなさいませ、ライルさま」

　と、こちらは窓まど際ぎわのソファに座すわった小柄な少女が立ち上がって頭を下げた。蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつが、さらりと肩から零こぼれおちる。

　ルーナリア・Ｄ・ネブラブルート。とある事情からライルに仕えてくれている少女だ。人形のような無表情のせいか浮うき世よ離ばなれした美少女で、名目上とはいえ『秘書』という役職から一番遠い存在に見える。

　どちらの少女も、書しよ籍せきと書類で埋うまりインクのにおいが染しみ付ついた研究室には不似合いに思えるが、自分の家のリビングさながらに自然な様子だ。部屋の主よりもリラックスしてみえる少女たちに、ライルはひっそり微び苦く笑しようした。

「なんだか楽しそうだったね？　何を話してたんだい？」

「もちろん、ライルのことよ」

　と、ライルと十年来の幼おさな馴な染じみのマリーアが言った。

「ライルは見かけによらず意地が悪いってね」

「僕ぼくは見かけ通りに人じん畜ちく無む害がいな人間だよ？」

「よくそんなこと言えるわね。あなたが仕し掛かけた罠わなのこと忘れたの？　深い落とし穴に泥どろ水みず入れて蛇へびやらミミズやらをうねうねさせて、おまけに簡単に這いあがれないようネズミ返しまで作る念の入れようだったじゃない。さすがのあたしも身が震ふるえたわ」

「僕に『一生もののトラウマになるような罠をつくれ』って命令したの、どこの女ガキ大将のお嬢じよう様さまだったっけ？」

「ほら、こうして女の子の過去をほじくろうとするなんて、意地が悪いわよね？」

　マリーアはにやにや笑ってライルをからかった。男おとこ勝まさりなお転てん婆ば娘むすめから一転、綺き羅らびやかな令れい嬢じように成長したマリーアだが、ライルをからかうのは相変わらずだ。

「……本人の居ないところで陰かげ口ぐちなんて、ちょっと感心できないな」

「陰口じゃないわよ？　こうして堂々とライルの研究室で喋しやべってたんだし」

　赤銅色の長ちよう髪はつをバサッとかき上げるマリーア。悪びれない自信に満ちた仕草から、思わず納なつ得とくしてしまいそうになる。

「……私も、そう思います」

　それまで黙だまっていたルーナリアが、静かながらよく通る美声で追従した。

「そもそも陰口とは、基本的に悪口なのでしょう？　ならば、これは悪口ではないから陰口ではありません」

「そうかなぁ？」

「はい」

　ルーナリアはこくりと頷うなずき、

「ライルさまの意地がお悪いのは、短い間によく学ばせてもらっております。ですから私にとって、マリーアの話は悪口ではなくただの確かく認にんです」

　思わず聞きいってしまう透とう明めいな声が淡たん々たんと告げる。その美声のおかげで、ライルは文句も言えず「ううっ」と呻うめいてしまう。

　見た目の印象がまるで正反対なマリーアとルーナリアだが、ライルに対するズバズバした言動はとてもよく似ている。なんだか、同盟でも組んでるかのような息の合いようだ。

「そうそう……ライルさまがご不在の間、材料工学科のベッケル教授と流体力学科のレクサー教授がお越こしになられ、こちらの書類を置いてゆかれました」

　ルーナリアが秘書らしく、預かっていた書類をライルへ差し出す。実験内容と結果がずらりと書かれた分厚い書類を受け取り、ライルはやれやれと首を振った。

「……教授の爺じいさん方、明らかに僕の不在を狙ねらってるよね」

　それなりに繁はん盛じようしていたライルへの依い頼らいだが、このところ教授方は本人の居ない時間を見計らってやってくる。十中八九、ルーナリアが目的だろう。学生とは違ちがった新しん鮮せんさがあるらしく、『自分の秘書がこんな娘だったらなぁ』とちょっとばかり現実を忘れたいらしい。

「良かったじゃない。ルーナリアのお陰かげでお小こ遣づかい倍増ね」

「あくまでお小遣いだけどね……いまさら値上げ交こう渉しようをしても無理だろうなあ……」

　さっそく計算してしまおうと椅い子すを引き出したライルは、机に腰掛けるマリーアを見て、さっきのヘイゼルとの会話を思い出した。

「……ねぇ、マリーア。君、家庭教師の募集に心当たりない？」

「家庭教師？　なんでまた？」

「ヘイゼルに言われてね。僕がバイトをするなら、家庭教師が最善だろうって」

「家庭教師ねぇ。たしかにライルだったら問題はないでしょうけど……何か物入りなの？　なんならあたしが――」

「貸してくれるっていうのはありがたいけど、遠えん慮りよするよ」

　金貨の入った大おお袋ぶくろをぽんと取り出しそうなマリーアに、ライルは首を横に振って断った。

「返し切れるか分からないものを好意に甘あまえて受け取るような真ま似ね、フェアじゃない」

「フェア、ねぇ。ライルならどんな大金だってすぐさま返してくれそうだけど」

　マリーアは『相変わらずねぇ』といわんばかりに苦笑した。

「――ま、家庭教師の伝つ手てくらいならさほどの苦労もないわ。優ゆう秀しゆうな人間を紹しよう介かいすれば、あたしの受けも良くなるしね。……でも、なんでお金が必要なの？」

「僕も秘書を雇やとったからね」

　そう言うと、書籍の分別をしていたルーナリアがライルに向き直った。

「私、ですか？」

「うん。やっぱり、それなりのお給料を用意しなきゃいけないと思って」

　ルーナリアが秘書なのは名目上のことだったが、彼かの女じよはちゃんと業務をこなしてくれている。この研究室だって、一時期に比べれば随ずい分ぶんと整せい頓とんされた。特待生とはいえ学生が秘書を置くなど分不相応だと思っていたが、事実助かっている以上、ライルはきちんとルーナリアに報むくいなければならない。

「労働には、ちゃんとした対価が支し払はらわれるべきだからね」

「私の為……ですか？」

「うん」

「そう……そうですか」

　ルーナリアは相変わらずの無表情であったが、ライルの言葉を噛かみしめるように何度もこくこくと頷いた。どうやら喜んでくれたようである。

　だんだんとライルにも分かってきたのだが、元々のルーナリアは感情豊かな少女だ。表情こそいまだ硬かたいままだが、仕草の端はし々ばしには生来の情じよう緒ちよが見みえ隠れするようになった。

　ライルも嬉うれしくなり、にっこり笑って話を続ける。

「ルーナリアも、いつまでもこの部屋じゃ息が苦しくなるでしょ？」

「……どういう意味でしょうか？」

「言葉通りだよ。ルーナリアだって、ちゃんと外に自分の部屋がほしいでしょ？」

　現在、ルーナリアはライルの研究室で寝起きしてもらっている。この研究室がある雑居棟は一通りの生活を送れる設備が備わっているが、それでもやはり最低限だ。

「名目上とはいえ、僕は君の雇い主ぬしだからね。君にちゃんとしたお給料を払って、ちゃんとした生活を送ってもらう義務がある」

「……そう、ですか」

　ルーナリアはこくり、と首くび振ふり人形のように頷いた。

「そうですか……私をこの部屋から追い出す為、と。それが雇い主の義務だ、と」

　小声で確認するように呟くルーナリア。

　ライルは「ん？」と訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「……ええと、ルーナリア？」

「はい、何でしょう、ライル様？」

「…………」

　表情は変わらないが、なにやら不ふ機き嫌げんそうだ。

「……ええと、何か気に障さわる事を言ったなら謝あやまるけど……」

「滅めつ相そうもございません。なんで私がライル様をお恨うらみしなければならないのでしょう？」

　ルーナリアは人形めいた無表情で頭を振り、無機質な美声で否定した。

「浮ふ浪ろうのこの身を拾っていただいたのみに留とどまらず、職を与えて寝ね床どこを用意して頂き、しかもそのうえ雇い主の義務でこの研究室の外に住居を与えてくれる算段まで……不ふ肖しようこのルーナリア・Ｄ・ネブラブルート、感激のあまり感謝の言葉もありません。さすが《最後の魔女の弟子》、ライル・バルトシュタイン様です」

「…………」

　訂てい正せい。ものすっごく不機嫌だ。

　ルーナリアはぐるりと後ろを向き、ハタキを手に取って急に掃そう除じをはじめた。だが、その手つきは明らかに乱暴で、埃ほこりを払い落とすどころか、

「……あ」

　ドサッ――

「む…………っ！」

　バサバサッ――！

　一度は本ほん棚だなに収められていた本や書類が、ばらばらと床ゆかに散らばってゆく。

　無言で眺めるしかないライルに、ルーナリアはスッと目を向ける。

「……お掃除するのでお散歩でもしてきていただけますか？　立つ鳥跡あとを濁にごさずといいますし、追い出される前にこのお部屋を綺き麗れいにしておきたいのですが？」

　背筋に寒気を感じて飛び出したライルは、どたんばたんと派手な音が響ひびく自分の研究室のドアを、呆ぼう然ぜんと眺める事しか出来なかった。

「…………何か気に障ることを言ったかな……？」

「まあ、分からなくても当然かもね」

　と、ちゃっかり一いつ緒しよに出てきたマリーアがしたり顔で肩を竦めた。

「女心は複雑なのよ。全知全能の神様だって、こればかりは予知不能でしょうね」

「……師せん匠せいにも同じようなこと言われたよ。『宇宙の真理が解明できても女心は未み来らい永えい劫ごう予測不可』って」

「至言ね。さすがはエルルーア先生」

　マリーアはにんまりと笑い、その豊かな胸をぽんと叩いた。

「ま、家庭教師の件は了りよう解かいしたわ。大船に乗ったつもりで待ってなさい」

　思えば、この一番身近な少女こそいまだ理解しきれないままである。

　古今東西の男たちが刻んできた真理を、改めて再さい認にん識しきするライルであった。




「ふっふっふ……ふふふふふ……ふふふのふっふ……」

「――上じよう機き嫌げんですね、お嬢じようさま」

　馬車の御ぎよ者しや席せきで鞭むちを握にぎるミラ・ゴーシュは、仕切り窓まど越ごしに車内へ声を掛けた。あからさまに笑い続ける主に声を掛けるのもメイドの務めである。

「ふっふっふ。聞きたい？　聞きたいわよね？」

　マリーアが喜色満面の笑えみを仕切り窓から覗かせた。ミラは神しん妙みような顔で頷いてみせる。

「ええ。なにか、ライルさま関係でご進展でも？」

「そう！　よく分かるわね！　さすがはミラだわ！」

　さすがも何も、マリーアが感情も露あらわに一いつ喜き一いち憂ゆうするのは、昔からあの少年に関する時だけだ。もっとも、それを知るのは姉妹同様に育ったミラだけであるが。

　マリーアはさっそく、ライルが家庭教師の伝手を探している事を告げ、それを自分に頼たのんできた事を誇ほこらしげに語った。

「ライルが頼たよってくれるなんて滅めつ多たにないもの！　嬉しくて嬉しくてもう……嗚あ呼あっ！」

　歓かん喜きの悲鳴を上げ、自分で自分の身体を抱だいて転げまわる少女が一匹。

　ヴェルゲンハイム学院では男女問わず憧あこがれの的。社交界においては一ひと際きわ鮮あざやかな若き淑しゆく女じよとして注目される、マリーア・ハイライン子し爵しやく令れい嬢じようとは思えぬ姿である。

「――それはようございましたね」

　些さ細さいなことで浮かれまくる初う心ぶな生き娘むすめそのものの赤銅色の髪の少女に、ミラはメイドの見本みたいな笑顔で頷き返した。

「ほんとにね。しかもタイミングよく、ルーナリアもツンケンし出したしね」

　マリーアはあの少女に友情めいたものを感じていた。表面からは分かりづらい天あまの邪じや鬼くな部分を微笑ましく思うし、どうにも難物な少年に心惹ひかれたもの同士で〝戦友〟みたいな共感すらある。……が、それとこれとは話が別だった。

「ふふ、甘いわね、ルーナリア。商売も恋の駆かけ引ひきも、最後まで己おのれをコントロールできる者が主導権を握るのよ！」

　あっはっはと高笑いするマリーア。

　どう見てもどう聞いても、己をコントロールできている者の笑い方ではない。

「さて、とびきりの家庭教師先を選ばないとね。誰だれに打だ診しんしてみようかしら？」

「それはよいですが……よろしいのですか？」

「なにが？」

「ライルさまが家庭教師をなさったら、お嬢さまと会える時間が減るのでは？」

　ミラの疑問を耳にした瞬しゆん間かん、マリーアの笑みが凍こおりついた。凍りついた笑みはすぐさま砕くだけ散ちり、底無しの絶望が顔を出す。

「し、しまったぁああああああああああ！　あうあうあう……け、けどもう任せとけって言っちゃったし…………ああああああああああああああああああああっ！」

　頭を抱かかえて身を捩よじり、全身で二律背反を表現するマリーア。

　ミラは愛する主の懊おう悩のうを邪じや魔ませぬよう、にっこり笑って仕切り窓を閉めた。




２




　――家庭教師は初めての経験だが、こういう風に待ち合わせるものだろうか？

　ライルは人通りの多い中央官庁街で一人佇たたずみ、思し索さくに耽ふけって時間をつぶしていた。

　打診した二日後、マリーアはさっそく家庭教師の伝手を持ってきた。

　――紹介してくれたマリーアのためにも、しっかりやらないと。

　ライルは気を引ひき締しめ、通りの向こうを仰あおぎ見みた。近代的な中央官庁街を見下ろすようにそびえる、時代がかった白はく亜あの塔とう――イルゼシュタイン王城が目に入る。

　伝手を持ってきてくれたマリーアは、現在あの王城内の催もよおしものに参加中だった。なんでも、とある貴族の襲しゆう名めい披ひ露ろうがあるらしい。自らを『成金貴族の小こ娘むすめ』と肩を竦めるが、あの赤銅色の髪の少女はれっきとした子爵令嬢なのであった。

「――ライル・バルトシュタイン殿ですか？」

　飛び上がりそうになったのは、突とつ然ぜん声を掛けられたことよりも、まるで不ふ審しん人物を誰すい何かする様な厳しい声だったからだ。

　ライルは慌てて振り向き――呆ほうけたように声の主を見み詰つめた。

　まず目に入ったのは、赤の縁ふち取どりが入った濃のう紺こんの軍服だった。凝こった飾かざりの肩章エポーレツトから準貴族――騎き士し階級の出身を示している。腰こしにも、先祖伝来といった剣けんを帯びていた。

　それ自体はさほど驚おどろくことはない。だが、その軍服を着ているのが自分とそう変わらぬ歳としの少女であるのは、ライルにも想像の外だった。

　焼けた真しん鍮ちゆうを思わせるオレンジがかった髪に、鈍色ダークグレーの凛り々りしい瞳ひとみ。きりりと整った眉が印象的で、最初の驚きが過ぎ去ると、軍服は少女にこれ以上なく調和した服装に見えた。

「……ライル・バルトシュタイン殿ですか？」

　黙りっぱなしのライルに、長身の少女は若じやつ干かん見下ろしがちに問とい掛けた。

「あ、はい。僕がライルです。……あなたは？」

「ヴァイスブルグ家の使いで貴公あなたをお迎むかえにあがりました、ツェツィーリア・グレイザーです」

　マリーアから聞かされた紹しよう介かい先さきの名前とともに自己紹介すると、少女は通りに止まった馬車を指し示した。

「どうぞあちらへ。お屋や敷しきに案内します」

　ツェツィーリアと名乗った少女は、ライルの返事を待たず馬車に向かった。ライルも慌てて後を追う。二人が乗り込むと、馬車は滑なめらかに動きはじめた。

「……」

「…………」

　客車の革かわ張ばりの椅子は文句のつけようのない座すわり心ごこ地ちだったが、向かいに座った少女のしかめっ面つらに、ライルは言いようのない居心地の悪さを感じた。

「……ええと、フロイライン――」

「自分は軍属の身です。〝お嬢さんフロイライン〟と呼ばれるのは本意ではありません」

「す、すみません……」

　鋭するどい言葉に、ライルは恐きよう縮しゆくして頭を下げた。この少女は全身から厳げん粛しゆくな空気を発していて、どうにも気け圧おされるばかりだ。

「自分のことは、グレイザーとお呼びくだされば結構です」

　と付け加え、再び固く口を閉ざした。

　どれほど移動するかは定かでないが、少なくとも一時間以下ということはありえまい。なんとか雰ふん囲い気きを和やわらげるため、ライルは逃にげ出した笑顔を引っ張り戻した。

「……ええと、グレイザーさん？」

「はい」

「まずは、僕を雇っていただいてありがとうございます」

「自分が雇ったわけではありません。それに、まだ雇われたわけではないでしょう」

「……それにしても軍装の方が、それも僕とそう変わらぬ歳の女性が来るとは驚きました」







[image: ]







「珍めずらしいなら珍しいとはっきり仰おつしやってけっこうです」

　どれもこれも、ツェツィーリアの受け答えは剣で斬きり捨すてるようにバッサリだった。

「……ええと、僕が教えることになる生徒は、いったいどんな――」

「余計な詮せん索さくはしないでいただきたい」

　ツェツィーリアは、今度こそはっきりと拒きよ絶ぜつの言葉をぶつけてきた。黙りこんだライルに、彼女は眼がん光こう鋭するどく――鋭えい利りなサーベルを突き付けるように睨にらみ据すえた。

「――正直に言いましょう。自分は、貴公を家庭教師として雇うのには反対でした。いまでも反対です。貴公にどれほど偉えらいご友人がいようと、貴公がどれほどご高名な方の弟子であろうと、貴公はただの学生――ただの若造です」

「…………」

「主がなにを思って貴公のような未熟な人間を雇おうと思ったのかは分かりませんが、自分は貴公を認めません。もし万が一貴公が〝お嬢様〟の家庭教師に雇われる事になったとしても、この態度を改めるつもりはありませんので、お忘れなく」

　初対面にして、あまりにも無礼千万な言いようだった。気分を害して馬車を飛び出しても、誰も文句は言うまい。

「…………なるほど」と、ライルは静かな面おも持もちで頷いた。「安心しました。どうやら僕が家庭教師をするかもしれない〝お嬢様〟は、とても良い方なのですね」

「……まだ会ってもいないのに、何な故ぜそう言い切れます？」

「グレイザーさんの言動を見れば分かります」

　胡う乱ろんな目付きの少女へ、ライルはにっこりと微笑み掛けた。

「ただの仕事で従ってるだけの人間は、そんな態度は取らないでしょう。ただ指示に従って僕を運べばいいだけ。それをあんな風に挑ちよう発はつするなんて、思い入れがなければできない事でしょう？」

　ツェツィーリアは意外な斬り返しを見み舞まわれたように目を見張った。

　ライルはこの少女が悪い人間には思えなかった。言葉こそ辛しん辣らつだし表情も厳しいが、不思議と陰いん湿しつな感じはしない。さっきの言葉も、わざとライルを怒おこらそうとしたのだろう。ライルを怒らせ、家庭教師の話を反ほ故ごにさせようとしたのではなかろうか。

　だとしたら、このツェツィーリア・グレイザーはかなり主あるじ想いの少女だ。そんな事をしたら、結局最後に叱しつ責せきされるのは彼女なのだから。

「……なんと言われようと、自分は態度を改める気はありませんので」

　ツェツィーリアはそう言って顔をそむける。

　ライルは穏やかに笑うと、柔らかなクッションに身体を預けた。




※　※　※




「――国王陛下名代、ベルンハルト・フォン・リュヒテル・ヴァン・イルゼシュタイン第一王子殿でん下か！」

　侍じ従じゆうの声が響き、謁えつ見けん広間に逞たくましい体たい躯くの男性が姿を現した。

　第一王位継けい承しよう権けんを持つベルンハルト第一王子は壮そう年ねんの偉い丈じよう夫ふで、儀ぎ礼れい用ようの豪ごう奢しやなマントの下は厳いかめしい軍服姿だ。七年前の戦争でも士官として参加し、右みぎ頬ほおには名めい誉よの負傷の刀とう創そうが走っていた。

　第一王子は空席の玉座に対し一礼すると、広間に集まった諸氏に振り向いた。老ろう若にやく男なん女によが一いつ斉せいに首を垂れる。

　自じ由ゆう奔ほん放ぽうを自負するマリーアも、この時ばかりは素す直なおな畏い敬けいの念から腰を折った。

　急速な技術革命は政治の在り方も変えようとしているが、すべてが新しくなるだけの革命など愚ぐの骨頂。積み重ねた伝統すら捨てされば、国は誇りを失った烏う合ごうの衆となる。

　旧特権階級に嫌けん悪お感かんを抱くマリーアであるが、それでも『伝統』の象しよう徴ちようである王家の存在は国に――とくに急速に変化してゆく時代には必要であるとも感じている。

（もっともあたしがこう思うのも、ライルがいたからこそかも、ね）

　マリーアが胸中でひとりごちる間にも式典は進み、国王名代として玉座の前に立つベルンハルトの前に、長身痩そう躯くの男性が歩み出た。

「……レヴェンクロン・ゼスト、辺へん境きよう伯はくの家か督とくを継つぐ許しを国王陛下より拝命いただきたく参上つかまつりました」

「ご苦労である、レヴェンクロン・ゼスト『新』辺境伯。国王陛下の名代として、汝なんじの襲しゆう名めいをここに認めるものである」

　第一王子の宣言とともに、謁見の間に様々な思おも惑わくの入り混じった拍はく手しゆが響いた。




「ごきげんようございます、殿下」

「おおっ、マリーア嬢か」

　拝命の儀ぎが終わった後の会食の席で、マリーアは早さつ速そくベルンハルト殿下へ挨あい拶さつしに向かった。彼女の姿を認めると、傷顔の王子は目を細めて朗ほがらかに笑った。

　マリーアは密ひそかにこの第一王子を『熊くまさん殿下』とあだ名をつけている。逞しい身体とは裏腹な愛あい嬌きようのある笑顔は、たしかに熊のぬいぐるみを思わせるものがあった。

「今日は父君の名代かな？」

「無理を言って代わってもらいました。殿下にどうしてもご挨拶したくて」

「挨拶ではなく、商談の間ま違ちがいではないのかな？」

　実にマリーア好みの言い方をするベルンハルトに、彼女もニヤリと笑い返した。

「今日はひとまず挨拶だけです。殿下にはお世話になってばかりですので」

「いやいや。先代のハイライン卿けいには随分と世話になった。その恩を僅わずかでも返すことが出来て、俺も安心しているよ」

　気さくな物言いで、外見を含め二重の意味で『王子』の印象を裏切る殿下である。

　さらに一言二言世間話に興じ、マリーアはその場を離はなれた。忙いそがしい第一王子殿下とあれだけ話せれば上出来だ。それに、挨拶しなければならない人間はまだいる。

　マリーアは会場にできあがったもうひとつの大きな人ひと混ごみにするりと入り込んだ。

「――おめでとうございます、レヴェンクロン・ゼスト辺境伯閣下。マリーア・ハイラインと申します」

「これはこれは……ご丁てい寧ねいにありがとうございます」

　今回の主役である新ゼスト辺境伯レヴェンクロンは、杖つえを突いて立ち上がった。まだ二十代のはずだが、髪かみには白いものが混じっている。顔色も血色がよいとは言いい難がたい。

　旧軍閥の名家の当主とは思えぬレヴェンクロンだが、いまやゼスト家の血筋も彼かれ一人だった。故ゆえに先代ゼスト辺境伯――弟が行方ゆくえ不明となったため、急きゆう遽きよ担かつぎ出だされたのだ。

「小娘の口にて恐縮ではございますが、ハイライン子し爵しやくの名代として、新たなゼスト辺境伯にお祝い申し上げます」

「ありがとうございます。お父上に感謝すると伝えて頂きたい」

　レヴェンクロンはそう言って微ほほ笑えんだ。儚はかなさを感じさせる笑顔だった。

　マリーアは必ず伝えますと言って下がった。ちらりと振り向くと、病弱な青年は力ちから尽つきたように椅子に腰を落とした。

（……いかにも重荷よね）

　先代のゼスト辺境伯――レヴェンクロンの弟であるヴィルヘルム・ゼストを思い出し、マリーアは彼に痛めつけられた首筋を撫なでた。

　ひと月前、マリーアはヴィルヘルム・ゼストと敵対した。最終的には退けたものの、周しゆう到とうな計画と鬼き神じんの如ごとき戦せん闘とう力りよくは思い出しても震えが来る。

　今回の彼女の真の目的は、苦い思いをさせられたヴィルヘルム・ゼスト『前』辺境伯の後あと釜がまを見み極きわめることだったが……当初抱いていた警けい戒かい心しんは霧む散さんした。

　イルゼシュタイン王国では封ほう建けん制度による領主の権利は失効し、地方貴族は土地持ちの裕ゆう福ふく層そうとなった。現在の爵しやく位いがもつ特権性は、伝統の擁よう護ご者しやとしての参政権――貴族議会たる『天院』の構成員に限られているが、それさえもあのレヴェンクロン・ゼストの痩やせ細ほそった身体には荷が重そうだ。

「レヴェンクロン殿はまだ独身でしたな？」

「辺境伯位を継いだからには、血を残すのも立派な責務でしょう」

「どうでしょう？　なんでしたらうちの娘むすめを紹介させて頂けませんか？」

「おや、その指輪の宝石は琥こ珀はくですな？　ご領地から産出されたものですか？　かなり純度の高い琥珀ではありませんか」

「はあ、まぁ……」

　レヴェンクロンは指にはめた琥珀の指輪を撫ぜながら笑顔を取とり繕つくろっていた。

　ゼスト辺境伯の所有地は、有力な琥珀の鉱脈を抱かかえている。琥珀アンバー・炉リアクター式蒸気機関が普ふ及きゆうした現在、琥珀はなくてはならない燃料だ。琥珀取引で得られる利益は計り知れない。すこしでも有利な権利を奪うばい取とろうと、籠ろう絡らくが容易たやすそうな線の細い新辺境伯に群がっているのだ。

（もっとも、それで真っ先に浮かぶやり方が政略結けつ婚こんていうのはいかにも短たん絡らく的てきだけど）

　政略結婚に一定の理解を持つマリーアだが、貴重な人材を一回こっきりで使い捨てるようなやり方は非生産的だと冷やかに思った。

「……ま、それも彼らの娘が有能なら、ってハナシだけれど」

「なにかおっしゃいましたか、マリーア嬢？」

「いいえ、なんでもございませんわ」

　マリーアは完かん璧ぺきな微笑みで応こたえた。周囲の貴族の子息たちはそうですかと何の疑いもなく追従する。

（……こいつらもこいつらで、ボンクラばかりよね）

　ハイライン財団の一人ひとり娘むすめをものに出来れば将来は安あん泰たいなどと思っているのだろうが、

（成金貴族のハイラインは、根っからの商売人だってのを忘れてるんじゃない？）

　と、羽根扇せん子すで口元を隠して薄うすく笑った。まあ、ドレスの数を競きそい合あうのが人生と思っているそこらのお嬢様と同様と見誤った分、きっちり授業料をせしめてやろう。マリーアはにこやかな笑みで、カモにネギを背せ負おわす算段を進めた。

「――失礼」

　控ひかえめながらどこか有う無むを言わさない声に、振ふり向むいた者たちは声の主を認めるやあわてて道を譲ゆずる。マリーアの前に歩み出てきた青年が、礼れい儀ぎの手本みたいに隙すきのない仕草で胸に手を当てて一礼した。

「こうして声を掛かけるのは初めてだが、無礼は容よう赦しやのほどを、マリーア・ハイライン嬢」

「――とんでもございません、アルベルト殿下」

　アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタイン。

　イルゼシュタイン王国の第二王子で、暫ざん定てい三位の王位継承権の持ち主だ。くすんだ金きん髪ぱつの若い王子は、広間のテラスを示して微笑んだ。

「どうだろう、マリーア嬢。すこし話さないか？」

　王族の誘さそいを断ることなど出来はしない。マリーアは内心面めん倒どう臭くさく思いながらも、

「ええ、喜んで」

　と笑い返した。

　アルベルトは慣れた手つきでさりげなくマリーアの腰に手をまわし、テラスへと導く。

（なっ、殴なぐりたいぃぃ……！）

　女好きのする甘いマスクの王子殿下ではあるが、マリーアにとっては『その他大勢の男』の一人でしかない。勝手に腰を触さわられるなんて業ごう腹はらだ。

　マリーアは必死で、握にぎり拳こぶしを振り上げないよう我が慢まんした。

「今日は楽しんでもらってるかな？」

「あたくしが楽しむわけには行きませんわ」

　と、マリーアは控えめに言いながらするりと第二王子の手から逃のがれた。

「今日の主役はレヴェンクロン・ゼスト辺境伯閣下ですもの」

「辺境伯閣下、ね」

　アルベルトは苦く笑しようして、テラスから広間を眺ながめ見みた。

「もとより、病弱との理由から弟君のヴィルヘルムが世せ襲しゆうしていたのだ。彼にはずいぶんと重荷だろう。不適格な者が不相応な物を背負うのは不幸だ。当人にとっても、周りの者にとっても」

　と、思わせぶりに言う第二王子に、マリーアはなんとなく話の筋が見えた気がした。

「それは国にしても同じこと――そうは思わないか、マリーア嬢？」

「ベルンハルト殿下は立派な方ですわ」

「そうだな。兄上はご立派だ。そのことに何ら異論はない」

「であるならば、イルゼシュタインにとっては幸福ではありませんか？」

「どうだろな……兄上はご立派だが、あまりに軍人気質かたぎであられる。それに兄上は、亡なくなられた義あ姉ね上うえを偲しのんでいまだ新しい妻を娶めとろうとなさらない。唯一の息女である我わが姪めいも、病弱との理由からいまだ姿を見せない。もしかしたらすでに亡くなっているとの噂うわさまである。王家の後こう継けい者しやとしては、いささか自覚に欠けてらっしゃるように思われる」

「難しい事は分かりませんわ。政治は男性の方々のお仕事ですし」

「おやおや、噂に聞くマリーア・ハイラインとは思えないな。中興の祖たるイルザ女王陛下以来、イルゼシュタイン王家は男女同権で王位を継いできた。ならば女性の社会進出だって、当然の趨すう勢せいとは思わないか？」

（へぇ……）

　と、マリーアは内心かるく感心した。

　――もし本気ならかなり先進的な考え方をなさる方だ、この第二王子殿下は。

　現在の国王陛下は体調不良から国政の場に出る事が少なくなっていた。すでに水面下では国の行く末を巡めぐって様々な思惑が動いている。

（正直、優先項こう目もくとしては二の次、三の次だけど……無視するわけにも行かないわよね）

　立場上、マリーアも考えて見極めなければならない。ひとまずは、第一王子と第二王子のどちらに付いた方が得か、だ。

（興味を示してくれてるみたいだし、まずはこの第二王子殿下からかしらね……面倒くさいけど）

　ライルと会う時間が削けずられると、マリーアは憂ゆう鬱うつになった。

（家庭教師の件もあるってのに。そういえば、どうなってるのかしらね、ライルは）

「なにか言ったかね？」
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「いえ、なにも」

　怪け訝げんな顔をするアルベルトに、マリーアは文句のつけようのない笑顔で誤ご魔ま化かした。




※　※　※




　ライルが連れて行かれたのは、どうやら王都の北きた郊こう外がいらしかった。どうやらというのは、客車に引かれたカーテンのせいだ。外を見る事は、向かい合って座るツェツィーリアが頑がんとして許さなかった。

　ライルを待ち受けていたのは、屋敷というより城と表現すべき石造りの邸てい宅たくだった。蔦つたの絡からみ付ついた古風な石積みの塀へいに、本館は白い漆しつ喰くいで塗ぬられた、『白い城ヴアイスブルグ』と呼ぶべき構えだ。後ろを向けば、背の高い林がぐるりと取り巻いている。

　なんとはなしに、現実からお伽とぎ話ばなしの世界に迷い込んだ気分にさせられる光景だった。

「――こちらへ」

　不機嫌な声でツェツィーリアが先導した。

　屋敷の玄げん関かんである重じゆう厚こうな金属扉とびらが滑らかに開くと、赤い絨じゆう毯たんの敷しかれたエントランスで、初老ながら背筋がしゃんとした執しつ事じが腰を折った。

「ようこそいらっしゃいました、ライル・バルトシュタイン様。わたくしはゼバスティアンと申します。この屋敷――ヴァイスブルグ邸ていの使用人を取り仕切っております」

　柔にゆう和わな笑え顔がおでゼバスティアン老執事は自己紹介した。彼は次いで、ライルの斜ななめ後うしろに立つ軍装の少女をちらりと見み据すえ、

「道中、なにか御ご不ふ快かいなことなどございませんでしたか？」

「いえ、何も。とても快適でした」

　ライルが言うと、ツェツィーリアの視線が背中に刺ささった気がした。

「それはようございました。それでは、主の元へ案内いたします」

　老執事に連れられ、ライルは屋敷の中を案内された。時代を感じさせる古風な外観だったが、内装は今風に改装されている。階段の手すりは上等な黒くろ杉すぎで、壁かべ紙がみや漆喰も一流の職人の仕事で一分の狂くるいもない。窓から窺うかがえた中庭も色とりどりの花々で飾られていた。

「良いお屋敷ですね」

「そう言っていただけるのが我々使用人には何よりの褒ほう美びでございます」

「それでゼバスティアンさん――僕はこれから何を教えれば良いのでしょうか？」

「ライル様はヴェルゲンハイム学院の特待生であられると伺うかがっておりますが？」

「ええ、まぁ」

「ならば語学、数学、歴史などの一いつ般ぱん教養を幅はば広ひろく教えていただければ助かります」

「はあ……ええと、他には？」

「特には。ライル様が必要と思うものをなるべく多く教えていただければそれに越こしたことはございませんが」

　随分と大おお雑ざつ把ぱな要求である。ライルはちらりと後ろを振り向むいた。無言でついてくるツェツィーリアの鈍にび色いろの瞳ひとみはいまだに厳しいままだ。彼女ほど露ろ骨こつでないにしても、この老執事もそれほど自分に期待していないのだろうか。

　屋敷の奥おく、メイドが控えた扉の前までやってくると、ゼバスティアン老執事はライルに向き直った。

「これより、ライル様に家庭教師をしていただくお嬢じよう様さまを紹介させていただきます」

「この屋敷の主はご不在なのですか？」

　てっきり父母に会わされるものと思っていたライルがそう訊きくと、

「お嬢様が、この屋敷の主でございます」

　そう言って、老執事はメイドに扉を開けさせた。

「――お嬢様。ライル・バルトシュタイン様をお連れしました」

　老執事と軍服少女が頭を下げた。

「ご苦労様」

　幼く甲かん高だかいのに、自然と威い厳げんを感じさせる声だ。南向きの窓を背にした小さな影かげを見やり、ライルはかるく目を見張って感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

　陽光を受け輝かがやく髪は混じり気のない純金の輝き。肌はだは艶つややかな滑らかさの大理石。歳の頃ころは十歳前後と思われるが、可愛かわいらしさと同時に美しさをすでに備えた、宝石のように煌きらびやかな容姿の女の子だ。身にまとった上等なドレスが包み紙に見える。

　幼い少女は特大の青玉を思わせる左の瞳で、呆然とするライルを値ね踏ぶみするように眺ながめ回まわした。

「……この方が《最後の魔ま女じよ》と謳うたわれたエルルーア・アゾート師がお取りになった、唯ゆい一いつのお弟で子しなのですか？」

「はい。そう聞いております」と、恭うやうやしく頷うなずくゼバスティアン老執事。

「遺い憾かんながら自分もそのように」と、どこか揶や揄ゆするように言うツェツィーリア。

「そうなのですか……」

　幼い少女は呟つぶやくと右目を覆おおう眼帯を撫ぜた。少女は隻せき眼がんだった。その青い隻眼が、ライルの収まりの悪い鉄色の髪の天てつ辺ぺんから、小こ柄がらなのですぐに辿たどり着つく足の爪つま先さきまでを、じぃっと観察した。幼さに似合わぬ知性あふれる瞳に何を映したか、

「……ふぅん？」

　と首を傾かしげた。満を持して登場した珍ちん獣じゆうがごく普ふ通つうの犬いぬ猫ねこだった、どうしたことだ、とでも言いたげな風ふ情ぜいである。

　気を悪くするよりも先に、ライルは期待を裏切ってしまった罪悪感を覚えた。《最後の魔女の弟子》という大層な来歴と見た目の落差でがっかりさせるのは今に始まったことではないが、相手がこんなに幼い少女なのは初体験だ。

　もっとも、いまさら自分の見た目が変えられるわけはない。ライルはさっさと開き直り、隻眼の少女へ腰を折って自己紹介した。

「はじめまして、お嬢様フロイライン。ライル・バルトシュタインと申します」

「ようこそいらっしゃいました。わたしはイルザ――イルザ・ヴァイスブルグと申します」

　少女はスカートを摘つまんで礼を返した。実に優ゆう雅がで洗練された仕草に感心しながら、ライルは彼女の名前を呟き返した。

「イルザ……〈戦女王〉イルザ女王陛下と同じお名前ですね」

「ええ。よくある名前だけれども、名前負けしているようでちょっと重荷に感じることもあります」

　イルザは幼さに似合わぬアルカイックスマイルで応えた。普通なら小生意気な子ガ供キだなどと思うところだが、言動のひとつひとつが様になっているので妙みような貫かん禄ろくすらある。

　ひたすら感心するライルに、イルザはかるく首を傾げて問い掛けた。

「名前といえば、わたしはこれからあなた様をなんとお呼びすればよろしいかしら？」

「お好きにどうぞ。僕ぼくの方は、イルザさんとお呼びしても？」

「わたしは教えを受ける立場なのですから『さん』はいりません。『イルザ』で結構ですわ。――そうですね、ならばわたしもお名前で呼ばせていただきますわ」

　イルザは小さく頷くと、にっこりと――けれど一歩退いたように感じられる笑顔で、

「短い間かとは存じますが、どうぞよろしくお願いします。ライル先生」

「……こちらこそ、どうかよろしくお願いします」

　どうにも一ひと筋すじ縄なわで行かない予感を抱くライルだったが、紹しよう介かいしてくれたマリーアと、今も頑がん張ばってくれているであろうルーナリアを思い出し、努めて気合を入れ直した。




※　※　※




（…………やってしまった……）

　ルーナリアは何度目かわからない後こう悔かいの言葉を胸中で呟いた。

（私の為ために頑張ってくださるのに……あんな態度を取るなんて……）

　ライルが思う通り、ルーナリアはけして無感動な少女ではない。むしろ、その内面はずいぶんと上がり下がりが激しい。表情はほとんど動いていないが、彼かの女じよはあれからずっと自己嫌けん悪おに陥おちいっていた。

（……私、いやな女です。ただでさえライルさまにお世話になってばかりなのに……）

　ルーナリアは故郷も同どう胞ほうも失った身だ。一時は自殺すら億おつ劫くうになるほどの虚きよ無む感かんに沈しずみ――それを救ってくれたのがライルだ。

　むしろルーナリアの方こそ、ライルに報むくいらねばと思っていた。

（……けどきっと、ライルさまは『そんな事を気にするな』と言うんでしょうね……）

　どうにもあの少年は、人を助けることについて無む頓とん着ちやくなところがある。人が人を救うなど出来はしない。人が真に救うことが出来るのは自分だけ――だから、人助けなどは自己満足、究極的には偽ぎ善ぜんなのだ、と。

　それはその通りだろう。自分が自分を認めなければ、どんな赦ゆるしも意味を成さない。

　けれど、そのことに気付かせてくれたのもあの少年なのだ。

　ルーナリアにとって、ライル・バルトシュタインは命の恩人であるだけでなく、魂たましいの恩人でもある。そんな彼から遠ざけるとか義務だとか言われるのは、自分が彼になんとも思われていないようで堪たまらなくなってしまう。

「…………やっぱり私、怒おこって良かったです。当然です……！」

　ルーナリアは今、王都ヴェルグを走る路面汽車の車内にあった。前時代的な環かん境きようで育ったルーナリアにはいまだ冗じよう談だんみたいだが、王都の住人にとってはすでに日常の一部となっている。老ろう若にやく男なん女によの乗客たちは慣れた様子で席に座すわり、物もの珍めずらしい同乗者を観察する余よ裕ゆうすらあった。

　ルーナリアはとても目を引いていた。蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつに端たん麗れいな顔立ち、淡あわ雪ゆきのような肌。高貴な貴族めいた容姿のルーナリアは、座っているだけで絵になる。しかもぼんやり考えごとに耽る物もの憂うげな表情。乗客たちが気にするのは当然だった。

　もっとも、頭の中のライルへ「唐とう変へん木ぼく」とか「無責任女ったらし」とか「計算してるんじゃないのか？」とか、思いつく限りの文句を吐はき続つづけるルーナリアは、とんと他人の視線に気付かなかった。彼女がハッと我に返ったのは、路面汽車の車しや掌しようが「終点～、終点で～す」と告げる段になってだった。

「…………やってしまった……」

　ルーナリアは溜ため息いきをぐっと堪こらえ、線路をたどって引き返した。

「…………私、ライルさまに感謝される筋合いなんて、やっぱりないです……」

　見慣れない町並みに疎そ外がい感かんを感じ、さっきまでの腹立たしさが急激にしぼんでゆく。

　ルーナリアにとって、この街は二重の意味で別世界だった。顔も知らない人間ばかりの世界である事と――想像の埒らち外がいに発達した世界である事と。

　路面汽車だけではない。百貨店と呼ばれる巨きよ大だいな建物は昇降機エレベーターと呼ばれる箱で階を移動する。すこし大きめの飲食店には、冷蔵庫という人工の氷ひ室むろが導入されているという。

　この街、この世界は、ルーナリアの生きてきた世界とまったく違ちがう。こうやってメモを頼りに買い物をするだけで手いっぱい――いや、いまみたいに失敗だらけだ。

「…………ほんとうに、いやな女です……」

　ますます落ち込んで、ルーナリアはとぼとぼと歩いた。こんな体ていたらくでは亡き同胞たちに申し訳ないと思いつつ、自己嫌悪の沼ぬまにずぶずぶと沈んでゆく。

「――――ルーナリア？」

　声を掛けられた瞬間、ルーナリアは雷かみなりに打たれたように身を竦すくませた。

　名を呼ばれたから――だけではない。自分を呼んだその声があまりに聞き知ったものだから、幻げん聴ちようでも生じたのかと思ったのだ。

「…………」

　ゆっくりと、振り返る。人混みの向こうに、黒衣に身を固めた貴婦人が立っていた。ヴェール付きの帽ぼう子しを被かぶり、顔は定かではない。

「……ぁ」

　黒衣の貴婦人が、ゆっくりとルーナリアに歩み寄ってくる。どこか見慣れたその歩き方に、ルーナリアは郷きよう愁しゆうに身を震ふるわせた。

「あ……ああ……」

「……本当にルーナリア……ルナ、なの？」

　ルーナリアの前まで歩いてきた黒衣の女は、顔に掛かったヴェールを捲まくり上げる。露わになったその美び貌ぼう――深い色合いの琥珀の瞳を見つめ、ルーナリアは震える声で呟いた。

「……姉さ、ま…………ヴィラージェ、姉様……！」
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二章　隻眼の幼おさな姫ひめ
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「それで？　家庭教師は上う手まくいきそう？」

「まだ分からないよ。本格的な仕事は今日からだもの」

　研究室で教材に使えそうな資料を漁あさりながら、ライルはマリーアに言葉を返した。

　イルザ・ヴァイスブルグという名の隻眼の女の子と顔合わせをしてから二日。今日は記念すべき家庭教師第一日である。顔合わせの後の話し合いで、ライルは授業の少ない日を選んで週に二日ほど、一回につき五時間ほどの授業を行う事になった。

「お屋敷を見たところ、かなり裕福な家の別べつ荘そうみたいだったけど……どういう由来のある家なんだい？」

「さあ？」

「『さあ？』」

「紹介の紹介だったから、そこまで詳くわしくは知らないのよね」

　マリーアはひょいと肩かたをすくめた。一歩間違えば無責任に聞こえるが、彼女の顔には「ああ、やっぱり？」と理解の色が浮うかんでいた。

「紹介してくれたのは、とても信しん頼らいできるやんごとない身分の方だったから、その紹介ならさぞ良い家なんだろうと思ってたけど……そんなにすごかった？」

「建物自体は古いけど快適になるよう改装されてたからね。維い持じ管理だけでもかなり手間が掛かってそうだったよ。たぶん、北郊外のお屋敷の一つだろうと思うけど」

「なるほど……それはお金が掛かってるでしょうね」

　王都ヴェルグ北の緩ゆるやかな丘きゆう陵りよう地帯は、王城務めの貴族の屋敷が数多く残った高級別荘地だ。当然、いまでも『超』の付くお金持ち御ご用よう達たしである。

「けど、ヴァイスブルグ家なんて家は聞いたことないわね。凋ちよう落らくしたお家いえ柄がらかしら？」

「まあ、あちらにも事情はあるだろうさ」

「そりゃそうだろうけど……本当に大だい丈じよう夫ぶ？　一番お給料が良いから紹介したものの、何かしら不ふ愉ゆ快かいなことがあるんだったら、すぐに新しい家庭教師先を探すけど？」

「全然。大丈夫だよ」

　護衛の少女には睨まれるし、受け持つ生徒はなにやら一筋縄ではゆかなそうだったが、紹介してくれた手前それは黙だまっておいた。

　自分が「嫌いやだ」と言ったら、この幼おさな馴な染じみは全力で自分を辞やめさせようとしてくれるだろう。自分の立場が悪くなるのも顧かえりみず、だ。それはなるべく避さけたい。

「そう？　それなら良いけど……」

　マリーアはまだ納なつ得とくできない顔だった。

　ライルは赤しやく銅どう色いろの髪の幼馴染みへ、安心させるように笑い掛けた。

「教える子もとっても綺き麗れいな女の子だったしね。いいところ紹介してくれてありがとう、マリーア」

「――うん。ま、あとはライルがしっかりやってくれることを祈いのるだけね」

　マリーアは髪をかき上げて笑った。

「これからまた街に行くのよね？　馬車に乗ってく？」

「いや、今回は遠えん慮りよしておく。途と中ちゆうでいろいろ用意したいものもあるし」

「そう？　それじゃ、頑張ってね」

　ひらひら手を振るマリーアに、ライルも手を振って送り出した。

　それから暫しばらくは、部屋のあちこちから教本になりそうな資料を手当たり次し第だいに抜ぬき出だして確かく認にんする作業に没ぼつ頭とうした。

　やがて資料を纏まとめた鞄かばんを抱かかえて研究室を出ると、ちょうどお使いを頼たのんでいたルーナリアが帰ってきた。彼女はライルが提さげた鞄をちらりと見、

「……計算結果を届けてまいりました。ライル様は、これから家庭教師のお仕事ですね。こんな私の為に、ほんとうにありがとうございます」

　そう言ってじぃと見み詰つめてくるルーナリア。まだまだご機き嫌げん斜ななめの様子だった。

「……まあ、ともかく出てくるよ。戸と締じまりはよろしくね」

　そそくさ逃げ出そうとするライルだが、そんな彼の背中をルーナリアがガシッと掴つかむ。

「……ルーナリア？」

　華きや奢しやな腕うでからは考えられない力でライルの服を縫ぬい止とめたルーナリアは、

「……街まで、私も一いつ緒しよに行きます」

　と、俯うつむきがちに呟いた。

「？　あ、荷物持ちしてくれるってこと？　大丈夫だよ、そんな気を使わなくても――」

「私も街に用があるのです。それだけです」

　ライルの言葉をそう言って遮さえぎると、ルーナリアはぱっと身をひるがえして研究室に入り、すぐに外出の用意をして出てきた。立ちつくすライルの前をすたすた歩き去ってゆく。

「……女の子って解んない」

　途と方ほうに暮れていると、廊ろう下かの端はしまで行ったルーナリアがぴたりと止まり、来た道を引き返してライルの前まで戻もどってきた。

「……鞄をお持ちします」

　ルーナリアは澄すまし顔がおで鞄を取り上げた。ライルが目をパチクリさせる間に、彼女はさっさと廊下を歩いて行く。

「………女の子って、本当に解んない」




　街中で再び迎むかえの馬車に乗せられ、ライルはヴァイスブルグ邸へ二度目の訪問の途と上じようにあった。今回も軍服の少女、ツェツィーリアが客車内に同乗している。

「……先ほどの綺麗な少女は、貴公がお付き合いされている方ですか？」

　資料本を読み込むライルにツェツィーリアが質問した。ライルはとっさに何の事を問われているか迷ったが、見送ってくれたルーナリアの事だと気付いて首を振った。

「まさか。彼女――ルーナリアは僕の秘書です」

「秘書？」

　ツェツィーリアは怪訝な顔になった。ルーナリアを見て、『秘書』という言葉はあまり結び付かないだろう。

「まぁ……いろいろワケがありまして」

「……なるほど。立場を利用して公然と愛人を囲っているとの噂うわさは本当なのですね」

「ぶっ！」

　思いも付かない噂を聞かされ、ライルは驚おどろきのあまり仰のけ反ぞった。

「あ、愛人って……いったい誰だれがそんな事を……」

「先日、ヴェルゲンハイム学院の学生に伺いました。貴公の名を出したところ、多くの男子学生から『バルトシュタインは魔女の弟子どころか淫いん蕩とうの魔ま王おうだ！』と。まさかとは思いましたが……本当だったとは」

「…………」

「やはり、貴公をイルザ様の家庭教師にするのは間違いでした」

　腰こしのサーベルを引き抜かんばかりの剣けん幕まくに、ライルはだらだらと冷ひや汗あせを流した。

「……念のために聞いておきたいんですけど」

「なにか？」

「学院で話を聞いたと言いましたけど、僕の噂を聞かせた男子、話す前にあなたの顔を見詰めてませんでした？」

「そうですね。学生でもない自分を不ふ審しんに思っていたのでしょう」

　――いや、それはあなたに見み惚ほれていたんですよ。

　いまごろ自分の噂がどんな風に独り歩きしているのかを想像し、ライルは早くも憂鬱になった。




「――およそ四百年前、西方諸国は『教国』を盟主とする同盟を締てい結けつしました。この同盟は一般になんと云いわれているかご存知ですか？」

「『聖言教会の立ち会いの下締結する諸国家の制限的軍事同盟』――一般に『聖言同盟』と呼ばれています」

「その通り」

　すらすらと答えるイルザに、ライルはにっこりと笑った。

「……聖言同盟の下一丸となって蕃ばん族ぞくを東へ追い返した西方諸国家は平和と繁はん栄えいを謳おう歌かした。だけどやがて平和と繁栄にも蔭かげりが出はじめた」

　本を手に歩きながら、ライルは授業を進めた。足音は上等な絨毯がすべて吸い取った。部屋には黒こく檀たんの執しつ務む机づくえが置かれ、革かわ張ばりの椅い子すにイルザの小さな身体がちょこんと乗っかっている。彼女がいなかったら、とても〝勉強部屋〟とは思えない。

「……安定の時代は、やがて爛らん熟じゆく期きに至って腐ふ敗はいをはじめた。国家は宗教を利用して民たみを締しめ付つけ、貴族は富と権勢を増やすことのみに腐ふ心しんした。そうして各地で一いつ揆きが続発し、市民が政治を考え始めた。その結果訪おとずれたのが――」

「民を骨ほね抜ぬきにする愚ぐ民みん政策、いわゆる『餌パンと娯サー楽カス』ですね。そして反知性主義の極きよく致ちともいうべき知識層の刈かり取とり……俗ぞくにいう〝魔ま術じゆつ狩がり〟が横行しました」

「これまたその通り」

　素す早ばやく答えるイルザに、ライルは困ったように苦笑した。

「優ゆう秀しゆうすぎて僕の出る幕がないな」

「まだ学力を測る基き礎そですから」

　イルザは、むしろこの程度か？　と言わんばかりに微笑んだ。

「……魔術という異い端たん認にん定ていを盾たてにした知識人の取り締まり。けど知識人やら研究者って人種はしぶとい。百年以上続いた魔術狩りの反動として、各おの々おの細分化されていた知識を体系化した新しい総合学問、科学が生まれた。……さて、この科学の発生は何ど処こに取るべきかな？」

「え？　ええと……」

　答えに詰つまったイルザが隻眼を瞬まばたかせる。

「ひとつは七十年前、月光会議と呼ばれる西方諸国の知識人の集つどいが開かい催さいされた時。もうひとつは五十年前、北西海のアルース連法国で学術主義が大々的に発表された時。このふたつを挙げておけば広義的にも狭きよう義ぎ的にも満点だね」

　ライルが優やさしく笑って続けると、イルザは悔くやしそうに桃もも色いろの唇くちびるを尖とがらせた。だがすぐに気を取り直し、羽根ペンを掴んでメモを取る。

　と、部屋の時計が鐘かねを鳴らした。ライルはぱたんと本を閉じる。

「時間だね。歴史はここまでかな」

「ええ。ありがとうございます」

　イルザが椅子から飛び降りるようにして立ち上がると、部屋のドアがノックされた。隅すみに控えていたツェツィーリアがドアを開き、ゼバスティアン老執事と数人の使用人たちがワゴンを押おして入ってきた。

「お茶の用意が出来ております。甘あまいものもありますよ」

　窓まど際ぎわのテーブルに手て際ぎわよくお茶とお菓か子しが用意され、幼い淑しゆく女じよは優雅にお茶を嗜たしなんだ。

「――濃こい風味が疲つかれを吹ふき飛とばしてくれるわ。庭師に礼を言っておいて」

「かしこまりました」

「ライル先生もどうぞ。お茶は自家製のブレンドハーブで、お菓子も住み込みの料理人が材料から選んでくれていますから」

「……それでは」

　特製のハーブティーを口にすると、芳ほう醇じゆんな風味がライルの口の中に広がった。

「……美お味いしい。これはカモミールかな？　かすかにミントの香かおりも……」

「ライル先生もハーブティーがご趣しゆ味みなの？」

「まさか」

　飲み物の嗜し好こうは珈コー琲ヒー、それだって眠ねむ気けを覚ます為に苦いものほど良いというライルだから、ハーブティーなんて高こう尚しような趣味からは遠い舌の持ち主である。

「けどこの類たぐいの薬草は、よくフィールドワークで採集したから自然とね」

「植物学の知識もおありなのですね」

　ホイップクリームの添そえられたトルテをフォークで切り分けながら、イルザが感心したように言う。歳としが自分の三分の二程度の女の子に感心されるのもなんだかなと思うが、この眼帯をした女の子は妙な威厳があって、苦笑するよりも先に恐おそれ入いってしまう。

　イルザは興味深そうに質問した。

「ライル先生は、エルルーア・アゾート師からどんな教えを受けたのですか？」

「どんなと言われても……」

　ライルは言葉を選ぶべく一いつ旦たん口を閉ざした。まさか、本物の魔女に魔術を教わっていた、などと言うわけにはゆかない。

「……ほとんどスパルタだね。三日で本ほん棚だな一つの書しよ籍せきを丸暗記させられて、そこから習った事もない問題を推論させる、なんて事が良くあった。出来なかったらご飯抜きの罰ばつゲーム付きで」

　おかげで暗記と速読が特技になったが、いまだに背が低いのはあの時の空腹が原因じゃないかと疑っている。

「植物学や薬学については、十数種類の試料を僕に選ばせて、それを実際に傷口に擦すり込こまれたりしたね」

　間ま違ちがえた場合は唐とう辛がら子し並みの刺し激げきにのた打ち回った事もあった。もっともその甲か斐いあって幼いマリーアに連れ回されてもたいていの怪け我がは自分で治ち療りようできるようになったから、なにがどう役に立つかは分からないものだ。

　ライルにしてみればなんてことない昔話だが、イルザは興きよう味み津しん々しんだった。授業よりも数倍熱心で、大きな青玉の隻眼がキラキラと輝いている。表情だけ見れば歳相応だが……それは珍めずらしい玩具おもちやを目の前にしたという表情である。

「……失礼」

「何か？」

　話を途と切ぎれさせたライルを、イルザは無ぶ粋すいを咎とがめるような眼付きで睨にらんだ。

「……美味しいお茶なので飲みすぎまして……おトイレを」

「それなら仕方ありませんね。――ゼバスティアン？」

「はい。どうぞライル様、案内いたします」

　老執事がそう言ってライルを先導する。

　邸てい内ないは古い古城を改修したものだが、トイレに行くにも上がったり下がったりを繰くり返かえした。おまけに窓にはがっしりとした鉄てつ格ごう子しが填はめ込まれている。

　別荘というより、要よう塞さいじみた趣おもむきである。

「……ゼバスティアンさん」

「なんでしょうか、ライル様」

「僕は役に立っていますか？」

　イルザ・ヴァイスブルグに家庭教師は必要ないように思われた。まだ一通りの事しか触ふれていないが、すでに年ねん齢れい以上の知識を持っている。歴史や言語に関しては高等教育に手が届くほどだ。ならば何処どこかの学芸機関への入学を意図しての学習かというと、そういうわけでもない。それなら最初に言われる筈はずだ。

　ライルはこのヴァイスブルグ邸での役割を測りかねていた。美味しいお茶とお菓子をたっぷりと振ふる舞まわれ、問題の生徒は授業より茶ちや話ばなしに真しん剣けんで、これではまるで――

（――――家庭教師というよりは、話し相手として雇やとわれたみたいだ……）

　問いを投なげ掛かけられた老執事は、足を止めてゆっくりと振り向いた。

「……ライル様は家庭教師として当家にいらっしゃいました。そしてわたくしは、ライル様が必要だと思う事をイルザ様に教えてください、と申し上げました」

　と、ゼバスティアンは目を細めて好こう々こう爺やの笑えみを浮かべる。

「その言葉に嘘うそはございません。……わたくしが言えるのはそれだけでございます」

（……食えない人だな、このご老人も）

　にっこり笑って答えをはぐらかす辺り、さっき話題にした自分の師し匠しようを思い出す。

　広い部屋に置かれたトイレの便座に腰を下ろし、ライルは考えをまとめた。

（……あちらの意図がどうあれ、僕は家庭教師として雇われたんだ）

　教えろと言うなら、自分なりのやり方できっちりと教えるまでである。

　部屋に戻ると、イルザは待ちわびた顔を向けてきた。

「お帰りなさい。それで、先生は――」

「その前に」

　ライルはぴっと人差し指を立てて提案した。

「――これからの授業についてです」

「授業？」

　イルザは大きな瞳ひとみを丸く見開いた。

「今日みたところイルザは賢かしこいから、僕がだらだらと読み聞かせるのは効率的じゃない。だから、こうしよう」

　ライルは自分の鞄から、選んできた資料本を取り出した。

「次の授業までに指定した範はん囲いを予習してもらう。それで授業の時に小テストをして、間違っていた部分を訂てい正せいして補修する――そういうやり方にしよう」

「予習とテスト、ですか？」

　いかにも面倒そうなやり方に、イルザは子供らしく顔をしかめた。

「けどこれは画期的なシステムだ。ちゃんと予習が出来ていれば授業が少なくなって、世間話の時間が増える」

　鞭むちと飴あめは教育の基本だ。……自分は鞭ばかりだった気もするが。

　分かりやすい目的と目標を設定され、イルザは思案するように首を傾かしげた。

「……なにか、鼻の先にニンジンをぶら下げられた気分です」

　――おっと、やはり賢い子だ。

　イルザは形の良い眉まゆをハの字にしてライルを睨んだ。

「……わかりました。ライル先生のやり方に従います」

「うん。それじゃ次回からテストを作って持ってくるね」

　ライルはにっこり笑って椅子に腰を下ろした。

「――それで？　他にどんなお話を聞きたいのかな？」

　悪いた戯ずらっぽく笑うライルに、宝石のような童女はふくれっ面つらを見せた。だがすぐに気を取り直すと、ライルに話を促うながした。




「――なかなか見所のある少年ですね。本来人見知りのイルザ様も、あっさりと気を許されてますし」

「どうだか。単に要領がいいだけの男かも知れません。これまでの輩もそうだった」

　廊下に控ひかえながら、ツェツィーリアは厳しい眼でドアを睨み付けた。部屋の中からは、イルザの楽しそうな声が漏れ聞こえる。

「……イルザ様をお守り出来るのは、我々だけです。他の者など不要です」

「貴女あなたは若いのに、ほんとうに頭が固いですね、ツェツィーリア」

「……ゼバスティアン殿どのは、イルザ様が不ふ憫びんと思わないのですか？　なるほど、今は楽しそうですが、それもいつ終わるか分からない――それなら期待させるのは酷こくというものです。それは貴公の方がよくご存じのはずだ」

　ツェツィーリアは鈍にび色いろの瞳をきっと細めた。老執事はその視線をかわすように、窓から中庭を見下ろした。

「……何はともあれ様子を見ましょう。これからどうなるかは、どうにかなってみないと分からないのですから」

「…………」

　なんとも曖あい昧まいな物言いに、ツェツィーリアは無言を貫つらぬき通とおした。




２




　ライルの家庭教師はつつがなく進行していた。イルザは優秀なので、最初こそ予習確認の小テストは間違いも多かったが、徐じよ々じよにそれも少なくなっていった。

　歴史、言語、地政学など、教える事は多た岐きにわたったが、ライルが一番力を入れたのは数学だった。論理性を養うことを目的として帰納法的な論理パズルを出題すると、イルザは真剣な目で問題を睨んだ。

　回を重ねる毎ごとにお茶の時間が増え、菓子も豪ごう勢せいなものになった。おかげで、

「ライル、ちょっと顔が丸くなってない？」

　と、向かいに座ったマリーアに頬ほおを突つかれる始末だ。

　自覚している事を指し摘てきされ、ライルは憮ぶ然ぜんとマリーアの指を払はらう。

「…………そう言うマリーアこそ大丈夫かい？　女性の方が男性よりも脂し肪ぼうが付きやすいのは生物学的にも統計学的にも証明されてるし」

　そんなライルの皮肉に、マリーアは翡ひ翠すい色いろの瞳を悪戯っぽく輝かせた。

「あ、分かっちゃう？　この頃ごろ胸がきつくなって困ってるのよ」

　マリーアはそう言うと、胸を持ちあげるようにして腕を組んだ。襟えり元もとから柔やわらかな谷間が覗のぞき、ライルは慌あわてて周囲を見回した。

「……マリーア！」

「心配ないわよ。馬車の中なんだから」

　赤銅色の髪かみを揺ゆらし、マリーアはけらけらと笑った。

　学院から街中まで、マリーアの馬車に乗せてもらってる最中である。移動している車内では、この程度の悪戯など目にも留まらないだろうが――問題は、ライルの隣となりだ。

「……いやらしい」

　ぼそりと呟くルーナリア。ライルは誤ご魔ま化かすように目をそらした。

　家庭教師をはじめてすでに二週間ほど経たっていたが、ルーナリアの機き嫌げんは相変わらずだった。むしろライルの家庭教師が捗はかどるほど、彼女は「……ありがとうございます、ライル様」と、取とっ掛かかりのない無表情で深々と頭を下げる始末である。

　そんな無表情でつんとしたルーナリアと、困り顔のライルを、マリーアは興味深そうに眺ながめまわした。

「あーあ、まだルーナリアのご機嫌をとれないワケ？　ま、しょうがないわよね。ライルがまともに付き合える女性なんてあたしくらいなもんだものね」

　ライルは内心、付き合えるというより付き合わされてるって感じなんだけどな、と訂正した。そんなこっそりとしたライルに代わって口を開いたのは、これまでほとんど黙っていたルーナリアだった。

「……聞き捨てなりませんね、マリーア。私は不ふ機き嫌げんなわけではありません。だから別にライル様に機嫌を取ってもらう必要もありません」

「あら？　それにしては毎回ライルの送おくり迎えをしてるそうじゃない？　機嫌を取ってもらいたくて堪らないんじゃない？」

「別にライル様の為じゃありません。私にも私の用事があるので、そのついでなだけです」

「へぇ？　用事ってまさか――コレ？」

　マリーアはグッと親指を立てた。行ぎよう儀ぎが悪いと、ライルは眉をひそめた。

「それならそれで、あたしとしても嬉うれしい事だけど」

「そんなんじゃありません。女性との用事です。――マリーアこそ、この頃研究室に姿を見せませんが、大丈夫ですか？」

「む……」

「私はいつも……ライルさまに機嫌を取ってもらうくらいには、一緒にいますので」

「…………」

「…………」

「………………ええと、思おもい違いだったら悪いんだけど、喧けん嘩かはよくな――」

「「ライル（様）は黙ってて」」

　異口同音に、二人の少女が顔を動かさずに言い放った。

　客車の中に曰いわく言いい難がたい空気が流れる。ライルは襟えりを緩めるが、息苦しさは軽減されずに高まるばかりだ。

「……ミラ！　馬車止めて！」

　思わず叫さけんだライルの声を聞き、御ぎよ者しや席のミラが手た綱づなを操あやつって歩道に寄せる。ライルは鞄と外がい套とうを手にして素早く飛び降りた。

「栄養過多なのは事実だから、歩いてゆく事にするよ。それじゃ！」

　少女たちが口を開く前にばたんと扉とびらを閉める。間かん一いつ髪ぱつで虎こ口こうから脱出した気分だ。

「――これはなんとも、ヘタレた選せん択たくですねぇ」

　見上げると、ミラが御者席からにこにことライルを見下ろしていた。

「お逃にげになるとは、男らしくないのでは？」

「逃げるも何も……何か僕のせいで空気が悪くなってる感じじゃないか」

　何か失言したわけでもないのに。ライルは問題を棚たな上あげするように両手を上げた。

「状じよう況きようの分からない戦場に居ても泥どろ沼ぬまだ。戦略的撤てつ退たいしか取る道はないよ」

「……ヘタレたようで、しっかりと賢けん明めいですねぇ」

　ミラは感心するような呆あきれたような、微び妙みような塩あん梅ばいで苦く笑しようした。

「確かに、ほっとくに限ります。あれは見み栄えですらなく、ただ互たがいに拗すねてるだけですし」

「拗ねるって、何を？」

「それはライルさまのご想像にお任せします」

　ミラは、自分の主よりもよっぽど悪戯っぽく笑い、馬車の手綱を鳴らして去っていった。

「……なんか、考えるべき課題だけが積み重なって行くな」

　頭を振り、ライルは気を取り直して歩き出した。

　今日は休日で、昼を過ぎてまだ間がない。街にはまだ昼食を求める人ひと混ごみが其そ処こ彼かし処こにあった。市場が立ってる通りもある。路面汽車の為に整えられた大通りとは逆の、昔のにおいを残す下町風の横道だ。ライルは時間があるのを確認すると、散歩も兼かねて道を曲がった。

　西方諸国でも有数の大都市ヴェルグには、さまざまな人間が集って行き交う。褐かつ色しよくの肌はだの南方人や、髪まで真っ白な北方人。中には黄色い肌の東方人までちらほらと。それらの人々が、地元の親おや爺じと喧けん々けん囂ごう々ごうの値引き合戦を繰り広ひろげる。

　妙ちくりんな民芸品を冷やかしつつ、ライルは市場を歩いてゆく。そろそろ急がないといけないかと歩みを速めようとした矢先、目の前で何やら騒さわぎが起こっていた。

「ほう？　ワタシの代金が気に入らないというのか？」

「こんなもんは代金といわねぇよ！」

　なんだなんだと背せ伸のびして野や次じ馬うまの隙すき間まから覗き込むと、串くし焼やきを売る露ろ店てんを挟はさんで店主らしき男と、客らしき女が睨み合あっていた。

「ちゃんと金払え！」

「ちゃんと払ったろうが」

　店主の怒ど声せいに、女がぶっきらぼうに言った。

　背の高い女だった。一八〇センチは超こえているだろう。どこかの民族衣装らしき装いから伸のびた手足は、すらりとしつつも鍛きたえられた筋肉に覆おおわれていた。茶褐色の長ちよう髪はつから垣かい間ま見みえる横顔は、美しく整いながらも野生の獣けものめいた気配を放っている。

　長身の美女が手にした串くし肉にくを頬ほお張ばると、店主が湯気を出す勢いで怒いかり狂くるった。

「てめっ、料金払わずに何食ってやがる！」

　そう言って、手にした石を地面に投げ付けた。折しも足あし下もとに転がってきたそれを拾い上げると、ライルはかるく目を見張った。

「これって……」

　ライルがしげしげと石を眺める間に、店主と女の雰ふん囲い気きはどんどん悪化していた。大おお振ぶりの串肉を瞬く間に飲み込んだ女に、店主は青筋を立てて罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げ放った。

「どこの田舎いなかもんか知らんが、文明の二文字すら知らんと見えるな！　おおかた仕事でも求めてやって来たんだろうが、躾しつけもなってない野の良ら犬いぬにやる仕事なんてねぇぞ！」

「……ほぅ、面おも白しろいことをのたまうな、店主。ワタシが『野良犬』だと？」

　ひやり、と野次馬たちは変質した空気に自然と輪を広げた。

「もう一度言ってみろ、店主。ワタシがほんとうにカワイイ野良犬だと思うのなら、遠慮せずに何度でも」

　歯を向き笑う女の異様な迫はく力りよくに、店主の威い勢せいが急速に萎しぼんでいく。野良犬と罵ののしった彼かれ自身が、いまや嵐あらしに震える子犬のようだった。

「ほら、言ってみろ？　ワタシがなんだって？」

「あ、あんた……」

　店主が、はっきりと怯おびえた声を出した。自分を覗きこんでくる女の眼め、深い琥こ珀はく色いろの瞳が、うっすらと光を放って見えたからだ。

　野次馬の中でいち早くそれに気づいたライルが、慌てて二人の間に割り込んだ。

「ちょっとすみません、すみません」

　唐とう突とつにやってきた小こ柄がらな少年に、長身の美女が胡う乱ろんな目で見下ろした。自分より頭ひとつ大きな女の迫力に、ライルは内心びくびくしながら愛あい想そ笑わらいを取とり繕つくろった。

「な、なんの用だお前さんは」

　女との睨みあいが中断されて明らかにほっとした店主に、ライルは拾った石を握にぎらせた。

「これ、大事な料金なんですからちゃんと受け取らないと」

「料金て、こりゃあただの石ころ――」

「これ、琥こ珀はくですよ」

　ライルが言うと、店主ははっとして石を陽ひに翳かざした。

「土くれがこびり付いてますが、中に在るのは最高純度、特級の琥珀です。然しかるべき所に持っていけば、種火用として良い値を付けてくれると思います」

　燃料として流通している琥珀だが、一番初めに琥珀アンバー・炉リアクターを始動させる『種火』となる高純度琥珀は貴重だった。一度炉ろに火が入れば低純度の琥珀も連れん鎖さ反応で熱量になるが、最初の種火だけは高純度の琥珀が不可欠となっている。

「この大きさでも、この串焼きが十本くらいは楽に賄まかなえるはず。ですからほら、あと四本くらいサービスしませんか？　それで喧嘩両成敗で両得両損――いかがです？」

「あ、ああ……そうだな。すまん、ありがとよ」

　店主はバツが悪そうに言うと、焼けた串肉を差し出した。見事に場を収めた少年に、野次馬からも拍はく手しゆが上がった。騒ぎのもう一方である長身の美女は、興味深そうにライルを見下ろしていた。




「――はい、どうぞ」

「うむ、ご苦労」

　ライルが串肉を差し出すと、長身の美女はさっそく肉に齧かじり付ついた。

　騒ぎになった露店からしばらく歩いた先の小広場のベンチである。ライルが店から離はなれるよう促すと、女はさっきまでの威勢が嘘みたいにすんなりと従った。

　ライルが見守る中、女は見事な食いっぷりで肉を飲み込んでゆく。行儀は悪いが、下品に見えないのが不思議といえば不思議だ。見事な容姿によるものだろうか。

　かなりの長身なのだが、頭身が高いので大おお柄がらという印象はない。豊満な女性らしさと鍛えられた筋肉が同居し、古代の神像めいた趣すらある。

　女はあっという間に三本分の串を始末すると、残った一本をライルに付き返した。

「喰くえ」

「いえ、僕ぼくは……」

「面めん倒どうを収めてくれた礼だ。喰え」

　こう言われては遠慮するのも失礼なので、ライルは素す直なおに串肉を受け取った。

「ありがとうございます」

「うむ。素直なのは良いことだ」

　女は満足そうに頷うなずくと、笑いの余よ韻いんを残しながらも真剣な目付きをライルに注いだ。

「――言いい遅おくれたな。ワタシの名はアンゲリカ……アンゲリカ・ファングツァーン。夜に名高き〝夜闇の王ノスフエラトウ〟の末まつ裔えいたる三支族が一、誇ほこり高たかき〝牙の血族フアングツアーン〟の血を継つぐ者だ。――汝なんじの名は？　若き魔ま術じゆつ師しよ」

「……僕はライル。ライル・バルトシュタインです」

　名乗ると、ライルは声を潜ひそめがちにアンゲリカを見返した。

「……やっぱり、幻想種フアンタズマだったんですね」

「然り」

　アンゲリカは鋭するどい犬歯も露あらわに笑うと、ライルを映す『琥珀眼がん』――魔ま力りよくを備えた幻想種の証に、黄たそ昏がれ色の魔力励れい起き光こうを灯ともした。

「なんで幻想種のあなたが人里、それもこんな王都に？」

「観光だよ。可お笑かしいかな？」

「幻想種は歴史の陰かげに潜むことを選択し、人間との関係を遠ざけた。不思議に思います」

「簡単だよ。人が変われば、我々も変わらねばならない」

　アンゲリカは琥珀眼の魔力励起光を収めると、街の景色に目をやった。

　広場には人が行き交い、大通りでは馬車と路面汽車が並んで走る。見回りの憲兵の肩には、ここ数年でお馴な染じみになったボルトアクション式のライフルが担かつがれていた。

「……変われば変わるものだ。ほんの百年前まで、飢き饉きんの度に生いけ贄にえを捧ささげていたような者どもが、ブンメイだのカガクだのとすまし顔をしている。お目め出で度たいものだ。まったくもって息が詰まっていたが……こんな時代でも魔術師に出会えるとはな。もうとっくに滅ほろんでいたと思っていたから、嬉しいぞ」

「僕が魔術師だと一目で分かったんですか？」

「一目ではなく、一嗅かぎで、だな」

　アンゲリカは笑うと、ずいっとライルに顔を寄せた。野生の狼おおかみを思わせる鋭い美び貌ぼうだ。固まるライルに、アンゲリカはくんくんと鼻を鳴らした。

「……インクのにおいに混じって、魔力のにおいが染しみ付ついている」

「それはどうも……」

　美女ににおいを嗅がれ、居い心ごこ地ち悪くライルは言った。

「それから……ワタシとは違ちがう幻想種のにおいも」

　アンゲリカは顔を引き戻すと、残念そうに口元を歪ゆがませた。

「……もうすでに何者かと契ちぎりを結んでいるようだな。出来ることならワタシの従者に取り立ててやりたかったが、残念だ」

「……光栄です」

　蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつの少女の不機嫌な無表情を思い出し、ライルは思わず苦笑した。

　礼として押し付けられた串肉を平らげると、ライルは広場の時計に目をやった。余よ裕ゆうがあったはずだが、すでにぎりぎりの時間になっている。ライルはベンチから立ち上がった。

「用事があるので、残念ですがこれで失礼します」

「うむ。ワタシこそ世話になった。いまの〝主〟に見限られたら《黒い森》にワタシを訪ねよ。期待して待っている」

「……機会があれば」

「ワタシの言葉は嘘ではないぞ？　ワタシはオマエを気に入った。来れば、めいっぱい可愛かわいがってやる。オマエ、なかなかカワイイ顔をしているからな」

「……かわいい、ですか」

　微妙な褒ほめ言こと葉ばで反応に迷ったライルの隙すきを突き、アンゲリカはひょいと首を伸ばしてライルの口をペロリと舐なめ上あげた。ぎょっとして硬こう直ちよくするライルに、長身の美女は子犬を愛めでるような笑みを浮うかべる。

「肉の欠片かけらがくっ付いていたぞ。それでは、な。ライル・バルトシュタイン」

　すっくと立ち上がり、アンゲリカは人混みに分け入った。あれほど目立つ容姿なのにあっという間に人混みに同化し、長身の美女は風が吹くように消え去った。




※　※　※




　待ち合わせ場所にはすでに馬車が停とまっており、ツェツィーリアは走ってやってきたライルを見るなり、

「――もう来ないものかと思っておりました」

　と、冷たく言い放った。

「……すみません」

「謝あやまることなどございません。いっそ、もう来なくて結構でしたのに」

「…………」

　取り付く島もなく、ライルはすごすごと馬車に乗り込んだ。

　客車の窓には相変わらずカーテンが掛かり、道行きはまったく分からない。乗って降りたら林の中の城の前である。

（かなりの念の入りようだけど……）

　ゼバスティアン老ろう執しつ事じに案内されながら、ライルはいつもの疑問を転がした。

（……そこまで厳重にしなければならないものがあるとは思えないんだよな）

　重じゆう厚こうな扉を潜くぐり抜ぬけた先の大きな机には、ここ最近で見慣れた素す晴ばらしく可愛らしい生徒が腰こし掛かけてライルを待っていた。

「こんにちは、イルザ」

「ごきげんよう、ライル先生。今日もよろしくお願いします」

　イルザはにっこりと笑った。鞄かばんからテスト用紙を取り出しながら、ライルはこの宝石のような女の子を眺めた。

（……この子を守る為ためだとしても、いろいろおかしい事だらけだ）

　軍装のツェツィーリアはもちろん、ゼバスティアンやその他多くの家人がかなりの教育と訓練を受けていると分かる。

　イルザが上流階級の出身であることは疑いようがないが、ならば何な故ぜこんな風に隠かくす必要があるのだろう？

　大事ならもっと堂々と守れば良いではないか。そうすれば、学生の家庭教師風ふ情ぜいに目隠しするような警けい戒かいをする必要なんてなくなるだろうに。

「……できました」

　つらつら考えている内にイルザはテストを終えた。ライルは彼かの女じよの隣から答案を覗きこみ、そのままチェックを入れてゆく。

「すっかり図形計算にも慣れてきたね。これなら角度問題もすぐに理解できそうだ」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うん、おめでとう。はじめての満点だ」

「はい」

　イルザはにっこりと笑うと、ちらちらと部屋の時計に目をやる。

「――なら、お喋しやべりの時間にしようか」

「はい、ライル先生」

　イルザはにっこりと微ほほ笑えんだ。

　――どうやら上う手まく行ったみたいだ。

　ライルを時間潰つぶしの玩具くらいに考えていた節のあるイルザだが、この予習させて確かく認にんのテストをするやり方は、彼女の自尊心を大いに刺激したようだ。彼女もようやく〝勉強〟している実感を得たようで、『先生』という言葉もそれなりの響ひびきを持ちはじめていた。

「――と、その前にはばかりを」

　ライルが立ち上がると、イルザはむぅと唇を尖らせた。

「……すぐに戻もどってきてくださいね」

「ご心配なく。逃げも隠れもしないから」

　苦笑し、ライルは勉強部屋から出て、控えていたメイドに案内を頼たのんだ。




　ライルが出て一分もしないうちに、イルザはそわそわと純金色の髪をいじりはじめた。

　最初に会った時、これがかの《最後の魔ま女じよ》の後こう継けい者しやなのかと落らく胆たんした。ライル・バルトシュタインの第一印象は、目立った才気や奇き矯きようさがあるわけでもない、何処にでもいそうなちょっと小柄で平へい凡ぼんな少年でしかなかった。

　だが、その評価はすぐに変わっていった。

　深い知性と広い知識があるのは授業を受けてすぐ分かった。最初にがっかりしただけに、そのあとは感心することばかりだった。

　なにより、彼はおどろくほど自然体で受け答えしてくれる。ライルの前にも家庭教師は何人もいたが、どれも型にはまってご機嫌をとる大人たちばかりだった。わずかばかりの気の好いい者も、最後には逃げるようにこの屋や敷しきを去って行った。

「……もうすこし、話していたい……」

　イルザの宝石のような顔がわずかに翳かげる。小さな胸の奥おくで胸むな騒さわぎが起こり――それが徐々に大きくなってゆく。

「！　これ、は……！」

　はっとして胸を押さえるが、すでに胸騒ぎは心しん拍ぱく数すうと血圧の上じよう昇しように変じていた。体温が高まるとともに、言い知れぬ感覚が幼い身体を破らんばかりに駆かけ巡めぐる。

「だ、め……まだ、もうすこ、し……！」

　イルザはぎゅっと右目に巻かれた眼帯を押さえる。

　様子がおかしいのを察したか、外に控えていたツェツィーリアが飛び込んできた。

「いかがしましたイルザ様……！　イルザ様！」

「だめ……だめ……」

　ツェツィーリアの呼びかけにも気付かず、イルザは右目を押さえてよろよろと身体を泳がした。両手で押さえた右目の眼帯――その下から、黄昏色の光が漏もれ出だす。

「だめ…………だめぇぇぇえええええええええええええええええええええ！」

　少女の叫びとともに、風ならぬ猛もう威いが部屋に吹ふき荒あれた。




　トイレを借りて戻ってくると、イルザの勉強部屋の前が大おお騒さわぎになっていた。使用人たちが、物が飛び出してくる部屋の入り口を遠巻きに眺めている。

「これは……」

　いったい何だと部屋を覗きこむと、そこにあったのは眼を疑う光景だった。

　部屋の中のあらゆる物、小さいものはペンから、大きいものは椅い子すまでが、ぐるぐると部屋の中を飛び回っていた。まるで嵐のただ中だ。だが嵐と違うのは、風はなく、すべては視えざる手で掴つかまれているように振り回まわされている事だ。肌に感じる風圧は、飛びまわる家具によって生まれた副次的なものだった。

　そしてその視えざる手の生み出す猛威の中心にいるのは、右眼を光らす幼い女の子――

「イルザっ？」

　イルザの顔に巻かれていた眼帯はどこかへ飛び去って、その下にあったものが露わになっていた。青玉の左眼とは違う色の、深く澄すんだ飴あめ色いろの――琥珀の瞳。

「琥珀眼!?」

　黄昏色の光、魔力励起光が右の琥珀眼より発し、歪んだ力場が部屋を席せつ巻けんする。

「イルザ様……っ！」

　視えざる手――魔力によって引き起こされた嵐の中心に近づこうと、ツェツィーリアがじりじりと前進していた。イルザだけを見ている彼女は、後ろから襲おそいかかる金属製の筆箱に気付いていない。

「あぶない！」

　飛び込んで背中に飛び付き、共に床ゆかに伏ふせてやり過ごす。ライルに気付くと、ツェツィーリアは生き真ま面じ目めな顔を怒いかりに染めた。

「放せ！　自分はイルザ様を！」

「じっとしてて。彼女は大丈夫だ」

　ライルの言葉に、ツェツィーリアが目を瞬まばたかせた。気弱な少年はそこになく、感じられるのは凡すべてを視通すかのような平静さだ。

「彼女に危害はない。このままじっと待つんだ」

「ど、どうしてそんな事が――」

「君らだってこれが初めてじゃないんだろ？　イルザが怪我したことはなかった筈だ」

　当然のことのように話すライルに、ツェツィーリアが目を剥むいた。

　やがて、荒れ狂っていた家具が一つ二つと力なく床に転がって行き、最後に、部屋の中央に立たち尽つくしていたイルザが、右の琥珀眼から魔力励起光を失ってくたりと崩くずれ落おちた。

「…………」

　ライルはゆっくりと立ち上がった。彼の見てる前で、気絶したイルザがさっと抱だき抱かかえられる。

「……説明はあるんですよね？」

　イルザを抱いた老執事に問うと、彼はこくりと頷いた。




　イルザを寝しん室しつに寝ねかせると、ゼバスティアンは付つき添そいをツェツィーリアと他数名に任せ、ライルを居間の一つへ案内した。

「まずは、何処から話したものでしょうか……」

　老執事はライルを見定めながら言葉を選んでいた。だが、ライルがごく落ち着いているのを見て取ると、面と向かって話し始める。

「――すでに察していると思いますが、この屋敷はイルザ様をお守りするのではなく、お隠しする為のものです」

「『ヴァイスブルグ』という家名も偽いつわりですね？」

「はい」

　確認の問いに、ゼバスティアンは素直に頷いた。

「イルザ様は――非常に難しい立場にあられます。あのような〝悪あく霊りよう憑つき〟と世間に知られれば、イルザ様にとってもそのご親族にとっても厄やつ介かいな事になります」

「……」

　悪霊憑き、という言葉に言いたい事はあったが、ライルは黙だまって耳を傾けた。

「ツェツィーリアが、あなたに失礼を重ねたのもこれが原因です。ライル様の前にも、何人もの家庭教師を雇いました。その誰だれもが先ほどと同じ光景を目まの当あたりにし、職を辞していったのです」

「……なるほど」

　恐おそれをなして逃げ出すくらいなら最初から、というわけだ。

「……いったい何時から、イルザはこうやって？」

「もう六年……いえ、来月で七年になります。四歳さいのお誕生日の次の日からずっと、イルザ様はこの屋敷で過ごされておりますれば」

「七年も……」

　予想外の年月にライルは驚おどろき、次いでにわかに怒りを覚え始めた。

「……イルザと面会したいのですが、よろしいですか？」

「――ええ」

　迷った素そ振ぶりを見せたものの、老執事は小さく頷いてライルを案内した。

　屋敷の奥の寝室の前には、厳しい面おも持もちのツェツィーリアが立っており、ライルの姿を認めるや否いなや、老執事をキッと睨みつけた。

「ゼバスティアン殿！　何故この場所にこんな輩やからを！」

　声を荒あららげた少女は、その厳いかつい軍服に似合った鋭い視線を、今度はライルへと向け直す。

「……疾とくお帰り下さい、ライル・バルトシュタイン殿。貴公の仕事はもう終わりです。後は此こ処こでの事を忘れ、学生の本分を全まつとうしていただきたい」

　万が一他言したら……と殺気混じりの鈍色の瞳が告げる。

　だが、ライルは怯ひるまず、

「……何をしているんですか？」

「は？」

「あんな小さい子を一人ぼっちにして、あなたは彼女をどうするつもりですか？」

　ライルの声は大きくなかったが、けして小さくもない。

　思わず言葉に詰つまるツェツィーリアだが、「お前などに何が分かる」と睨にらみ返かえした。

「イルザ様が、これまで心ない言葉でどれほど傷付いてこられたか……お前などに何が！」

「だったら彼女が今どんな気持ちか分かるでしょう？　退いてください」

　聞き分けのない子供を突き離すように告げると、ライルは寝室のドアを押おし開あけた。

　広く瀟しよう洒しやな寝室には、大きな天てん蓋がい付きのベッドが置かれ、その中央にちいさな女の子がちょこんと乗っていた。イルザはライルに気付くと、青い左眼と、眼帯に隠れていた右の『琥珀眼』――左右色いろ違ちがいの金銀妖眼ヘテロクロミアを丸く見開いた。

「……ライル……先生…………」

　イルザはさっと右眼を隠そうとしたが、すでに遅おそいと悟さとったのだろう。ぐっと小さな手を握りしめ、寂さびしげな笑え顔がおをライルに向けた。

「……びっくりなさったでしょう？　わたしは昔からああなのです。わたしには悪いものが憑ついていて、ああして時々悪さをし出すのです」

「…………」

「黙っていてすみません。ですが、ご理解いただきたいのです。先生を怯えさせたのは申し訳ありませんが、こんなことが明らかになるとわたしも、わたしの家族も困ったことになるのです。ですからどうか、このことはご内密にお願いします。すくないながらも、お詫わびはしっかりいたしますので、どうか」

　ライルが黙っているのを勘かん違ちがいしたのか、イルザは深々と頭を下げた。それを見て、ライルはますます奥おく歯ばを噛かみしめる。

　ご内密に？

　お詫び？

　そんな言葉、こんな年とし端はも行かぬ女の子が使って良い筈はずがない。

　ライルは深く息を吸い、少しでも怒りの内圧を下げるよう、長く長く息を吐はき出だした。

「……アタヴィスム」

「はい？」

「『先祖還りアタヴイスム』だ。イルザのような人間を、僕や僕の師し匠しようはそう呼んでいる」

「…………」

　突とつ然ぜん何を言い出すのかと戸と惑まどうイルザに、ライルは講義するように話を続けた。

「『悪霊憑き』や『呪のろわれた子供』などと様々な呼ばれ方をするものの、何の事はない。ただ単に、魔力を貯ため込む体質の人間というだけ。さきほどの『騒霊現象ポルターガイスト』だって、単に身体からあふれ出た魔力の暴走に過ぎない」

　突然はじまった一いつ般ぱん人じんには意味不明の説明に、イルザのみならずツェツィーリアやゼバスティアンもぽかんとしていた。

　説明することである程度落ち着きを取り戻したライルは、大きなベッドを回り込んで、イルザの近くにしゃがみ込んだ。

「――イルザ」

「な、なにか……」

　怯えるように肩かたを竦すくめる生徒に、ライルは安心させるように微笑んだ。

「実は、僕も秘密がある。ずっと黙っていたけれど……実は僕、魔ま法ほう使つかいなんだよ」

　内ない緒しよだよと人差し指を立てると、イルザはきょとんと青玉と琥珀の瞳ひとみを瞬かせた。

「………………魔法使い？」

「信じられない？　それなら、証しよう拠こを見せないとね」

　ライルは懐ふところを探さぐり、磨みがかれた琥珀を指に挟んで取り出した。そして、

「――〝光の果て、闇の果てに在りしもの。風の始まり、火の始まりを示すもの。朽くちぬ黄昏、まつろわぬ黄金。其は時の揺よう籃らん〟――――」

〈祈オラ呪シオ〉と呼ばれる呪じゆ文もんが流れると、ライル以外の全員が目を見張った。ライルの手にある琥珀が黄昏色の光を――先ほどイルザの右眼から漏れていたものと同じ光を発し始めたからだ。

　励れい起き光こうとともに広がる魔力に、ライルは脳内で構築した〝魔法〟――改変させるべき物理法則の計算式を共鳴させる。

（――物体質量を十㎏と規定――大地と月の重力ベクトル――掌しよう握あく）

　ライルは寝室に飾かざられた花か瓶びんを、琥珀を挟んだ指で指し示した。ライルの構築した魔法に従い、大地の重力から切きり離はなされた花瓶がふわりと浮きあがる。

　寝室に絶句する気配が満ちた。

　ライルは琥珀を挟んだ指をさっと振り、浮かべた花瓶を空中に滑すべらす。花瓶はくるくると歪いびつな軌き道どうを宙に描えがき、やがてぴたりと動きを止め、本来の物理法則を思い出して垂直に落下した。

　ガシャンッ！

　軽かろやかな落下音で、ようやく時が動き出す。

　はっとしたツェツィーリアが腰こしのサーベルを抜き、ライルの首筋へぴたりと突き付けた。

「貴様……怪あやしげな妖よう術じゆつを……！」

　ぐぐっと切っ先が押し付けられる。ライルの首筋に血が滲にじんだ。

「……おやめなさい、ツェツィーリア」

「イルザ様っ!?」

　幼い主の言葉に、ツェツィーリアが強こわ張ばった顔を向けた。

「この男は妖あやしい術の使い手です。放置すれば御おん身みに危険が――」

「命令です、剣けんを引きなさい」

「イルザ様！」

「先生のやったことが妖術なのでしたら、わたしもまた妖物という事です」

「ッ！」

「彼に剣を向けるなら、わたしにも剣を向けなければおかしい……そうではなくて？　ツェツィーリア・グレイザー？」

「…………了りよう解かいいたしました」
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　ツェツィーリアがしおれた表情で剣を収め、ライルはほっと深呼吸して首筋を擦さすった。

「……ライル先生は、いったい何者なのです？」

「僕はただの若造だよ。未熟者の学生。どこかの誰かさんが言った通りに、ね」

　ライルがささやかな非難を込めた視線を向けると、軍装の少女は居心地悪そうに身み動じろぎした。

「……なんで、こんな大事な秘密を……？」

「生徒の秘密を知ってしまったんだ。それなら教師も秘密を明らかにして、これで平等というものだろう？」

　生徒と教師という言葉を聞き、イルザは驚いた顔になる。

「……まだ、ライル先生は先生を続けてくれるのですか？」

「君さえ良ければ」

「ライル先生は……わたしが怖こわくないのですか？　呪われるとは思わないのですか？」

「君の先祖還りは単なる体質で、それ以上でもそれ以下でもない。呪いなんて、それこそありえない。魔術師であるこの僕が保証する」

「……ライル先生は」

　と、イルザはごくんと唾つばを飲み込み、何度も深呼吸をした後で、おずおずとこう訊きいた。

「……ライル先生は、わたしの味方……？」

「どんなときでも、教師は生徒の味方だよ」

　間かん髪はつ入れない完全な肯こう定ていに、イルザはぱぁっと顔を輝かがやかせた。

　――ああ、こういう顔だ。

　イルザの笑顔を見て、ようやくライルの胸から怒りが一いつ掃そうされた。

「……ゼバスティアン！」

「はい、イルザ様」

　少女の呼よび掛かけに、老執事はすぐさま応こたえた。

「新しい勉強部屋を用意して！　それとせっかくベッドを用意してもらったけれど、すぐに着き替がえの用意を」

「いますぐで御ご座ざいますか？　しかし今日はもう……」

「まだ授業は途と中ちゆうでした。ちゃんと、やり遂とげなければ、昨日までの予習が無む駄だになってしまいます」

　頬ほおを赤くして勢い込むイルザの言に、老執事は確認するようにライルを見やった。

「僕は構いません」

「そうですか……それでは、すぐに用意させます」

「ええ！　ライル先生も少しだけ待っていてください。すぐに着替えて向かいますので」

「了解です、お姫ひめ様さま」

　茶ちや化かしてそう言うと、イルザはくすぐったそうに苦笑した。そして、恥はずかしそうに顔を俯うつむけながら、

「あ……ありがとう、ございます」

「どういたしまして」

　微笑ましさから、ライルは彼女の純金色の髪かみを撫なぜた。しっとりとしながらさらさらとした心ここ地ちよい感かん触しよく。ちょっとやり過ぎかと思ったが、イルザは首筋を撫でられた猫ねこのようにライルの手の平を受け入れた。

「それじゃ、あとで、ね」

　名な残ごり惜おしそうな顔のイルザにそう言って、寝室を後にする。

　廊ろう下かに出ると、軍装の少女がライルを待ち構えていた。

「……先ほどは、失礼しました」

　ツェツィーリアの殊しゆ勝しような態度に、ライルはちょっと意外な顔で、

「……驚いた。意外と素直なんですね」

「余計なお世話だっ」

　下げた頭をバッと上げ、ツェツィーリアは顔を赤くして眦まなじりを吊つり上あげる。これはこれで微笑ましくもあるが、これまでのささやかな恨うらみもあり、ライルの悪いた戯ずら心ごころがくすぐられた。

「――これまた驚いた。怒った顔、とても可愛いんですね」

「なっ！　かっ！　わっ！　きっ！」

「すみません、冗じよう談だんです」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ！」

　ツェツィーリアは熟うれすぎた林りん檎ごみたいな顔色になった。生真面目な性格ゆえか、冗談にも律りち儀ぎに反応してしまうようだ。

「……自分こそ意外だ。お人ひと好よしな顔をしてなかなか意地が悪いのだな、貴公は」

　ライルは答えず、笑って肩を竦めるにとどめた。可愛いという部分は嘘うそではないが、さすがにこれ以上言うと本気で怒りそうなので黙っておく。

「……イルザ様の、あんなに嬉うれしそうに笑ったのは、自分たちも久しぶりに見ました」

　ツェツィーリアは咳せきばらいをして話を進めた。

「正直、自分はまだ貴公を信用できない。貴公は明らかに只ただ者ものではない……だが、貴公はイルザ様に心からの笑顔を取とり戻もどしてくれた。いまは、それに感謝する」

「小さな女の子が笑うのは、当たり前の事です」

　当然といえば当然すぎる意見に、ツェツィーリアは生真面目な顔に困こん惑わくの色を浮かべた。

「……読めない方だ、貴公は。いかにも平凡かと思えば妖しげな術を使い、かと思えばその直後に笑ってしまうくらい当たり前な台詞せりふを口にする。不思議な……いや、変わった人だ、貴公は」

　褒めてるのか貶けなされてるのか、いまひとつ判然としない意見だ。

　浮かべるべき表情に迷うライルに、ツェツィーリアは真しん剣けんな眼で問とい質ただした。

「だが、これだけは、改めて問いたい。ライル・バルトシュタイン殿どの……貴公はいったい、何者だ？」

「――僕は《最後の魔女の弟で子し》ですよ。いまはまだ、それ以上でもそれ以下でもありません」




※　※　※




「――《最後の魔女の弟子》？　何か、格好良い響きね」

「とんでもありません。無神経で、傲ごう慢まんで、小こ賢ざかしくて……その癖くせ外見だけは人が好さそうなので、みんな騙だまされるのです」

　そのレストランはそれなりに混こみ合あっていた。最近増えた中産階級を狙ねらった店で、礼れい儀ぎや服装はほどほど厳しくほどほど緩ゆるく、味は結構良い。そんな店だ。

　ディナーには少し早い黄たそ昏がれ時どきに、窓まど際ぎわの席で食事をする女性が二人いた。

　一人は、蒼褪めた銀髪に淡あわ雪ゆきの白しら肌はだ、そしていまにも輝き出しそうな『琥珀眼』――ルーナリアである。涼すずしげな無表情ながら、チキンソテーを切り分ける手付きはすこしばかり乱暴だった。

「お行ぎよう儀ぎが悪いですよ、ルナ」

　ナイフとフォークをかちゃりと置いて、向かいに座すわった女性が穏おだやかに窘たしなめた。

　すらりと伸のびた四し肢しと女性らしい曲線を描く身体を、喪も服ふくめいた黒一色の衣装に包つつんだ妙みよう齢れいの美女。優ゆう雅がで落ち着いた雰ふん囲い気きから、『貴婦人』という言葉がしっくり当てはまる。

「あなたの為に家庭教師までなさっているんでしょう？　それにこのお店も、そのライルさんに連れて来てもらった場所なのでしょう？　そんな事を言っては、罰ばちが当たるわよ、ルナ」

「……はい」

　自覚はあるらしく、ルーナリアはしゅんと肩を落とした。

「……申し訳ありません、ヴィラージェ姉様」

　素直な言葉に、黒衣の貴婦人はルーナリアに似た美貌に微笑みを浮かべた。

　淡あわく輝いて見える白はく貌ぼうに、幻想種の特とく徴ちようである琥珀眼。ルーナリアと似た面おも立だちながら、仄ほのかに赤みを帯びた銀髪。憂うれいを帯びた表情が、成熟した色いろ香かを醸かもし出だしていた。

　ヴィラージェ・ネブラブルート。

　それが彼女の名だ。

「けれど、縁えんとは不思議なものね。故さ郷とを焼かれ落ち延びた霧の血族ネブラブルート最後の生き残りが、人間の王都みやこで再会するなんて……しかも甘あまやかされてばかりだったルナに、王都を案内してもらったり、こうしてレストランを紹しよう介かいしてもらうなんて、ね」

　ヴィラージェは目を細めて微笑んだ。その笑顔も、『ルナ』という愛あい称しようも、ルーナリアの記き憶おくにあるものと変わらず、これまで悪い夢を見ていたのではと思えてくる。

「……姉様」

　意を決し、ルーナリアは姉と再会してからずっと遠まわしにしてきた質問を口にした。

「……やはり、霧の血族ネブラブルートは……父様や、他の姉様たちは……」

「塵ちりに還った、のでしょうね」

　ヴィラージェは目を伏せて言った。ルーナリアは唇くちびるを噛んだ。

「……すみません、姉様。むざむざと、生き延びて……」

「何を言っているの、ルナ。生きていることを謝る必要なんて、何ひとつないわ」

　ヴィラージェの静かな断言に、ルーナリアはそろそろと顔を上げた。

「たしかに、霧の血族ネブラブルートは滅んだ。けれどそれは、もうどうしようもないこと……時の流れよ。あなたが生きているのもそう。運命であり必然……そうお考えなさい。たとえ滅ぶべきだったとしても、自ら滅びを選ぶものなんて、この世の何ど処こにもないのだから」

　静かに言い聞かす姉の声に、ルーナリアはじっと耳を傾かたむけた。

（――やっぱり、ヴィラージェ姉様だ）

　ずっと心の中にあった後ろめたさが、ほんの少しだけ軽くなった気がした。そして彼女の言葉は、どこかの誰かさんが掛けてくれた言葉に近しいもので、ルーナリアは口くちの端はしをわずかに持ち上げた。

「……姉様と、ライルさまを会わせてみたいです」

「あら、駄だ目めよ」と、ヴィラージェは口元を隠してくすりと笑った。「ルナの気になる人なんでしょう？　私が興味を持ったら、ルーナリアの方が困るのではなくて？」

　ヴィラージェの言葉に、ルーナリアは口を真一文字に引ひき締しめながら顔を赤くした。誤ご魔ま化かすようにワイングラスへ手を伸ばす。

「それに――私には王こ都こでやるべきことがある。私はその為に、今日まで生き延びてきたのだから」

　そう言った姉の琥珀眼は、なにか遠いものを見ようとするかのようだった。これまで見たことのないその表情に、ルーナリアは何故だか胸が苦しくなる。

「――だから、あなたの無事な姿を見てほっとしているのよ、ルナ。立派な姿を見せてもらって、安心しているの」

「……立派なんかじゃ、ありません」

　俯いて、ルーナリアはぼそりと呟つぶやいた。

「……私、役立たずです。秘書なんていうのは単なる名目です。私は、ライルさまに甘えているだけです……」

「さっきまではあんなに憎にくまれ口ぐちを叩たたいていたのに」

「あ、あれとこれとは話が別です……！」

　と、ルーナリアは唇を尖とがらせた。

「……あの人は、頭が良いのに察しが悪いのです。何気ない一言がどんなに他人の心を振ふり回まわすのか……あ、けれど、ちゃんと他人への気き遣づかいもあって……けど、やっぱり他人を振り回してばかりですから、ちょっとくらい痛い目にあった方が……」

　ルーナリアはぶつぶつとライルへの文句を吐き出した。だが文句と文句の間にフォローめいた一言を差し込むあたり、なんとも微笑ましい光景である。

　ヴィラージェも、末の妹の姿を微笑み交じりに見守っている。

「負けん気が強くて意地っ張りな、私の良く知っているルナになってきたわね」

「私は、別に……」

「ねぇ、ルナ……あなたが不ふ機き嫌げんなのは、なんで？」

「それは……」

　と、ルーナリアは黙り込んだ。うまく掴めない胸のもやもやを形にしようとするが、適切な言葉はなかなか出てこない。

「それはね、あなたがライルさんに対し後ろめたく思っているからよ」

「……それは事実です。私は、ライルさまに助けてもらったからこうして……」

「そういう事ではないわ。いえ、それも理由の一つかしらね。ルナ、あなたが後ろめたく思うのは、あなたが自信を持てていないからよ」

　その言葉に、ルーナリアははっとした。

「自分に自信がないから、自信のない自分を見せたくなくて、ついつい意地を張ってしまう……そういうことなのではなくて？」

「…………」

　指し摘てきされて、ようやくルーナリアは自分の胸の内に納なつ得とくがいった。

　甘えてばかりとか役立たずだのと後ろめたく思ったものの、ならなんで素す直なおに認めてライルに頭を下げられないのだろうともやもやしていた。だがなんの事はない。ただ単に意地を――それも空っぽな意地を張っていただけの話なのだ。

　自分の小ささに、ルーナリアはさらに肩を落とした。

「なら、話は簡単だわ。自信を付ければ良いのよ」

「……自信といっても……今の私には誇ほこれるものなど、何ひとつありません……」

「最初から自信がある者なんていないわ。ひとつひとつ、小さなものを積み重ねて行くしかないのよ？」

　ルーナリアは、ゆるゆると力ない無表情な顔を上げた。

「なんでもよいのよ、なんでも。それに誇れるものが何もないなんて謙けん遜そんのしすぎよ、ルナ。あなたの歌声を嫌きらっていた者は故郷に一人もいなかったでしょう？」

「それは……」

「あなたとライルさんが出会えたのも、その歌声のおかげじゃない。ね？　そう考えれば、出会いのきっかけを作ったのはあなたの力だって、思えない？」

「……」

　ルーナリアとライルの出会いは、確かに彼女が歌を披ひ露ろうしていた際の事ではあるが、ヴィラージェの論理はいささかこじつけに過ぎる。だが、自分のことを心配してくれる人がいる――小さい事ではあるが、それも自信に繋つながる縁よすがには違ちがいなかった。

「……ありがとうございます、姉様」

「どういたしまして」

　ぺこりと頭を下げた妹に、姉はにっこりと笑い返した。

　食事を終えた二人はレストランを出た。すっかり暗くなった王都の目め抜ぬき通りをしばし歩き、乗合馬車の停留所に向かう。

「顔を見た時には夢を見ているのかとも思ったけれど、元気なようで安心したわ、ルナ」

「私もです、姉様」

「王都の案内、ありがとうね。これからは私が忙いそがしくなるから会えなくなるけれど、あなたもがんばりなさい」

　ヴェール付きの帽ぼう子しを被かぶったヴィラージェが、妹の銀ぎん髪ぱつをさらりと撫ぜた。

　ルーナリアがライルに拾われたように、ヴィラージェもとある人間の世話になっているのだという。ルーナリアも概がい要ようしか聞かされていないが、姉がその人物を助ける為に働き、少しでも恩義に報むくいろうとしているのはすぐに分かった。姉がその人物を――大切に思っている事も。残念ながら「今は会わす事は出来ない」と言われたが、いつか会って姉と再会させてくれた礼を言いたいと思う。

「おやすみ、ルナ」

「……はい。おやすみなさい、ヴィラージェ姉様」

　姉の乗り込んだ馬車に、ルーナリアは深々と頭を下げた。

　馬車を見送ったルーナリアは、どこかすっきりした表情で背を向け、ヴェルゲンハイム学院へ――《最後の魔女の弟子》の部屋への帰き途とに就ついた。




「――まさか、この王都であなたに再会するなんて、ね。ルーナリア……」

　何度目になるか分からない感かん慨がいを、ヴィラージェはため息とともに吐き出した。

　霧の血族ネブラブルートは自分を残して滅ほろんだと思っていた。それがこうして再会し、しかもそれが血族でもっとも年若い末妹だったとは、なにか運命めいたものを感じずにはいられない。

「しかも《最後の魔女の弟子》に拾われているとは……運命の女め神がみは意地が悪いわ」

　黒いヴェールの下で、ヴィラージェはけして妹には見せなかった自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。

　やがて、馬車は王都でも有数の高級住宅地、そんな中でもとくに広い敷しき地ちの屋敷に辿たどり着ついた。料金を渡わたして馬車を追おい払はらうと、ヴィラージェは重々しい鉄製の扉とびらを押おし開ひらく。

　敷しき地ち内ないにはほとんど人の気配がない。規模を考えれば見回りの警備を雇やとっているのが普ふ通つうであろう。門番すらいないのも不自然だ。

　だがどんな盗ぬす人びとであっても、この屋敷に忍しのび込む者は稀まれだろう。それほどに、曰いわく言いい難がたい圧力めいた空気――殺気に似た気配が、屋敷の敷地に漂ただよっていた。

　そんな屋敷の中を、ヴィラージェは勝手知ったる様子で足を進める。

「――――ずいぶんと遅いお帰りだな」

　頭上から掛かった声に、ヴィラージェは足を止めた。傍かたわらに立つ植木の樹上へと顔を向ける。

「なにやら憂ゆう鬱うつそうだな？　心配ごとか？」

　ふてぶてしさを感じさせる女の声だった。樹上で動く気配があり、そのすぐ後に黒い人ひと影かげが地上に落ちてきた。

　長身の女だった。剥き出しの腕うでや腹はしなやかな筋肉で覆おおわれ、艶あでやかさとはまた別の色気が放たれている。自然の獣けものや猛もう禽きんが持つような、攻こう撃げき的てきな美しさだ。

　茶ちや褐かつ色しよくの髪の下の硬こう質しつな美び貌ぼうも、どこか狼おおかみに似た鋭するどさを備えているように見えた。

「……そういうあなたは機き嫌げんが良さそうですね、アンゲリカ」

　ヴィラージェの言葉に長身の美女――アンゲリカ・ファングツァーンはニヤリと笑った。

「珍めずらしいものを見つけたのでな。人間の都などつまらぬものばかりかと思っていたが、なかなか面おも白しろい」

「……楽しむのはけっこうですが」

　上背のあるアンゲリカを見上げ、ヴィラージェは感情の感じられない声で忠告する。

「務めはしっかりと全うしてもらわねば困ります」

「心配するな。仕事はきっちりこなす。なに、ワタシたちならこの屋敷と死に掛けの貴族様を守るくらい、なんと言うことはない」

　ぞわり……と、夜の空気が重みを増した。

「――狗いぬにしては口が過ぎるわ、アンゲリカ・ファングツァーン」

「……イヌ、だと？」

　――最も早はや、空気の軋きしむ音さえ聞こえそうだった。

　月のなき闇やみの中、街灯とは明らかに違う光が場を照らしはじめていた。

「……イヌと言ったか？」

　狼を思わせる鋭い双そう眸ぼうに魔ま力りよく励れい起き光こうを燈ともし、アンゲリカが唸うなった。露あらわになった彼かの女じよの歯はギチギチと音を立て、『牙きば』としか形容できない鋭い凶きよう器きへ変わっていく。

「……キサマごとき阿ア婆バ擦ズレが、我ら誇り高き『牙の血族フアングツアーン』をイヌと!?」

「少なくとも――」

　いつの間にか漂いはじめた白い霧をケープのように羽織り、ヴィラージェは黒いヴェール越ごしにも分かる黄たそ昏がれ色の視線をひたりと向けた。

「――今のあなたたちが、雇われ者である事に変わりはない。雇われた暗殺者である事に。……主への礼儀がなってないなら、いっそ狗の方がマシね」

「…………」

　両者は無言で睨みあった。その凄せい惨さんな殺気たるや、周囲の小動物が脅おびえるあまり逃にげ出だすのも忘れるほどだ。

　息の詰まる睨み合いだったが――それを切り上げたのは意外にもアンゲリカからだった。彼女は獣のような唸り声を上げながら牙と琥こ珀はく眼がんの輝きを収めた。

「……認めよう。先ほどの言はワタシの不注意だった」

「分かってくれれば幸いね」

　霧を吹ふき消けしてヴィラージェが頷うなずく。

「だが忘れるな？　所しよ詮せんキサマとワタシたちは、利害が一いつ致ちしただけの間あい柄だがらだ。せいぜいワタシたちが満足する舞ぶ台たいを用意することだ、ヴィラージェ・ネブラブルート」

　そう吐はき捨すてると、アンゲリカはヴィラージェの返事を待たずに跳ちよう躍やくして姿を消した。

「…………」

　黒衣の貴婦人は何事もなかったように屋や敷しきへ向かった。

　屋敷の玄げん関かんを開くと、燭しよく台だいを持つメイドが立っていた。瞬きがなかったら人形と区別が付かないほどに意思が欠けた瞳をしている。

「ご苦労」

　ヴィラージェがさっと手を振ると、メイドは燭台を手て渡わたして去って行った。

　闇に沈しずんだ屋敷の中を、黒衣の女は燭台の明かりだけを持って進む。屋敷には人の気配はあるが、人の温かみは無きに等しかった。

　屋敷の主の寝室に辿り着いたヴィラージェはヴェール付きの帽子を取ると、緊きん張ちようを解いた顔で扉をノックした。

「――ただいま帰りました、我が君マイン・ヘル。……我が君？」

　返事がないのに怪け訝げんな顔をしたヴィラージェは、音を立てぬようゆっくりと扉を押し開く。明かりの絞しぼられた寝室の内装は、高価ではあるがごく質しつ実じつ剛ごう健けんに纏まとめられていた。その中央に置かれたベッドの上には、一人の男が横たわっている。

「我が君……！　我が君！」

　ヴィラージェは勢いきおい急せいて駆かけ出だした。

　ベッドの上の人物は苦しげに自らの胸を押さえており、噛かみ殺ころした嗚お咽えつが漏もれ出でていた。ベッドサイドに立ったヴィラージェは、男の左手を取って琥珀眼を輝かせた。

「ふ――――ぅぅううう――――――」

　薄うす暗ぐらい寝室に黄昏色の光が瞬き、その光に呼応して、男の左手に嵌はめられていた琥こ珀はくの指輪もぼんやりと光を放ちはじめた。

　魔力励起光が寝室を満たし、男の呼吸が落ち着くと少しずつ光度を落として元の薄暗さを取り戻もどした。ベッドの男は、汗あせで髪が張り付いた痩やせた顔にうっすらと笑みを浮かべた。

「……おかえり、ヴィラージェ」

「遅くなって申し訳ありません、我が君」

　琥珀の指輪の嵌められた手をギュッと握にぎり込み、ヴィラージェは悔かい恨こんに美貌を歪ゆがませた。

　男は、力ないながらもはっきりと首を横に振った。

「ぼくがまだ生きていられるのは君のおかげだ。申し訳ない事なんて何もないよ」

「……はい」

「まぁ……それでも、今日も今日とて疲つかれたよ。こんな死に掛けでも、『辺へん境きよう伯はく』なんて肩かた書がきを得たら放って置くことは出来ないらしいね」

「わたしは違います」

　語気強く、ヴィラージェは断言した。

「わたしはただあなたがあなたであられるだけで十分です。我が君」

「……ありがとう。けれど『我が君』なんて呼び方は面おも映はゆいよ…………」

　男は儚はかなげに笑うと、すぅっと息を吐いて目を閉じた。

「…………」

　寝ね入いった男の呼吸が穏やかなのを聞き取り、ヴィラージェはすっと立ち上がった。そして、身にまとった喪服のような黒衣をするりと脱ぬぎ放はなった。

　薄うす暗ぐら闇やみの中、たおやかな姿態が白く浮かび上がる。

　ヴィラージェはベッドに身体を持ちあげ、寝入った男を守るように白い肌はだを寄より添そわせた。華きや奢しやな身体つきとは裏腹な柔やわらかな乳ち房ぶさの間に男の頭を置き、細い指で愛いとおしげに男の顔を撫ぜる。

「……わたしがお守りします。わたしが必ずあなたの命を……我が君……我が愛しのレヴェンクロン・ゼスト……わたしの何を引ひき換かえにしても、必ず……」

　霧の血族ネブラブルートの美び姫きは呟いた。その顔は、いまやただ一人きりとなった彼女の妹が見たこともない、悲ひ愴そうな決意に歪んでいた。







三章　魔ま女じよの弟子の憂鬱
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　翡第翠五のの月月は過ぎ、暦こよみは真第珠六のの月月を告げた。

　初夏である。

　国土の大部分が比ひ較かく的てき寒冷なイルゼシュタインだが、王都近きん郊こうは海洋風の影えい響きようで温暖だ。陽ひの暑さは日に日に高まり、気の早い人間はさっさと夏の装いに移行していた。

「だのに、ライルはいっつもおなじ服よね」

　とぼやくマリーアは、早くも夏のファッションに衣ころも替がえしている。生き成なり生き地じに細かなレース飾りが軽快で涼しげだ。

　一方のライルは、相変わらずのシャツにベストにスラックスである。

「シャツはちゃんと夏用の木も綿めんに変えてあるよ？」

「そういう事じゃないんだけどね」

　研究室の机に向かいっぱなしのライルの背に、マリーアの呆あきれた溜ため息いきがぶつかった。

　もっとも、この手の話題はすっかりお馴な染じみの時事の挨あい拶さつだ。ライルも自然と受け流し、目の前の作業に集中した。

「むぅ……反応薄うすくてつまらないんだけど？」

　マリーアが後ろから抱だき付ついてきた。薄い生地は押おし付けられた彼女の胸の柔らかさをまざまざと伝え、ライルは危あやうく万年筆のペン先を潰つぶすところだった。

「…………暑っ苦しいよ、マリーア」

「なによぅ。幼おさな馴な染じみ甲が斐いがないわね。同じ部屋に身体を持て余したイイ女がいるっていうのに、脇わき目めもふらずテスト製作なんて」

「……お願いだからそこは『身体』じゃなくて『暇ひま』って言ってくれない？」

「ふぅん？『イイ女』ってのは訂てい正せいしなくていいの？」

「幼馴染みのよしみで、そこはなにも言わないでおくよ」

　頬をつんつん突ついてからかうマリーアに、ライルは努めて冷静な顔で受け流した。

「……ふぅ。こんなものかな」

　蓋ふたを閉めた万年筆をくるりと回し、ライルはひと段落の吐と息いきを漏らした。

　例の事件以来、イルザはライルの授業により積極的になってくれた。おかげでライルも彼女の授業が楽しくなり、テストの製作も自然と力が入った。

「……すっかり家庭教師が板に付いてきたわね」

　マリーアがさらにぐりぐりむにむにと身体を押しつけながら言ってくる。

「そんなに生徒が可愛かわいいの？」

「誰だれかさんと違って素直だからね。マリーアもちょっとはイルザを見習ってほしいな」

　ライルがそう零こぼした瞬しゆん間かん――正確には『イルザ』の名前が出た瞬間、茶ちや目めっ気けたっぷりだったマリーアの顔がぴくりと反応したが、顔を背そむけていたライルは気付かない。

「……どんな子なのか、興味が湧わいてきたわ。そのうちあたしもお目に掛かりたいわね」

「僕ぼくも、出来る事なら会わせてあげたいんだけどね。とっても可愛い子なんだよ」

　ライルはマリーアの腕から逃のがれるように身体を振り向むかせた。

「マリーアもあれくらいの頃ころは可愛かっ――ごめん、いまの嘘」

「別にいいわよ？　現い在まだってすっごく可愛いって言いたいんでしょ？」

「いや、昔はまるで弟おとうと遣づかいの荒あらい乱暴な『兄貴』って感じだったから、どっちかっていうと怖いって言う方が正確だった」

「なによぅ。こんなカンペキな美少女をつかまえといて。あたしは一分一秒ごとに素す敵てきに可愛くなってるんですからね」

　マリーアは腰に手を当てて鼻を鳴らすと、ジャケットのポケットから封ふう筒とうを取り出した。

「それは？」

「何だと思う？」

　マリーアは蝋ろう印いんまでされた上等な封筒を、ライルの目の前でひらひらさせる。

「畏おそれ多おおくもイルゼシュタイン王国第二王子、アルベルト殿でん下かからの招待状よ。ぜひ、パーティにお越し下さいって。どう？　ライルが知らぬ間に、あたしは完全無欠の美少女へと華か麗れいな羽う化かを遂げていたのよ！　王子様からの招待状が来るくらいにね。これを見てもまだ、あたしを『可愛くない』だなんてほざけるかしら？」

　これでもまだ知らんぷりできるかと、挑ちよう戦せん的てきな笑みを向けてくるマリーア。

　可愛くないだなんて一言も言ってないが、マリーアなら王子の招待状それくらいは当然だろう、と妙みような納得がある。ライルは、感心した顔で、

「すごいな、選より取どり見み取どりなんだ」

「そうそう、選り取り見取り――――――へ？」

　ぽかんと口を開いたマリーアに、ライルはうんうんと頷いてみせた。

「活発というよりは乱暴で、明るいというよりは考えなしで、仲間を率いるというよりは引ひき摺ずり回まわしていたあのマリーアが……いや、ちょっと感動してるよ」

「そ、そう？」

「うん。幼馴染みとして、僕も鼻が高いよ」

　マリーアは、ライルに穴を開けるような視線をじぃっと向けた。が、ライルが「なに？」と首を傾かしげると、やれやれと肩かたを竦すくめた。

「そんな風に言われると、自じ慢まんする気も失うせちゃうわね」

「そりゃ、自慢する人間を間ま違ちがってるよ」

「むぅ、辛しん辣らつ」

「自慢するならもっと適度に君を知らない人物を選ぶべきだ。お互たがい自分が知らない場所のホクロまで知ってるような幼馴染みじゃなくて、ね」

「ふぅん？　ちなみにそれって例えば何処のこと？」

「右脇の二つ並んだホクロとかかな」

「うそ？　そんな所にあった？」

　マリーアは右脇を覗のぞき込もうと、ごそごそと襟えり元もとを引っ張った。

「むぅ……ホントにあるの？　ちょっと胸が邪じや魔まで見えないんだけど？」

　おもいっきり開いた胸むな元もとを示して疑問を投げてくるマリーア。ライルはくるりと椅い子すを回転させ、さりげなく顔をマリーアに隠かくした。

「わざわざいま確かく認にんしなくても、パーティの衣装選びの時にでも確認したら？」

「――そうね。そうするわ」

　マリーアは服を整えると、ひらひらと手を振って出口へ向かった。

「それじゃあね。ああ、ちなみにあなたも後頭部の生はえ際ぎわに三角形に並んだホクロがあったりするんだけど気付いてた？」

「……ほんとに？」

「ほんとほんと。それじゃ、また来るわね」




　計算結果を届けるお使いを済ませたルーナリアが研究室に戻ると、部屋の中ではライルとマリーアが話し合っていた。なんとなく入るのが憚はばかられ、ルーナリアははしたないのを自覚しつつ、二人の会話に耳をすませた。

「それじゃ、また来るわね」

　ルーナリアは張り付いていたドアから慌あわてて離はなれて廊下の陰かげに隠れた。

　研究室から出てきたマリーアは、閉じたドアを十秒ほど物言いたげに見つめ、やがて気を取り直すように赤しやく銅どう色いろの髪をかきあげると背を向けて歩き出した。

「…………」

　去ってゆくマリーアの背中をじっと眺ながめていたルーナリアだったが、彼女が階段を降りて姿を消す間ま際ぎわ、隠れていた物もの陰かげから飛び出して思わず声を掛けた。

「……マリーア」

　階段を三段ほど降りていたマリーアは、意外な顔で振りかえった。

「ルーナリア？　どうかした？」

「いえ……その、いつものようにお使いから戻ったら、扉の前で部屋の中の話を聞いてしまったもので……」

　わずかに視線を逸そらしながら言うルーナリアに、マリーアはああと頷いた。

「カッコ悪いところ見せちゃったかしらね」

「いえ……あの、それで……大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　ルーナリアは、マリーアがライルを好きなのを知っている。他ほかならぬ彼女自身の口からはっきりと聞いたのだ。なのに意中の相手があんな平然としていたのでは、さぞかし心中穏やかではあるまい。

　ルーナリアはそう慮おもんぱかったのだが、当のマリーアは、

「大丈夫も何も、まぁ普通よ」

「普通……」

「あれくらいで傷付いてたら、十年選手のあたしなんてとっくに粉々よ」

　赤銅色の髪の少女はそう言って肩を竦めた。

「いつもあんな感じではぐらかされるのよね。その意味じゃ、あたしはまだまだ猟りよう師しとしては二流ってことかしら」

「……猟師？　……二流？」

　ルーナリアはマリーアの意図を察しかね、ぼんやりと呟き返した。

　マリーアは困ったように苦く笑しようすると、階段を一段戻ってルーナリアに顔を寄せた。

「いい、ルーナリア。塩を送るのもなんだから一回しか言わない。よく聞いて」

「…………」

　ごくりと唾つばを飲み込みこくこくと頷くルーナリアに、マリーアは重々しく、

「恋こいは狩しゆ猟りようで、愛は戦争よ」

「……狩猟……戦争……？」

「そ。ラあイつルちは何を考えてるんだか――まぁ、自分より使い勝手のいい男はいっぱいいるとか思ってるんだろうけど――あたしから逃げ回ってる。そんな男を捕つかまえようと思ったらね、女は猟師にならなきゃならないのよ」

　マリーアはぐっと拳こぶしを握り込んだ。赤銅色の髪から覗く翡翠みどりの眼めが、それこそ狩かりに臨むように燃え上がっている。

「罠わなを仕し掛かけて逃にげ場ばを狭せばめ、進路を読み切って追おい詰つめる。そうして逃げまわる獲え物ものの尻しつ尾ぽを掴つかみ、お互いの視線が絡からみあったところで、ようやく狩コ猟イは戦ア争イになるのよ」

「……！」

　ルーナリアは眼をまん丸に見開き、じっとマリーアの高説に耳を傾ける。

「ようするに、あっちもこっちが気になる、って自覚させてはじめて互イー角ブンなの。戦うためには、相手をまず同じ舞台に上げないといけない――のだけど、ね」

　そこまで言って、マリーアは自嘲するように肩を竦めた。

「ライルが嫉しつ妬との欠片かけらでも見せてくれれば良かったのだけれど、ね。まだまだ、罠も餌えさも練り切れてないってことかな」

「…………」

　ルーナリアは、感心を通とおり越して尊敬の眼まな差ざしでマリーアを見み詰つめた。彼女にとってマリーアの〝恋れん愛あい論ろん〟は、認識変革パラダイム・シフトするほどに衝しよう撃げき的てきだった。

「――そういう意味じゃ、あたしとあなたにさほど差がないってことね」

　見詰めていたマリーアに見返され、ルーナリアは両目をぱちくりと瞬まばたかせた。そして、かっと頬ほおを染め、

「……別に、私はライルさまが……す、好きとかじゃ、ありません……」

　注意してないと判別できない、消え入りそうな声でぼそぼそ呟いた。

「ただ……私だけ心振り回されるのがくやしい……そう、口くち惜おしいだけです」

「……なんだか『別にお前の事なんて好きじゃねーやバーカッ』って言いながら悪いた戯ずらばかりする子供の言い草ね」

　まるで物分かりの悪い妹でも見るような苦笑を浮かべていたマリーアだが、

「でも……いつまでもそんなじゃ、あたしも困るわ」

　真ま面じ目めな顔になって、ルーナリアの赤く染まった頬を両手で挟はさみ込んだ。

「ま、マリーア……？」

「もっとしゃんとしてもらわなきゃ困るわ、ルーナリア。別に気心知れるほど付き合いが長いワケじゃないけど、あたしと握手をした間柄でしょ？　互いに健けん闘とうを誓ちかい合った以上、フヌケるのはあたしが許さないわよ？」

「…………」

　ルーナリアは、軽く混乱した目でマリーアを見詰めた。

「好きだろうが嫌いだろうが何だろうが、あの厄やつ介かい極きわまりないライルをどうにかしたいってなら、もっと自分を磨みがきなさい。イジイジしてるだけの女なんて、無気力な女以上にみっともないわよ」
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「…………」

　ルーナリアが言葉を失っていると、マリーアはぱっと両手を離した。そして、改めて階段を降りるべく背を向けようとする。

「……マリーア。なんであなたは、私にそんな事を言ってくれるのですか？」

　戸と惑まどうばかりのルーナリアに、マリーアは肩かた越ごしに振り返かえり、

「競きそう相手がいてこそ、自分にも磨きがかかるってものでしょ？」

　そう言って、挑戦的に笑った。

「それに、あなたはもうライルの味方だから。だとしたらあたしの味方なワケで――味方にはしっかりしてもらわないと困る。だから励はげます。何かおかしい？」

「…………」

「それはそれ、これはこれ、よ」

　さらりと髪かみをかきあげ、マリーアは今度こそ階段を足早に駆け下おりていった。

「…………」

　マリーアの姿が消えた後も、ルーナリアはしばらくその場に立ちつくしていた。

「あれ？　こんな所でどうしたの？」

　背後から声が掛かかって振り向くと、外出の用意を整えたライルが小首を傾げていた。

「……いえ、なんでもありません」

　すぐにいつもの無表情を取とり戻し、ルーナリアは短く答えた。

　ライルは眉まゆ根ねを寄せたままだったが、やがて首を振って、

「――まぁ、いいや。これから家庭教師に行ってくるね。あとの事はよろしくお願い」

「はい」

「それじゃ」

　気を取り直すように咳せきばらいすると、ライルも階段を降りて行った。いってらっしゃいませ、と声をかけようと思ったが、ライルの背中はすぐに踊おどり場ばの向こうへ消えた。

　ルーナリアは宙ぶらりんな気持ちで研究室に戻った。ぱたんとドアを閉め、すっかり定位置になった部屋の奥おくのソファにぽふんと腰こし掛かける。

「……やっぱり、マリーアは堂々としています」

　ルーナリアは悄しよう然ぜんと呟いた。自分にも、あれくらいの自信と余よ裕ゆうがあれば……

「……いえ。それは高望みしすぎです」

　一足飛びにマリーアみたいになりたいなどとは、ないものねだりにも程ほどがある。彼女はずっと以前から積み重ねてきたのだ。自分も、少しずつ積み重ねて行くしかない。

　ひとり頷いて決意を新たにするルーナリア。

　とそこに、タイミングが良いのか悪いのか、ドアをノックする音が響ひびく。

「……どうぞ」

　ルーナリアの声が掛かるや否いなや、研究室のドアが開いた。

「どうもどうも」

　そんな軽い調子ではいってきたのは、見た目金きん髪ぱつ碧へき眼がんの紅顔の美少年だった。ルーナリアも知っている人物だ。ライルの友人で……名前はたしかヘンゼル・クレイリーだったか。

「お邪魔します……って、ライルは留守ですか？」

　見れば分かる事をきょろきょろと念入りに首を回して確認するヘンゼル。ルーナリアは小首を傾げて問とい掛けた。

「何の御ご用ようでしょうか？」

「いや、用ってほどのもんじゃなくて……まぁ、なんというかですね……」

　ハッキリしない物言いだ。もっとも、この少年はこの研究室を訪ねてくる（そういえばほとんどライルの留守の時だ）と大体いつもこんな様子なので、ルーナリアはこれが彼かれの基本デフオルトなのだとさほど気に留めなかった。

　それよりもその少年を見て、ルーナリアの脳のう裏りにぴんと閃ひらめくものがあった。

「……ヘンゼル様」

「は、ひゃいっ！!?」

「ライルさまから伺うかがったのですが、ライルさまに家庭教師の職を提案したのはヘンゼル様なのですよね？」

「え、ええ、ええ！　そりゃもう！」

　ヘンゼルは細かい間違いなど耳に入っていない様子でぶんぶん頷いた。

「他にも、ヘンゼル様は様々なお仕事に詳くわしいと聞いたのですが？」

　これにも、顎あごが外れそうな勢いで頷きまくる。

　ルーナリアは無表情の裏側で何度も自分を叱しつ咤たし、やがて屹きつ然ぜんと顔を上げた。

「……ライルさまには内密で、お願いしたい事があるのですが……」
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「――なにか嫌いやなことがあったのですか？」

　ライルがこう問われたのは、テストを採点している時だった。イルザの問い掛けに固まったライルは、赤インクが羽根ペンの先から滴したたってようやく我を取り戻した。

「……どうしてそう思うの？」

「だってライル先生、お顔が恐こわいんですもの」

　言われて、ライルは顔に手を当てた。そんなに恐い顔をしていたのかと確認するが、悪戯が成功したようにくすくす笑うイルザを見てやられたと悟さとる。

「いったい何があったのですか？」

「茶さ話わはこの採点が終わってからの約束だよ？」

　バツの悪い顔で、ライルは中断していた採点を再開した。ぱぱっと計算問題に「○」とペンを走らせ、証明問題をしばし眺めた後で「△」を付けた。

「――うん。ずいぶんと出来るようになったね。ただ、まだ証明問題は不得意みたいだね」

　もっとも、それは仕方ない事だろうと、ライルは胸中で付け加えた。

　彼女はずっとこの屋敷から出ないで育った。一日で出会う顔ぶれは固定された状じよう況きようでは、『説明力』とでもいう思考はなかなか育つまい。

　ちなみに、幼い少女に軟なん禁きんじみた環かん境きようを強しいた金銀妖眼ヘテロクロミアは、いまはライルに隠す意味もなくなって露わになっている。

「……本当はちゃんと復習しないといけないけど、生徒に心配させてるようじゃ、僕も教師として減点だな。相そう殺さいして、テストの見直しはお茶を飲みながらにしようか」

「はいっ」

　イルザは嬉うれしそうに返事した。見直し込みだよと注意するが、聞こえているかは微び妙みようだ。

　早さつ速そくティーセットが用意され、外に控ひかえていたツェツィーリアもイルザの近くに立ち直した。テストの見直しもそこそこに、イルザは「それで」と前まえ屈かがみになった。

「ライル先生は、なんで機嫌がお悪いのですか」

「……そんなにぱっと見て分かるほど、機嫌が悪そうだった？」

「ライル先生は、とても素直でいらっしゃるから」

「……ただ未熟で単純なだけでしょう」

　イルザのすぐ後ろで、ツェツィーリアが誰にも聞こえないよう呟つぶやく。もっとも、ライルはしっかり読どく唇しんできてしまうので意味はないのだが。

「そうだね……思い当たる事はあるかな」

「それは？」

「うん。実は僕の幼馴染みにパーティの招待状が送られてきてね」

　ライルは赤銅色の髪の幼馴染みを思おもい浮かべながら言った。

「たぶん、それが不ふ機き嫌げんの理由かな」

「その幼馴染みの方は、ライル先生とお付き合いされている女性なのですか」

「まさか！　違うよ、大切な幼馴染みではあるけど」

「……前も同じようなことを言っていた気がします」

　ツェツィーリアが口だけで呟き、冷たい視線をイルザの金きん髪ぱつ越ごしに注いでくる。

「きれいな方なのでしょう？」

「どうしてそう思うの？」

「きれいな方だからこそ、パーティで多くの男性の目にさらされるのに嫉妬を感じられているのでしょう？」

　十歳さいそこそこの童女とは思えぬ推理力だ。それとも、女性は生まれた時から〝女〟だからであろうか。

「……本当はね、僕は彼女に対して嫉妬する資格なんてないんだ。だから不機嫌の本当の理由は、分不相応な感情を抱く僕自身に対する怒いかり、だよ」

「なんで資格がおありになられないと思うのですか？」

　幼さ故ゆえの好こう奇き心しんでさらに問い掛けるイルザ。まだ眼帯をしていた頃は遠えん慮りよと警けい戒かいで一線を越えないようにしていたようだが、いまや完全に前のめりだ。

「……僕はとても卑ひ怯きような人間なんだよ。僕は、彼女が僕に好意を抱いているのを知ってる。知っていながら知らないフリをして、彼女の好意をかわしているんだ。そんな男に、嫉妬する資格があると思うかい？」

「……それは最低ですね。女の敵です、敵」とツェツィーリア。

「――――けれど、先生にもそうしなければならない理由があるのでしょう？」

「どうして、そう思うんだい？」

　と、イルザの考えを促うながす。だんだん、ライルはこの幼い少女との会話が楽しくなってきていた。

「ライル先生は、とても考え深い方です。考え深く、それでいてとてもお優やさしい方です。そんな方が、理由もなく女性からの好意をはぐらかすなんて、わたしには考えられません」

「…………」

　この宝石のような少女を見ていると、『賢かしこさ』というのは〝頭の出来〟ではなく〝性格〟なのだとつくづく思う。

　ライルは自然と微ほほ笑えんだ。

「……僕は決めかねているんだ。自分の在り方のためにはどうゆう生き方をするべきか、それがまだ出てこない、自分の事で精いっぱいな中ちゆう途と半はん端ぱな人間が、他人からの好意を受け止めるのは、誠実じゃない。僕は誰かの事を考えてもやもやする前に、まず自分の事をどうにかしないといけない。だから、こんな僕が他人の事をどうこう考えるなんて、噴ふん飯ぱんものなんだよ」

「……意外と誠実ですね」と、ツェツィーリアがやはり唇くちびるだけで呟いた。

「――でも」と、イルザは首を傾げながら言った。「ライル先生が自分のことを考えるのと、他の人のことを思い煩わずらうのは、べつに相反することじゃないのでは？」

「？　どうして？　自分を確立できていない人間が、他人を受け入れるなんて誠実でも真しん摯しでもないだろう？」

「わたしはそこが分かりません。人は、誰かと支え合うものなのではないのですか？」

　幼いイルザのその言葉に、ライルは正しよう真しん正しよう銘めい驚おどろきに言葉を失った。

「わたしは、一人では何もできません。ツェツィや、ゼバスティアンや、この屋敷の皆みなに助けられて生きています。人は、ひとりでは生きて行けません。他の人を思うのは、とても当たり前のことではないのですか？」

「…………」

　ライルは呆ぼう然ぜんと、宝石みたいに輝かがやかしい童女の、芸術品めいた美貌を見詰めた。思わずぺちんと額を叩たたき、喘あえぐように天てん井じようを仰あおぐ。

「……教師なんて、やっぱり僕には荷が重い。僕の方が、イルザに教えを請こわなきゃならないみたいだ」

「それこそ、大げさです。教師と生徒は対等だといったのは、ライル先生です」

　イルザはそう言ってにっこりと笑った。だが、すぐに少しさびしそうに、

「……わたし、そのライル先生の幼馴染みの方とお話ししてみたいです」

　そんな風に呟いたイルザを、ライルは不ふ憫びんに思った。

　出来る事なら、ライルも彼女とマリーアを会わせてやりたい。ルーナリアだって紹しよう介かいしたい。イルザは、もっといろいろな人間と会うべきだ。

　イルザの後ろに立つツェツィーリアも、忸じく怩じたる面おも持もちで主を見守っていた。

「……そういえば、イルザは今月が誕生日って聞いたけど？」

「はい。あと一週間で十一歳になります」

「なら、誕生日には僕を呼んでくれるかい？」

「来てくれるのですか!?」

「うん。ご迷めい惑わくじゃなければ」

「迷惑だなんて！　ぜひお願いします！」

　イルザはぱぁっと顔を輝かせた。誕生日に誰かを招待する――そんな当たり前のことでさえ、彼かの女じよには驚きよう天てん動どう地ちの喜びなのだろう。

　今からわくわくと落ち着かなげなイルザ。そんな彼女を落ち着かせようとするかのように、部屋のドアがノックされた。

「失礼いたします」

　ゼバスティアン老ろう執しつ事じが恭うやうやしく入室してくる。

「お勉強中に失礼いたします。――イルザ様、お父上がお越しになられています」

「お父様がっ!?」

　がたんと立ち上がったイルザの顔には、なぜか一いち抹まつの不安が混ざっていた。

　老執事に先導され、イルザとその護衛のツェツィーリア、そしてライルも一階の居間へ向かった。ライルは挨拶するにしても父子の語らいの後にと遠慮したのだが、先方がライルも一いつ緒しよに連れてくるよう言っていると聞かされて従った。

　ライルの研究室が四つ五つ収まるくらいに広く内装も豪ごう華かな居間に、ライルがこのヴァイスブルグ邸ていを訪おとずれてから初めて見る人物が腰掛けていた。逞たくましい体たい躯くをゆったりとした貴族服で包つつんだ、仮面を被かぶった男性だった。

「――大変失礼ながら、仮こ面れについては許してくれ」

　男性は立ち上がると、顔の上半分を隠す仮面をこつこつと叩きながら笑い掛けた。

「故あって、立場と顔を明かせない身でね。ご容よう赦しや願いたい。俺おれがイルザの父だ。名はそう――『ハルト』とでも呼んでくれ」

　イルザの父――ハルトはそう言って手を差し出した。とても大きい、逞しい手だった。握り返すと堅かたくて力強く、ライルは軍人めいた印象を抱いた。

「イルザの家庭教師をありがとう、ライル・バルトシュタイン君。イルザは不出来な生徒ではないかね？」

「いえ……僕にはもったいないくらいです」

　本心からそう言うと、ハルトは嬉しそうに笑った。そして娘むすめに視線を向ける。

「イルザ、久しぶりだな。元気だったか？」

「……はい、父上」

　イルザはさっきまでの楽しそうな雰ふん囲い気きをすっかり潜ひそめていた。ちらちらとライルに視線を投げかけては、そわそわと身体を揺ゆらしている。

「……父上、ライル先生は……」

「お前の言いたい事は分かる。だが、まずは彼と二人で話させてくれないか？」

　父親の言葉に、イルザは「わかりました……」と消え入るような声で頷うなずいた。

「座すわりたまえ」

　ツェツィーリアに背中を押される様にしてイルザが出て行くと、ハルトは自分の対面のソファを示した。

「――君の事は知っている。ヴェルゲンハイム学院では《最後の魔女の弟で子し》と呼ばれているそうだな？」

「ええ、まぁ……ずいぶん恥はずかしい仇あだ名なですが」

「そこは泰たい然ぜんとしておくことだ。多少の揶や揄ゆは含ふくまれているだろうが、君の実力はそんなものでは揺るがないからな」

　ハルトはそう言うと、傍かたわらに置かれていた書類を手に取った。ぺらぺらと捲めくり、仮面越ごしに右頬を掻かきながら感心したように頷く。

「すごいな。科学系統はもちろんながら、語学も歴史も完かん璧ぺきに近い。歴代のヴェルゲンハイム学院の特待生でもぶっちぎりの最高得点だ。満まん場じよう一いつ致ちで決まったのも当然だな」

　彼が手にした書類は、ライルが一年前に受けたヴェルゲンハイム学院の特待生試験の成績らしい。仮にも王立機関の情報である以上、そう簡単に外部の者が閲えつ覧らんできる物ではないはずだが。

「大したものだ……だが疑問だな。ほとんど完璧だが、どれもほんのちょっとだけ足らなすぎる。取ろうと思えば、満点を取れたのではないか？」

　ハルトは質問というよりは確認するように言った。ライルはお茶で喉のどを湿しめらせると、溜め息交じりに白状した。

「……師し匠しように言われたんです。ほどほど手を抜ぬかないとカンニングを疑われて余計な手間がかかるぞって」

「手を抜いてこの結果か。だが確かにその通りだろうな」

　ばさり書類を投げ捨て、ハルトは自じ嘲ちようするように鼻を鳴らした。

「成績だけでは何も分からない事の良い見本だな、これは。実際、君には隠された本当の姿があるようだしな」

　前置きが終わったらしい。ハルトは仮面の隙すき間まから覗く目をすっと細めた。

「ライル・バルトシュタイン――君は正真正銘の〝魔女の弟子〟らしいな」

「……はい」

「イルザの事がなければ笑い話だが……まさか迷めい信しんの時代を終わらせた《最後の魔女》こそが正真正銘の〝魔女〟だったとはな。エルルーア・アゾートには、その秘密主義から様々な噂うわさが付つき纏まとっていたが、『本物の魔女だった』との噂は本当だったようだな。その弟子が琥こ珀はくを光らす魔ま術じゆつ師しならば、その師が魔女なのも必然だ」

「……それで、どうします？　時じ代だい遅おくれの魔術師であるこの僕を？」

「異い端たん審しん問もん？　まさかな。どうして俺が娘をこんな場所に隠していると思う？　彼女をそんな人間たちから守る為ためだ」

　皮肉げに唇の端はしを持ちあげると、ハルトは声に微妙な思いを滲にじませた。

「……『金銀妖眼ヘテロクロミアは悪あく魔まの徴しるし』など前時代の迷信、教会が魔ま術じゆつ狩がりに使った適当な題目にすぎないと思っていたのに、まさかイルザが本当に『呪のろわれた子』だったとは思いもよらなかった。二重の衝しよう撃げきだったよ」

「『呪われた子』や『悪あく霊りよう憑つき』なんて、見けん当とう違ちがいの誹ひ謗ぼう中傷です」

　ライルは、そこだけはきっちりと否定した。

「『先祖還りアタヴイスム』は、ただの体質です。幻想種フアンタズマ――生まれながらに魔ま術じゆつを操あやつる種族の特質が、隔かく世せい遺伝として発現した結果です」

「魔術か。王都を路面汽車が行き交い、海を蒸汽船が突つき進すすみ、空を飛行船が彩いろどる時代に出てくる言葉とは思えんな。……だからこそ、旧ふるき業を継つぐ君に頼たのみがある」

　そう言うや、ハルトは頭を下げた。

「――ライル・バルトシュタイン君。君に、イルザを救ってもらいたい。彼女を誰の目に憚ることなく、陽の当たる世界を歩かせるようにして欲ほしい」

「…………」

　熊くまのように逞しい体躯のハルトが縮こまるように頭を下げる姿はどこか滑こつ稽けいだが、ライルは彼の〝本気〟を感じ取って身を正した。

「イルザ――ご息女の『騒霊現象』を止めるのは、現状では難しいと思われます」

　ライルは難しい顔で言った。顔を上げたハルトに、ライルは話を続ける。

「幻想種には、人間にはない二つの能力があります。一つは魔ま力りよくを体内に取り込み蓄ちく積せきする『魔力貯蔵能力』。もう一つが、魔力を制せい御ぎよする〝魔ま法ほう〟を生まれながらに持つ『魔法転写能力』です」

「魔法？　それは魔術と何か違ちがうのか？」

「ちょっと長くなりますが……まず、魔力というエネルギーがある。これを前提にしていただいていいですね？」

「ああ。娘に起こったことを見れば、認めないわけには行かないだろう」

「ありがとうございます。……魔力の正体は、それと付き合ってきた魔術師でも諸説あります。僕の師匠は『未分化なエネルギー』と言っていましたが――〝現実の物理法則を歪ゆがめる〟という特性だけははっきりしています。この魔力によって歪んだ法則を、僕らは便べん宜ぎ上じよう〝魔法〟と呼んでいます。魔術は、この魔法を構築し制御する手法です」

「ふむ。『魔法使い』と『魔術師』は混同されるが、意味的には同じものという事かな？」

「完全にイコールとは言えませんが、十分条件的にはその通りです」

「なら……イルザに魔術師としての訓練を施ほどこせば、彼女は己おのれの魔力を制御できるのか？」

「イルザに魔術師としての資質があればそれも可能ですが……不安は残ります。例えばハルト様は、ご自分の心臓を自分の意思で止められますか？」

　ライルの質問に、ハルトは口元を疑問そうに歪めた。

「イルザの中には、常に魔力が蓄積されています。これを二十四時間ずっと意思の力で制御するのは土台無理な話です。先祖還りが体質だと言ったのも、そういう理由です」

「なるほど……心臓が意思とは別の力で規則正しく動くように、イルザの『体質』も本来はそのように制御されていなければならない、ということか」

「人間種と幻想種の大きな違いがそれです。幻想種は魔法を生態として保持することで、無意識下でも体内の魔力を制御しています。『先祖還り』は、魔力を蓄積していても魔法を持たない――ですからとっさのことで制御できなくなる可能性は、依い然ぜんとして残ります」

「……そうか」

　ハルトは深々と溜め息を漏もらした。彼自身、イルザを軟禁状態で育てるのに忸怩たる思いがあるのだろう。親ならば当然だ。子供には明るい道を――陽ひのあたる道を歩かせたいと思うのは。

「……とはいえ、魔術師の才があるかどうかは調べてみましょう。不安は残るでしょうが、それでも自分の魔力を制御する術があるに越した事はありません。『騒霊現象』については、僕も他に考えてみます」

「骨を折ってくれるのか？」

「僕は彼女の家庭教師ですから」

　ライルの言葉に、ハルトは「うん？」とその意図を問い返した。

「彼女の問題の解決を手伝うのが、教師の務めです」

「そんな理由でわざわざ面めん倒どうを請うけ負おってくれるのか？」

「十分なお給料を頂いてますので」

「君は金銭になど興味あるまい。それだけだったら、さっさとその頭脳を活用すればいいだけだ。こんなしち面めん倒どう臭くさいことなどせずに、な」

　ハルトは、再び厳しい目つきをライルに注いだ。

「だからこそ、娘の無事の為にもこれだけは訊きいて置かねばなるまい。

　ライル・バルトシュタイン、君の目指すものは何だ？

　君はその気になればどんな生き方だって可能だろう。それだけの知識と智ち慧えを持ちながら息を潜める――俺みたいな俗ぞく物ぶつは、そこに何らかの〝企くわだて〟を感じずにはいられないのだ。君は、何を考えている？　どんな在り方を望んでいる？」

「僕ぼくは――」

　ライルは居住まいを正すと、ハルトの厳しい眼光に正面から相対した。

「――僕は『他ひ人とに優しくできる人間』になりたい……それだけです」

「…………」

　ハルトはしばしの間、眼光を緩ゆるめずにライルの言葉を噛かみしめていたが、やがてふっと息を吐ついて目元を緩めた。

「……単なる誤ご魔ま化かしなら論外だが、本気だとしたら稀け有う壮そう大だいな理想主義者だ」

　ライルの〝答え〟をそう評すハルトは、優しげだがどこか物もの憂うげでもあった。

「俺も母からよく言われたよ。『他人に優しく出来る人間におなりなさい』とな。教会の唱える隣りん人じん愛あいよりも単純明快な、人間として当たり前の教えだ。だが、誰だれもがやがてその教えを忘れ、他人を押おし退のけ足あし蹴げにして憚らなくなる。それも当然のこととして、な」

「…………」

「なるほど……君は傲ごう慢まんな人間だ。だが、それ故に誰よりも優しく他人に――イルザに接することが出来るだろう」

　ハルトはぱちんと指を鳴らした。扉とびらの傍そばに立っていたゼバスティアンが居間を出て、イルザを迎むかえて戻もどってくる。

「……父上……」

　不安げな色いろ違ちがいの視線を送って来る娘に、父親は安心させるように頷いた。

「心配するな、イルザ。彼に辞やめてもらうだなんて考えていない。それどころかこれほどの人物は、我わがイルゼシュタインを見み渡わたしてもそうは居まいよ」

　その言葉に、イルザの顔から不安げな翳かげが取り払はらわれ、幼い美び貌ぼうに似合った、輝かしい満面の笑えみが浮うかんだ。

「それでは！」

「ああ。これからも、先生の言う事をよく聞くのだぞ？」

「はいっ、父上！」

　イルザは跳はねるように走り出し、ハルトの首に飛び付いた。嬉しさを溢あふれさす娘の様子に、ハルトは武骨な手で優しく娘の髪を梳すいた。

「……やっぱり、これは警告を与あたえる場だったのですか？」

　ようやくほっと息を吐いたライルが、襟元を緩めながら問い掛けた。ハルトはまぁ許してくれと苦笑して、

「イルザの秘密を知って、脅おびえたり怒ったり、時には実験させろという家庭教師ばかりだったのでね。そういう輩やからにはまぁ、確かにささやかな警告を与えさせてもらったよ」

　――ささやか、ね。

　熊みたいに迫はく力りよく満点の偉い丈じよう夫ふと対面させられた時点で、けっこうな圧あつ迫ぱく感かんだったのだが。握手した時にも思ったが、このハルト氏は完全に実じつ践せん経験のある戦士だ。こんな人物に「他言すればどうなるか分かるな」とでも言われれば、誰だって命の危険を覚えるだろう。

　だが、掌しよう中ちゆうの珠たまのようにイルザをあやす仕草は、何ど処こでも見られる父親のそれだった。

「どうかこれからも、イルザの面倒を見て欲しい」

「勿もち論ろんです。僕こそ、これからもよろしくお願いします」

「……ありがとう」

　再度、ハルトは頭を下げた。そんな居間の様子を見たツェツィーリアが、顔を青くして両目を見開いていた。

「父上！　ライル先生が、来週のわたしの誕生日に来て下さると言ってくれました！」

「ほぉ、そうか。それは嬉しい事だな」

「はい！　父上もその日は？」

「……残念ながら、来週は予定が詰まっていてな。来てやれそうにない」

「そう、ですか……」

　イルザはしゅんと肩かたを落とした。娘の様子に、ハルトは慌あわてたようにライルを見た。

「そ、そうだライル君。君には素す敵てきな幼おさな馴な染じみがいたな。どうだろう、彼女にもイルザの誕生日を祝ってもらえないかな？」

「マリーアのことですか？」

「ああ。なんなら他にも君の友人を連れて来てくれて構わんぞ」

「ベ――ハルト様。それは如何いかがなものでしょうか」

　そう言って諌いさめたのはツェツィーリアだ。生真面目な顔を曇くもらせる軍装の少女に、ハルトは「よい」と返した。

「マリーア嬢じようは彼を俺に紹介してくれた本人だし、なによりこの少年は信しん頼らいできる。けして我らを落らく胆たんさせる事はないだろう」

「ですが……」

　なおも言いい募つのろうとするツェツィーリアに、ハルトは目線でイルザを示した。

　イルザは嬉しさを抑おさえきれず、両の瞳ひとみを本物の宝石のようにキラキラ輝かせている。それを見て否定的な意見を言える者は、この屋や敷しきには存在しなかった。

「誕生日に大勢の人を呼ぶなんて初めてです！　ありがとうございます、父上！」

「うんうん」

　仮面を着けていても分かるほど、ハルトは娘の様子に相好を崩くずした。

「父上！　今日はいつまで居られるのですか？」

「そうだな……あと二時間くらいは何とかなるだろう」

「では、夕食をご一緒していただけるのですねっ？」

「ああ、喜んで」

「嬉しい！　そうだ、ライル先生もご一緒しませんか？」

「いや、僕は――」

「遠慮することはない」

　娘をひょいと抱かかえ、ハルトは逞しい体躯をソファから持ち上げた。

「是ぜ非ひ、食べて行きなさい」

　声の裏に「娘の申し出を断るのか？」との思いが見みえ隠かくれし、ライルは大人しく従った。

　父のお墨すみ付つきをもらったイルザは、食事の席でライルを質問攻ぜめにした。おかげで、記き憶おく力りよくに自信のあるライルも、人生で一番豪華な食事の味がまったく記き憶おくに残らなかった。

　そして信頼の証あかしだろうか。この日の帰りの馬車に、カーテンは掛からなかった。




※　※　※




「……今いま頃ごろ、ライルは何を食べてるのかしらね……」

　憂ゆう鬱うつに呟きながら、マリーアは塩しお漬づけキャベツをぼりぼりと齧かじった。会場のテーブルには贅ぜいを凝こらした料理がひしめき合っているが、生あい憎にくといまの彼女は食欲がない。理由は推おして知しるべし、である。

　第二王子アルベルトが主しゆ宰さいするパーティには、かなり幅はばの広い客層が集められていた。マリーアがパッと見るに、貴族はもちろん、有力市民や地方地主など。唯ゆい一いつの共通点があるとすれば、二十代、三十代の若手というところか。もっともそれは〝次代のイルゼシュタインを考える会〟などという何の捻ひねりもない集会名には当然の話だが。

　人と人の繋つながりの場を提供する為、社交界というものは毎週どこかで開かれている。人と会う事こそが目的なのだから、集会名など適当で良いというのがマリーアの偽いつわらざる本音だが、いかにも若い者を集めてます的な名前は正直どうかと思う。

「……馬ば鹿かばっかだものね、最近の若いのは……」

　自分こそがこの場で最も若いのをさて置いて、マリーアは辟へき易えきした溜ため息いきを懸けん命めいに堪こらえ、馬ば鹿か面づら下げたボンボンたちの口上を受け流し続けた。

「――こんばんは、マリーア嬢」

　主ホ催ス者トであるアルベルト第二王子は、会場でも常に注目の的である。流れ作業用の笑え顔がおを打ち切って、マリーアは手持ちの中から四番目くらいに上等な笑顔を浮かべ直した。

「……今晩はお招きありがとうございます、殿でん下か」

「いや、ボクの方こそ感謝だ。君のおかげで、千の花を飾かざるよりも会場が華はなやかになった。まるで燃える薔ば薇らのようだよ」

「お上手ですわね」

　扇せん子すで口元を押さえながら、マリーアは淑しゆく女じよ然ぜんとしてころころと笑った。

　ちなみにマリーアの今夜の装いは、赤しやく銅どう色いろの髪を結ゆいあげ、濃のう淡たんの異なる赤が幾いく重えにも重なったドレスだ。動く度に赤が舞まい、まるで炎ほのおを纏うような豪ごう奢しやさ。燃える薔薇とは、なんとも言い得て妙みようである。

「ところで、あちらでちょっとした政治談議をしていてね。気分転てん換かんに聞き耳を立ててみないか？」

「喜んでご一緒させてもらいます」

　正直、擦すり寄よって来る有う象ぞう無む象ぞうはもう沢たく山さんだったので、半分は本心からの言葉だった。

　アルベルトに先導されやってきた政治談議の場は、かなり白熱した様子だった。やってきた王子の手前声こそ荒あらげてはいないが、表情は真しん剣けんそのものである。

「――近々議会に琥珀の関税を下げる議題が提出されるらしい」

「琥珀の関税を下げるなどとんでもない。琥珀は我わが国くにの大事な対外戦略資源だ」

「だがいつまでも我が国だけ高い関税を維い持じしたままでは、いつか経済同盟による締しめ付つけが起こらないとも限らない。もっと最悪の事態もな」

「七年前のガレア共和国――失敬、当時は王国か――との戦争を言っているのか？　お忘れではないか？　あの戦争、我らは圧勝したのだぞ？　奪うばわれていた国土も取り戻し、その現地査察にベルンハルト殿下も近日赴おもむかれるという。戦争、実に結構ではないか！」

　若手将校らしき男の言葉に、マリーアは思わず反論した。

「――七年前のやり方が、今もまだ通用するとは限らないと思いますが？」

　凛りんとした少女の言葉に、議論者たちの視線が集中した。

「ほう？　美しいお嬢さんには何か言いたい事があるようですな。だが、我らはプロだ。話したいのは分かるが、場を弁わきまえた方がよろしかろう」

　好戦派らしい若手将校のその言葉に、マリーアは幾いく分ぶん挑ちよう戦せん的てきに笑った。

「――七年前の戦争で、我が国は技術的優位が戦術的劣れつ勢せいを覆くつがえすことを示しました。おかげで各国は自軍の兵器の改良と開発に鎬しのぎを削けずっています。当時のような技術優位性は薄うすれていると言って良いでしょう。みだりに戦争を行うのは得策ではないと思われますが？」

　まだ十代の少女の口から流れる話を、周囲の者たちが感心した顔で聞き入った。マリーアを女と侮あなどった若手将校も思わず聞き入り、そんな自分に気付くと顔を赤くして睨にらんできた。

「……女ごときが知った口を。貴様、何を以もつてそのように断じられるのだ!?」

「これは失礼。家の商しよう売ばい柄がら、こういった事は自然と耳に入ってきますので」

「……商売柄？」

「はい。遅れましたがあたくし、マリーア・ハイラインと申します」

　その名を聞いて、まだ彼女の正体を知らなかった人々が目を見張った。

〈蒸機革命〉の波に乗り鉄鋼や鉄道で莫ばく大だいな利益を上げたハイライン家は、資本貴族の代表格だ。軍も重要なお得意様である。

　案の定、マリーアを侮っていた若手将校も、ハイラインの名に顔面蒼そう白はくになっていた。

「――小こ娘むすめが差し出がましい口を挟はさみました」

「あ、うむ……」

「しかし軍人様もお口が上う手まい。絶ぜつ妙みような聞き取り方に、あたくしもついつい言葉が熱くなってしまいました。失礼もありましたが、どうぞ広い心でご容赦ください」

　と、さりげなく自分にも非があるかのようなフォロー。溜りゆう飲いんを下げつつもこういう事が自然と出来るのがマリーアである。

　場に弛し緩かんした空気が流れ、群がっていた人々が周辺に散っていった。

「なかなか興味深い話だった」

　アルベルトが感心した顔で、二人分のワインを持ってやってきた。マリーアは礼を言ってワインを受け取り喉を潤うるおした。

「さすが、と言っては失礼かな。君ならあれくらいは何てことないだろうからな」

「お褒ほめが過ぎますわ、殿下」

　マリーアはワイングラスに付いた口紅をさりげなく拭ぬぐいつつ艶あでやかに微笑み返した。

「あの程度の事は初歩の初歩です。褒められるほどではありませんわ」

「その初歩を、あの若い将しよう校こうは分かっていなかったようだがな」

　アルベルトは軽く肩を竦すくめつつ首を振ふった。

「仮にもこの国の王子が言うべきことではないが、愛国心は結構だがそれで眼めが濁にごるのは考え物だな。過ぎた愛国心は選民思想に入いれ替かわり、いつか国そのものを脅おびやかす」

「その見識には賛同しますが、たしかに殿下が口にする話ではありませんね」

　さきほどの若手将校が張り切ったのは、この王子が傍に居たからでもあるのだ。誰であれアンフェアに名めい誉よが損そこなわれるのを嫌きらうマリーアは、さりげなく第二王子に釘くぎを刺さした。

「手厳しいな。だが、そんな君だからこそ、招いた甲か斐いがある」

　アルベルトが、瞳の奥おくで何かをちらりと光らせた。柔にゆう和わで人当たりの良い、悪く言えば控えめで真意の読めない、なんとも印象が曖あい昧まいなこの王子殿下には珍めずらしいその眼の光に、これからが本番かと気持ちを入れ直した。

「まだ枢すう密みつ院いんのごく一部で話している事なのだが……大規模な公共事業の計画がある」

　枢密院は国王の下に組織される諮し問もん機関――いわば〝王のご意見番〟であるが、俗ぞくには〝第三の議会〟とまで呼ばれている。これはイルゼシュタイン王国の立法権が、貴族議会たる『天院』、市民議会たる『地院』、そして国家元首たる国王の三者が保有しているからだ。枢密院の議長は国王の輔ほ弼ひつ（内閣）筆頭である宰さい相しようが兼けん任にんしており、国王陛下への影えい響きよう力りよくも大きい。これが〝第三の議会〟と呼ばれる由ゆ縁えんである。

　ちなみに枢密院には第一王子ベルンハルトと、第二王子アルベルトの名も連なっている。

「大規模な公共事業、ですか」

　これはかなり大きい魚を引ひっ掛かけたようだ。

　枢密院で話し合われるなら『大規模』の言葉に偽りはあるまい。実に興味深いが――問題は政治、それも次代のイルゼシュタイン国王の選定に関かかわるかも知れない。

　枢密院に第一王子と第二王子が所属しているのは伊だ達てではない。枢密院での二人の言動は注視され、次代の王の器が試ためされる場でもある。その『ごく一部』などと耳打ちされたら、『第二王子派の一部』と察するのは容易だ。

「……興味深いお話ですが、こんな小娘にお話ししてしまってよろしいのですか？」

「誤魔化しは良くないな、マリーア嬢。君はハイライン財団の一人ひとり娘むすめというだけでなく、いろいろと手広く利益を得ているじゃないか。先日大手数社の合同で設立された通信事業公社、君が出資している研究所も一枚どころか二枚、三枚も噛んでいるだろう？」

「……どこでそれを？」

　ちょっと前に同じような言い方をした男を思い出し、マリーアは顔を強こわ張ばらせないようするのに苦労した。

　アルベルトはマリーアの内心を知ってか知らずか、

「僕にも頼たよれる友人がいて、ね」

　と笑った。第二王子は話を続ける。

「君の発ち言か力らで、ハイライン財団に作業インフラの整備に協力してくれるよう促して欲しい。この事業には労働力はもとより大規模なインフラ整備がなにより必要となるのでね」

「……あたくしの力でどれだけの事が出来るかは分かりませんが」

　マリーアは羽根扇子で口元を隠しながら言った。

「それで――いったいどんな事業なのですか？」

「ああ、シュヴァルツ・バルトの開発事業だ」

　何気なく言い放ったアルベルトの言葉に、マリーアは一いつ瞬しゆん何を言ったのか分からなかった。だが言葉の意味が沁しみ込んで来るにつれ、扇子で隠した口元が明確に強張ってゆく。

「……失礼、よく聞こえなかったので、もう一度お聞きしてよろしいですか？」

「シュヴァルツ・バルト――《黒い森》の開発だ」

　今度こそ、マリーアの顔が強張った。扇子で隠していたのがせめてもの救いだ。

　古来からイルゼシュタインの民は『森』に対する畏い敬けいの念が強い。イルゼシュタインのお伽とぎ話ばなしに『森』を題材にしたものが極きわめて多いのはその一例だろう。

　そんな『森』の代名詞になっているのが、イルゼシュタイン王国北東に広がる大森林地帯――通つう称しよう《黒いシユヴアル森ツ・バルト》だ。濃のう密みつな深い原生林には数々の伝説があり、いまでも人の立ち入るべからざる聖域との認にん識しきが一いつ般ぱん的てきだった。

「とはいえ、まったく人が関わらないわけじゃない。周辺部の人々は林業を行っているし、ごく浅い深度なら調査の手も入っている。その結果、《黒い森》に大量の琥珀が眠ねむっている事が分かった。それも極めて大量の。これを放っておく手はあるまい？」

（……先進的な考え方をする人物かも、とは思ったけど……）

　マリーアとて、最先端の技術を糧かてに財をなした一族の娘だ。アルベルトの言葉には頷く部分もあるが……

（……こだわりが無いというか……こだわりが無さ過ぎじゃない？）

　マリーアの次の言葉を待つアルベルトだったが、その時使用人が近付いて来た。使用人に耳打ちされたアルベルトは「もうそんな時間か」と頷いた。

「失礼、マリーア嬢。しばし席を外すが、構わず楽しんで欲しい。先ほどの話の返事はすぐに答えが出ることでもなかろうから、後日改めて聞くことにしよう。ゆっくり考えて結論を出して貰もらいたい」

　そう言って、空のワイングラスを使用人に渡わたし背を向けるアルベルト。声を掛けられる度に丁てい寧ねいに謝あやまりつつ、会場を後にしていった。

「……こいつはなかなか食えない話ね」

　もごもごと強張った唇を揉もみほぐすと、マリーアは改めて顔を引き締めた。

「……ライル以外の男にやられっぱなしってのは趣しゆ味みじゃないし」

　呟つぶやくや、ひらりと身をひるがえして会場の出口へ向かった。足音と気配を頼りに、出ていったばかりの第二王子の後を追おい掛かける。

　王族の別べつ荘そうだけあって、かなり広い屋敷だ。パーティの最中で使用人も多い。そんな中を、マリーアは目立つドレス姿で、驚おどろくほど静かな尾び行こう術じゆつを披ひ露ろうした。といっても彼女に気付く者はいないので、披露するべき人間はどこにもいないが。

　身のこなしにはいささかの自信がある。礼れい儀ぎ作法の訓練で林りん檎ごを頭に乗っけるより先に、祖父付きのメイドからいろいろ教えられたのだ。定規で叩かれるなんてメじゃない超ちよう絶ぜつスパルタ方式だったが、世の中なにがどこでどう役に立つか分からないものだ。

　アルベルトは途と中ちゆうで合流した護衛らしき兵二人を引き連れ、屋敷の中でも人気のない裏口方面へと向かって行った。

「……他人に見せられない密会でもするのかしら？」

　口の中だけで呟くマリーア。だとしたらパーティは目くらましだろうか。自分への根回しもついでだとしたら、舐なめられたものである。

　やがて小こ麦むぎ袋ぶくろ等が積み重なった貯蔵庫に辿たどり着つくと、アルベルトと二人の護衛は足を止めた。マリーアは缶かん詰づめが詰つまっているらしき木箱の陰かげにするりと身を潜めた。

「――つつがなく運び込めたかな？」

「すべて、順調です」

　独り言のように呟かれたアルベルトの言葉に、新たな人物が暗くら闇やみから歩み出て答えた。全身を黒い、喪も服ふくのような漆しつ黒こくの装束で身を包んだ女だった。ヴェール付きの帽ぼう子しを被っているので、顔までは分からない。
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「……殿下には、感謝の言葉も御ご座ざいません」

「礼など要いらないよ。これはボクの感傷だからね」

　深々と頭を下げた女に、アルベルトは遠くを見るような眼で言った。

「……仮にも、我が盟友の兄の危機だ。ボクが手をこまねいているワケには行かないだろう。あの〈遺産〉も、あいつとボクとで収集したもののひとつだ。回収したものの死蔵していたが、それが役に立つのならあいつも喜ぶだろう」

　アルベルトは郷きよう愁しゆうめいた視線を現実に戻し、懐ふところから封ふう筒とうを取り出した。

「最後の仕上げとなる『材料』の場所はこれに書かれている」

「……私が確かく認にんするのも憚はばかりながら、本当によろしいのですね？　仮にも殿下の――」

「言っただろ？　盟友の兄の危機だ。彼かれを失ったボクにとって、それ以上の優先事じ項こうなど存在しない」

「…………」

　黒衣の女はしばし無言で封筒を見み詰つめていたが、やがて黙だまってそれを受け取った。

「決行は一週間後だ。兄上が西部視察に出向いている間に行え」

「はい」

　女は最後にもう一度頭を下げ、次に顔を上げると迷いを振り切るように背を向けた。帽子の端から、赤みを帯びた銀ぎん髪ぱつが一筋零こぼれたようにも見えたが、薄うす暗ぐらい中のことなのでマリーアにもはっきりとは分からなかった。

「……上手くいく事を祈いのっているよ。感傷だと言ったのは、けして嘘うそじゃないからね」

　アルベルトは、護衛を引き連れ元来た道を引き返していく。

　貯蔵庫には、隠れたままのマリーアだけが残された。

「……いったい何をお企たくらみなんだか、あの第二王子殿下は」

　マリーアは誰ともなしに呟いた。人気がない事を十分に確認した後、隠れ場所から出てパーティ会場へ戻る。

「……第一王子殿下に知らせるべきかしらね。せっかくお世話になったし……けど下手なこと言って王族侮ぶ辱じよく罪ざいなんて問われたら嫌いやだし……まぁ、〈遺産〉なんてキナ臭くさい言葉が出てきたし、もうしばらくは第二王子殿下をつついてみますか。……はぁ、ライルと会える時間が減るなぁ……」

　面倒事に首を突っ込むことよりも、幼馴染みの少年との逢おう瀬せが減少することがよほど重大事のように、赤銅色の髪かみの少女は沈ちん痛つうな顔で溜め息を漏らすのだった。




２




「それではライルさま、帰りは夜中になりますが、ちゃんと寮りようのベッドでお休みなられてください。昨日みたいに机で寝ねようとしないで下さいね」

　ルーナリアの言葉に、溶とけかけのバターみたく机に突つっ伏ぷしたライルは、「あ～」とか「う～」とかいった呻うめき声ごえをあげるのが精いっぱいだった。

「それでは、行って参ります」

　ルーナリアが出て行くと、夕暮れの光が差し込む研究室は途と端たんに静かになった。けしてお喋しやべりでないルーナリアがいなくなっただけなのに、心なしか研究室の空気も空っぽになったようにライルには思えた。

「…………何処に行っているんだろうな、ルーナリア」

　目の前の課題をやっつけるのに手て一いつ杯ぱいだったが、終わればその疑問が自然と噴ふき出した。むしろ、ずっと研究室に缶かんづめだったから生まれた疑問とでもいおうか。

　ライルがイルザの父親のハルトに会ってから、五日が経たっていた。これまではおよそ三日おきに行っていた家庭教師だが、ちょっと長めに間を取ったのはライルの都合だ。

　特待生とはいえ、ライルも歴れつきとした学生である。当然ながら『課題』というものから自由になれない身の上だ。提出期限の重なったレポートがいくつか溜まっていた。

　それでも十日ばかり時間が欲しい所を一週間に短縮したのは、二日後に迫せまった可愛かわいい教え子の誕生日の為だ。

　おかげで、ライルはこの五日を徹てつ夜やの突とつ貫かん作業で課題をやり遂とげた。そしてその間、ルーナリアは夕方から夜中に掛けて研究室を留守にしていた。

　もちろん、ライルは問とい掛けてみたのだが、

「……大した用事ではありません」

　と多くを語らなかった。課題もあったし、いつの間にかライルに対する言葉も普ふ段だんのものに戻っていたので、機き嫌げんを損ねるのもなんだとあまり深くは訊かなかったのだが……

「…………」

　のそりと起き上がり、しつこく目の周りを揉みほぐしながら、ライルはストライキを起こし掛けの脳みそを叱しつ咤たした。

「……僕が何か言い付けた用事じゃないよね。そもそも、こんな夜中に行くものでもないし。……まぁ、順当に考えれば誰かと会うんだろうけど……そういえば、ここ最近よく街中に行っていたな……」

　ライルが家庭教師に行く際、一いつ緒しよに同行していた。そういえば、マリーアの馬車にも一緒に同乗していたこともあったか――

『用事ってまさか――コレ？』

「…………むっ」

　マリーアが面おも白しろ半分に親指を立てていたのを思い出し、ライルは胸中ざわつくものを感じた。

「……別に、ご主人様風を吹ふかそうというワケじゃないけど……」

　ライルは名目上の雇やとい主ぬしとして彼かの女じよをこの研究室に置いているが、ルーナリアがルーナリアなりの生き方を見つけたら、いつでも出て行ってくれて構わないのだ。

「……けど、理由も分からず不ふ機き嫌げんになったり、いつの間にか普ふ通つうに戻ったりされたら、腑ふに落ちないよね。なにより彼女ルーナリア、危なっかしいし……」

　どっかりとソファに腰こしを下ろして天てん井じようを見上げた。ちょっと前まではこの染しみだらけの天井も見慣れた景色だったが、こうしてみると随ずい分ぶん久しぶりな気がする。ここ最近、このソファはすっかりルーナリアの定位置になっていたから当然の事なのだが。

「…………僕って、意外と欲張りだったのかな？」

　呟き、ライルはおおいに苦く笑しようした。

　自分の人間的小ささに呆あきれていると、部屋のドアが叩たたかれた。出て行ったルーナリアが戻ってきたのかとも思ったが、入室許可を待たずに顔を見せたのは軽けい薄はくに整った金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年だった。

「ルーナリアさん！　お仕事上手く行ってますかっ？　――って、もう居ないか」

　ヘイゼルはそう言うと、あからさまにガッカリと肩を落とした。

「……お仕事？」

　妙なことを聞いた気がして、ライルはつかつかとヘイゼルに近寄った。

「――ヘイゼル」

「んぁ？　うおっ、居たのか？　まるで目に入らなかったぜ」

　目標以外の視し認にん率りつが極きよく端たんに低い眼球に、ライルはもの言いたげな視線を送る。ヘイゼルは「うっ」と呻き、視線を右へ左へと移動させた。

「――ヘイゼル」

「な、なんだ？」

「ルーナリアを訪ねてきたようだけど、さっきの『お仕事』ってなんのこと？　秘書の仕事を言ってるんじゃないよね？」

　噛んで含ふくめるように問い掛けると、ヘイゼルはだらだらと脂あぶら汗あせを流した。

「な、なんの事かな……」

「……そういえば、二日後締め切りの『近代軍事史』のレポート、もう出来た？」

　ヘイゼルはびくりと身体を震ふるわした。

「僕はちょうど出来たところなんだ。ほら、そこ」

　と、ライルは目で机を示した。

「……言っちゃなんだけど、けっこう自信作。まず間ま違ちがいなく『良』はかたい」

「…………」

「それで？『お仕事』って何のこと？」

「ば、買収には屈くつしな――」

「そういえば、赤点取って再提出の『化学概がい論ろん』の論文は大だい丈じよう夫ぶ？　僕のは先日返って来たばかりで、机の引き出しに入れっぱなんだけど？」

「だ、ダメだ！　お前には内ない緒しよっていう約束が――」

「……来月の期末試験のヤマ、このままじゃ気に掛かって外しちゃうかも？」

「…………くっ！」

　落ちた。




※　※　※




「……ここ？」

　手にしたメモに視線を落とすが、町名も番地も店名も間違いはなかった。ライルはメモ用紙をポケットに突っ込んで顔を上げた。

　下町情じよう緒ちよあふれる繁はん華か街がいから、裏道一本でずいぶん静かになった場所に、その酒場はあった。煉れん瓦が造づくりで年季が入ったビルディングの、半地下に設しつらえられた小さな入口。そう教えられなければ店があるとは気付かない佇たたずまいだ。

　ライルは狐きつねにつままれた気分になりながら階段を降りて行った。素っ気ない木製の扉に『猫ねこの鳴き声』と書かれた札が掛かっており、これがこの店の名前らしい。

『猫の鳴き声』は、入口とは裏腹に、中はそれなりの広さだった。

　演劇酒場、とでもいうのか。店の奥にちょっとした舞ぶ台たいがあって、テーブル席とカウンターが設えてある。ランプの光量は絞しぼられており、内装も落ち着いたものだった。

　二十席弱のテーブルはほとんど埋うまっていたので、ライルはカウンター席に近づいた。整った口くち髭ひげが印象的なマスターが、ライルを見て眉まゆを顰しかめる。

「……ウチはビールを飲めないお客さんは遠えん慮りよ願っているんですけどね」

「こう見えても高等部の学生です。麦酒ビールをお願いします」

　イルゼシュタインの法律では、麦酒ビールは十五歳さい以上から飲酒可能だ。マスターは疑わしげな顔だったが、特大のジョッキにたっぷりと麦酒を注いで差し出した。

「……誰の紹しよう介かいかな？」

「ヘイゼル・クレイリーです」

　あっという間にジョッキを空にして、お代わりを頼たのみながらライルは言った。外見に似合わない飲みっぷりに驚きつつ、マスターは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「ああ、ヘイゼルか。あの坊ぼうやの紹介ってことは、君もお目当ては新人の歌うた姫ひめかな？」

「まぁ……そんなところです」

　おかわりの麦酒を今度はゆっくり飲みながら、ライルは曖昧に頷いた。

「学生さんは聞いてるかどうかは知らないが、ウチはけっこう堅かための演目を客に楽しんでもらう。貧びん乏ぼうだが腕うでのいい劇団や小楽団に舞台を提供してね。ソロの歌唄うたいはまぁ珍しい方だが、彼女はほんの数日ですっかり人気者でね」

　マスターはちょっと自じ慢まんげに言って髭ひげを擦った。

　ライルが何というべきか迷ってビールを呷あおると、奥の舞台がパッと照らされた。

「タイミングが良いね。ちょうど始まるよ」

　店内が固かた唾ずを呑のんで見守る中、舞台に小こ柄がらで華きや奢しやな人ひと影かげが歩み出た。真冬の月光を織り込んだような蒼あお褪ざめた銀髪に、長い睫毛まつげで翳る琥こ珀はく色いろの瞳。淡あわ雪ゆきのような白い肌はだを包むのは、ミッドナイトブルーのドレス。華奢な肩や薄い胸むな板いたが、嫌らしくならない絶妙の露ろ出しゆつ度どで、少女の儚はかなさを引き立てていた。

「……ルーナリア」

　ライルの呟きが聞こえたわけではないだろうが、舞台に上がったルーナリアはぺこりとお辞じ儀ぎをし、再び顔を上げると目を閉じた。そして、薄く紅の引かれた唇くちびるをそっと開く。

「……ａａｈｈｈ―――――」

　静かな、けれど何処までも響ひびき渡る清せい冽れつな歌声が店内を満たした。月の精と見み紛まがうばかりの可か憐れんな少女が奏かなでるのは、月光の弦げんを爪つま弾びいたように透とう明めいな音色だった。店内の誰もが、不純物が混じるのを恐おそれてただ静かに聞き入っていた。中には月光浴の風ふ情ぜいで、静かに杯さかずきを空ける客もいる。

　――綺き麗れいだな、相変わらず。

　思えば出会う切っ掛けを作ったのは、彼女のこの歌声だった。何度聞いても飽あきの来ない、静かなのに情感豊かなその声を、ライルはうっとりと聞き入った。疲つかれていた身体も、アルコールと彼女の歌声ですっかり疲ひ労ろうを忘れた。

「――ｕｕｎｎｎ…………」

　月がゆっくり沈しずむような余よ韻いんを残し、歌い終わったルーナリアがスカートを摘つまんで腰を折った。拍はく手しゆしてない者を探す方が難しい労ねぎらいを受けながら、ルーナリアは舞台の中央の階段から店のフロントへ降りた。道々に頭を下げながら、彼女はカウンター席へ歩いてきた。

「お疲れ様、ルーナリアちゃん」

　マスターは満足顔で、レモンの輪切りを浮かべた水を差し出した。

「ありがとうございます、マスター」

　ルーナリアは、相変わらずの無表情ながら、素す直なおにぺこりと頭を下げ、グラスを受け取りこくこくと喉のどを潤した。

「今日も盛せい況きようだったね。ここにも新しいファンが生まれたところだ」

「そうなのですか？　それはありがとうござ――っ！」

　ライルに気付き、ルーナリアは眼を丸くした。

「新しいというか――とっくにファンなんだけどね、僕は」

「……ライルさま……なんで此こ処こに……？」

「ヘイゼルから聞き出した」

　ライルの連続攻こう撃げきに屈したヘイゼルが、

『自分もバイトをしたいからって言われたから、顔見知りの店を紹介したんだよぉ……くそっ、オレはお前に負けたんじゃねぇ。オレは単位に負けたんだ……』

　と、命いのち綱づなのレポート用紙を抱えて告ゲ白ロしたのである。

　ライルに隠れて副業バイトしていたルーナリアは、バツが悪そうに目を伏ふせた。

　カウンターのマスターは、顔見知りらしきライルとルーナリアを交こう互ごに眺ながめた後、

「……ルーナリアちゃん、今夜はもうあがって良いよ」

「マスター、それは……」

「こっちの学生さんが、君の言っていた恩人なんだろう？　ちゃんと話し合わなきゃいけないだろう？」

「……はい」

「ドレスはそのまま着ていきなさい。明日、明後日は休みだから、三日後の君の出番が来る時まで汚よごさないようにね」

「はい……あ、でも荷物を持ってきます」

　ルーナリアはドレスをひるがえしてカウンターに飛び込み、舞ぶ台たい裏うらへ続くらしきドアを潜くぐっていた。手て持もち無ぶ沙さ汰たになったライルに、マスターが声を掛ける。

「今日のビールは奢おごりにしといてあげるよ」

「それはありがたいですが」と、ライルは苦笑いした。「別にそんな気を遣つかってもらわなくても、彼女を独ひとり占じめなんてしませんよ」

「そうかい？　まぁ、どっちにせよウチと契けい約やくした従業員の保護者だからね。それくらいはサービスするさ」

「……ルーナリアは、なんと言って働きはじめたんですか？」

「それこそ君が彼女から聞き出すことだろう？　こっちは『夜よる遅おそくになることもあるが大丈夫か』と訊きいただけだ。彼女、『基本的に夜型ですから問題ありません』と言うんで、それが雇う最大の理由だったかな。やる気と実力と人ひと柄がらがあれば、こっちは文句ないよ」

　妙に納得していると、ルーナリアが戻もどってきた。ライルの研究室を出る時にも持っていた小さな鞄かばんを手に提さげ、肩にはジャケットを羽織っている。

「……ご迷めい惑わくを掛けます、マスター」

「いいって。それより、次も頼むよ？」

「……はい」

　ルーナリアはこくりと頷いた。そして、ライルと連れだって店を出た。

　静かな裏路地だが、ちょっと歩けば下町の雑多な繁華街だ。オープンテラスのバーで、多くの酔すい客きやくが陽気にジョッキを打ち鳴らしていた。

　ひとまず、学院へ帰る方向に足を進めながら、ライルは無言になったルーナリアに声を掛けた。

「君もバイト、はじめたんだね」

「……はい」

「酒場で歌ってるって聞いた時には驚いたけど、見てみたらぴったりだったかな。落ち着いた良いお店だったし、ルーナリアの歌声も相変わらず綺麗だったし」

「……はい」

　正面を見て、ライルの方に視線を寄よ越こさないルーナリア。

　ライルは困った顔で頬ほおを掻かいた。

「…別に副業をはじめるのは良いことだと思うよ。けど、なんで僕ぼくに内緒にしたんだい？」

　何はともあれ、それが一番ショックだった。もしかしたら自分に嫌いや気けがさしたのだろうかと、ライルはルーナリアの顔を覗のぞき込んだ。

「…………」

　ルーナリアは、ここでようやくライルの目を見た。彼女は静かな表情で、とても真しん摯しな眼をして、

「……ライルさまは、私を研究室に置いてくださいます。それどころか、私にお給料を都合しようと家庭教師の職まで探して下さいました。正直、嬉うれしいです。でも、私はそれを受け取ることはできません。私にはその資格がありません」

「別に資格なんて……」

　正当な対価だと言おうとしたライルに、ルーナリアは小さく首を振った。

「これは、私の問題なのです。私がそう思うのが問題なのです。私は私が役に立っているとはどうしても思えません。だから……小さなことでも自分で出来ることをやって、ライルさまの気き遣づかいを受け取れるくらいの自信を、持ちたいのです」

　ルーナリアの言葉に、ライルは正直驚いた。まだ端はし々ばしに自己否定的な部分が散見されるが、ほんの二か月前まで自らを『死人』と呼んでいた少女とは思えぬ強い言葉だ。

「ですから、黙っていたのです。こんな恥はずかしいこと、堂々と言えるとお思いですか？」

　そう言って、ルーナリアはぷいっと目を逸そらしてしまった。

　ライルは驚きに目を瞬まばたかせていたが、やがて自然と微ほほ笑えんだ。

「そっか……うん。ありがとう、ルーナリア」

「……なんでお礼を言うのですか？」

　ルーナリアはぼそりと言い返した。

「……別にライルさまのためなんかじゃありません」

「うん。それでも、ありがとう」

　ライルが繰くり返かえし礼を言うと、ルーナリアは今度こそ黙り込んだ。夜の街明かりに照らされた彼女の頬が赤らんでいた気がしたが、ライルは見えていないフリをした。

　やがて二人は大通りに出て、馬車を捉つかまえようと乗合場に向かった。だが運悪く、馬車はすべて出で払はらった後であった。

「うーん、ちょっと待たないとかな」

　街灯の下で佇んでいると、目の前に馬車が止まった。装そう飾しよく最低限の乗合馬車ではない高価な作りで、それもよく見知っている馬車だった。

「乗ってく、お二人さん？」

　と、窓から赤銅色の髪の少女がひょいと顔を出した。

「マリーア？　どうして此処に？」

「パーティの帰りよ。ほら、ベルンハルト第一王子殿下が西部視察に向かうでしょ？　その見送り会というか、そんな感じのパーティよ」

　マリーアは王族ってパーティ好きよね、と肩かたを竦めた。

「んで、その帰りにルーナリアの晴れ姿を拝もうと思ってたのだけど……その様子じゃ、あっさりとバレちゃったみたいね」

　こちらはしっかりとルーナリアのバイトを知っていたらしいマリーアは、舞台用のドレスを着たルーナリアに笑い掛けた。

「ま、乗りなさいな。なんならこのまま食事でもしてく？」

「ああ……たしかにこの五日ろくなものを食べてないな」

「ちょっとした王様気分よね？　綺麗に着き飾かざった美少女二人を侍はべらしてお食事だなんて」

「自分で言うかな」

　ライルは苦笑したが、その『綺麗に着飾った美少女二人』の姿にぽんと手を叩いた。

「そうだ。マリーア、君は明後日の夜って時間ある？」

「へ？　よ、夜？　そ、そりゃ時間を作れないことはないけど……」

　急にそわそわしだすマリーアだが、ライルはすぐにルーナリアに向き直り、

「ルーナリアも、明後日の夜は大丈夫？」

「よ、夜ですか……と、とくに用事はありませんが……」

「そうか。それじゃ二人にお願いがあるんだ。道すがら、馬車の中で話すよ」

　そう言って、ライルは身を硬かたくしたルーナリアの手を引き馬車に乗り込んだ。

　御ぎよ者しや席せきのミラは、客車を振りかえり、

「……いきなり三人プレイとは大だい胆たんですねぇ」

　本気とも冗じよう談だんともつかない呟きを漏もらして笑い、馬に鞭むちをやって発進した。







四章　狼ろう牙がの襲しゆう撃げき







　その日のヴァイスブルグ邸ていは朝からちょっとした戦場だった。

　イルザは自分の誕生日に人を招くのに大層な喜びようを見せ、ライルへのプレゼント用に包んだハーブティーに自らラッピングするほどだった。

「イルザ様、今夜はイルザ様のお祝いなのですから……」

「わたしを祝ってくれる人に感謝するのは当然のことでしょう？」

　部屋いっぱいに広がった色取り取りのリボンの真ん中でイルザは言った。いまだライルに対し警けい戒かいを解けないツェツィーリアは、実に複雑な顔をした。

　そして日が暮れ、ツェツィーリアがライルを迎むかえに行くと、イルザはそわそわと身だしなみを気にしはじめた。

「わたし、おかしなところはありませんか？」

　家人すべてに繰り返し問うが、ゼバスティアンをはじめとして皆みなが皆、

「何もおかしくなどございません」

　と主のドレス姿に太たい鼓こ判ばんを押おし、そして微笑ましく顔を緩ゆるめた。

「……ライル様に感謝しなくては」

　ディナーの用意がされた食堂の前で、ゼバスティアンは口元を緩めた。イルザが生まれた時からその成長を見守って来た老ろう執しつ事じの胸に、思わず熱いものがこみあげる。

「…………ゼバスティアン殿」

　そんな老執事の感かん慨がいに水を差すように、庭師の男が報告にやって来た。

「……賊ぞくが侵しん入にゆうしました」

　好こう々こう爺や然としていた老執事の顔が即そく座ざに引ひき締しまり、戦に臨のぞむ兵士の顔になる。

「何者かは分かりますか？」

「現状ではなんとも……ですが、かなりの手て練だれでしょう。反応した警戒装置は、林に設置したものでもっとも屋や敷しき寄よりです」

　この庭師は工兵として最前線に赴おもむいた経験もある歴戦の兵だった。ヴァイスブルグ邸に張はり巡めぐらした罠わなと警戒装置の責任者でもある。

「いかがします？」

「……我らのすべき事はただひとつです」

　食堂の扉とびらを見み据すえ、ゼバスティアンは粛しゆく然ぜんと言い放った。

「イルザ様の楽しみを邪じや魔まする者に、容よう赦しやは要りません。速すみやかに排はい除じよしてください」

「――承知」

　庭師の男が身を翻ひるがえし、数人の女中やコックがそれに続いた。




　王都ヴェルグ北東の緩やかな丘きゆう陵りよう地帯は、昔から宮中貴族の邸てい宅たくや地方貴族の別宅が建てられた。ヴァイスブルグ邸もその一つだ。

　厚い雲で途と切ぎれがちな満月の下、常緑樹の林に囲まれた屋敷を大きな樅もみの木きの枝から眺める影かげがあった。

　一八〇を超こえる長身に、引き締まった筋肉を備えながら独特の色いろ香かを保持した肢し体たい。茶ちや褐かつ色しよくの髪を風に揺ゆらし、その女――アンゲリカ・ファングツァーンは、幻想種フアンタズマの象しよう徴ちようたる琥こ珀はく眼がんにはやくも魔ま力りよく励れい起き光こうを燈ともしていた。

「――あれがそうか」

　歯を剥むき、アンゲリカは狩かりを前にした狼おおかみのように笑った。

「フフ……兵のにおいがする」

「しかしお嬢じよう……わざわざ警戒装置を鳴らしてしまって良かったのですか？」

　アンゲリカとは別の枝に留まった男が言った。アンゲリカと似通った衣装を纏まとっている。近くの木々にも同じような影が、雲に隠かくれがちな月光に淡あわく照らされている。

「――フン。あの女はどうか知らぬが、牙の血族ワタシたちにとって、これは力を示す舞台に過ぎん。なら、相手が準備できている方が効果は大きい……そうではないか？」

「これは……過ぎた事を申しました」

「良い。それより、そろそろだな……行くとしよう」

　アンゲリカは枝の上に立ち上がると、十メートル近い高さから一気に飛び降りた。他の男たちもそれに続く。

　総勢、五名。

　危なげなくヴァイスブルグ邸の敷しき地ちに飛び降りた面々は、五対十個の琥珀眼で以もつて辺りを睥へい睨げいした。ほどなく彼女らの周囲に、黒衣に身を包んだ屋敷の使用人たちが現れた。

「……ワタシたちよりも、よほど〝暗殺者〟めいているな」

　アンゲリカはくっくと含み笑った。

　使用人たち――ヴァイスブルグ邸の護衛たちは無む駄だ口ぐちを叩かなかった。問答無用で、その手に構えた弩いしゆみを発射した。ほぼ無音で飛ひ翔しようした金属矢が標的に突つき刺ささる――護衛たちの誰だれもが幻げん視しした光景はしかし、

「――残念」

　発射された十五の矢は、ひとつ残らず侵しん入にゆう者しやたちの手に掴つかみ取とられていた。護衛たちに動どう揺ようが走る。

「もっと強力な武器を――カガクとやらの武器を持ってこい。我ら牙の血族、その尽ことごとくを喰い破ってくれる」

　護衛たちはすぐさま動揺を殺し、アンゲリカの挑ちよう発はつじみた忠告を無視して襲おそい掛かかった。その手には、殺傷にしか使いようのない大型ナイフが握にぎられている。

「――愚おろかな」

　アンゲリカをはじめとした牙の血族たちが琥珀眼を光らせた。その魔力励起光を置き去りにする速さで、五つの影は風の如ごとく――否いな、風よりも疾とく動いた。

　一瞬で自ら距きよ離りを詰めるや、護衛たちが反応する間もなく拳こぶしを撃うち込む。自らの内臓が潰つぶれる音が、護衛たちが耳にする最後の音になった。

　中には悠ゆう揚ようと突き出されるナイフを手で掴み、取り上げたナイフで逆に刺し殺ころす者もいた。事切れる間ま際ぎわ、喉にナイフが突き刺さった護衛の女は、侵入者の手が急速に治ち癒ゆするのを目に焼き付けて絶息した。

　後続の護衛たちも今度こそ動揺に身を震わした。目の前の侵入者――五人の襲しゆう撃げき者しやが、正しよう真しん正しよう銘めいの〝化け物〟であると悟さとったのだ。

「さぁ……気合を入れて、立ちはだかれ！」

　アンゲリカが闘いの愉悦を浮うかべ襲い掛かる。もはや一方的だった。狼おおかみが兎うさぎを狩るように、選えらび抜ぬかれた護衛たちが一人また一人と命を散らしていった。

「この……化け物が……！」

　とうとう拳けん銃じゆうを抜き出し、護衛たちは叫さけんだ。

　銃声が響く。銃弾が着弾し、襲撃者の一人が肩を押さえる。だが銃創から流れる血は見る間に止まり、銃弾が傷口から押し出されるのを目まの当あたりにして、銃撃者は馬ば鹿かなと呟き――その呟きが終わる前に、胸に大穴を開けて絶命した。

「そうそう――それで良い」

　背後から腕で護衛の胸を貫いたアンゲリカが、顔に掛かる血を舐めた。

「うっ……おおおおおおおっ！」

　銃声が一いつ斉せいに響く。

　迫りくる銃弾を眺めながら、牙の血族たちは歓かん喜きの雄叫びを上げた。
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「……バルトシュタイン殿どの。あなたはご自分の立場が分かっておいでですか？」

「イルザは喜んでくれると思うんですけど……」

　非難めいた目を向けるツェツィーリアに、ライルはまぁまぁと宥めるように声を掛けた。

　ただでさえ不機嫌なツェツィーリアは、鈍にび色いろの瞳ひとみをさらに怒いからせ、

「イルザ様をお隠しする理由は貴公だってもうご存じでしょうっ？　なのに、さらに屋敷を知る人間を増やすなんて……！」

　そう言って、客車の後ろ窓を指差した。その先には、ライルたちの乗る馬車を追従するもう一台の馬車が居り、その御者席に座すわっているのはメイド姿の褐かつ色しよくの肌の少女――ミラであった。

「でも、イルザもマリーアに会いたいって言ってたでしょ？」

「……あなたが話したせいでね」

「ルーナリアは、いわば僕からイルザへのプレゼントですし」

「……プレゼントを買うのを忘れただけでしょうが」

　ライルの説明に、ツェツィーリアは地を這うような声を出す。ライルは軍装の少女の強情ぶりに苦笑し、止めの一言を発した。

「僕がもう道を知っている以上、ハルト氏も僕の判断を認めてもらったものと考えますが」

「…………」

「大丈夫。マリーアもルーナリアも、他人の秘密を言いふらす人間じゃないですよ」

　無言になったツェツィーリアにそう言うと、彼女はそっぽを向いた。

　イルザの誕生日にお呼ばれしたライルは、マリーアとルーナリアを伴う事にした。イルザもライルの話を聞いて彼女たちに会いたいと言っていたし、その望みを叶かなえてやることがプレゼントになると思ったのだ。

　その事を、この軍装の少女も認めているのだろう。散々文句を言ったが、最後には折れてマリーアたちの同行を認めた。

（基本的にイルザに甘あまいんだろうな、この人。それならそれで文句を言わなければ良いようにも思うけど……嘘が付けない人なんだろうな）

　これはこれで微笑ましいと思っていると――ふと、ライルは外の景色に目をやった。

「――――グレイザーさん」

「……なんです？　まだ何か――」

「この林、こんなに静かでした？」

　ライルの言葉に、ツェツィーリアははっとした。

　林に、音がない。

　虫のさえずりや、梟ふくろうの鳴き声。初夏のこの時期なら活発になる動物たちの気配が静まり切っている。まるで、じっと息を殺しているような……

「――グレイザー殿」

　と、馬車の御者が客車の仕切り窓を開けて声を掛けてきた。

「――屋敷の様子が変です」

　一気に張りつめたツェツィーリアの表情から、ライルは尋常ならざる事態が進行しているのを悟った。




「――マリーア。私、どこか変なところはありませんか？」

「特にないと思うけど？」

「そう、ですか……マリーア、本当に私、変なところありませんか？」

「だからないって。お願いだからもう打ち止めにしない？　いまのでもう十九回も確かく認にんしてるのよ？」

「……なら、キリがよいようもう一度――」

「変じゃないからっ！」

　さすがのマリーアもうんざりした叫びを上げる。

　マリーアとルーナリアは二人ともにドレスで着飾っていた。

　マリーアはお気に入りの赤いドレスに身を包み、瞳の色に合わせた翡ひ翠すいの首くび飾かざりと耳飾り。自慢の赤しやく銅どう色いろの長ちよう髪はつも念入りに結い上げ、白いうなじがなんとも色っぽい。

　ルーナリアはバイト先から借りた舞台用のドレスだが、絹のレースの肩かた掛かけを羽織り、胸むな元もとには真新しいブローチをしていた。シンプルながら的を絞ったよいアクセントだ。

　ライルの付つき添そいとして誕生日パーティに誘われた二人だが、役割は多少異なっている。

「まぁ、プロになって初めての巡じゆん業ぎようで緊きん張ちようするのも分かるけど」

　ルーナリアはイルザに歌をプレゼントしてくれるようライルに頼まれていた。ドレスは、その事を聞いた『猫の鳴き声』亭のマスターの好意によるものだ。

「プロと言うには語弊があります……しょせんは副業ですし……」

「そう思う人間は、二十回もドレスの確認をしないんじゃないかしらね？」

「う……」

「ま、いい傾向だけどね。飾り立てた自分を気にするのは向上心がある証しよう拠こだし」

「あ、ありがとうございます……でも、やはりこういう形で歌うのは緊張します」

「さんざん人前で歌って来たんじゃないの？」

「あれは……その、なんというか不特定多数ですから……」
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「ああ、なるほど」と、マリーアはちょっと皮肉げに笑った。「ライルに頼まれたから緊張しているワケね」

「べっ、別にそういう意味ではありませんっ……そういうマリーアも、いささか緊張しているように見えますが」

「へぇ？　どうしてそう思うの？」

「……スカートの下、何を隠しているのですか？」

　ルーナリアの指し摘てきに、マリーアは鼻を鳴らして肩を竦すくめた。

「まぁ、ちょっと、ね。もしかしたらこれから向かうお屋敷は、予想以上にスゴい場所かもしれないから念のため、よ」

「念のため、ですか…………！」

　ぼんやり頷いたルーナリアだが、突とつ然ぜん何かに気付いた顔になって全身を緊張させた。マリーアが怪け訝げんな顔で問い掛ける。

「どうしたの、ルーナリア？」

「……魔ま力りよくの気配がします」

　周囲を窺うかがうルーナリアに、マリーアも面おも持もちを厳しくする。重くなった客車の空気のせいか、馬車がぎぃと音を立てて止まった。

「ミラ？」

「申し訳ありません。前の馬車が停まりましたのでこちらも急いで――あ、ライルさまが降りてきました」

　状じよう況きようを告げるミラの声に、マリーアとルーナリアは窓から身を乗り出して前方を見た。前方の馬車から降りたライルが早足でこちらへやって来た。

「ライル？」

「なにかただならぬ事件が起こってるみたいだ」

　問とい掛けるマリーアに、ライルは答えた。

　次いで、ルーナリアが呼よび掛ける。

「ライルさま、この先で魔力の気配がします。それも複数の……」

「魔力？　……複数ってことは、イルザが暴走してるワケじゃないのか……？」

　ルーナリアの報告に、ライルは思案げな顔で呻うめいた。

「ライルさま！　馬車が」

　ミラの呼び掛けで前を向くと、さっきまでライルを乗せていた馬車は全力疾走で走り出していた。一刻も早くヴァイスブルグ邸へ戻るつもりらしい。

「気持ちは分かるけど早まり過ぎだ……！」

「乗って！　ライル！」

　マリーアはドアを開けて呼び掛けた。

「追うんでしょ!?　早く乗りなさい！」

「……済まない！」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんし、ライルはマリーアの馬車に飛び乗った。ドアが閉められた瞬しゆん間かん、ミラが馬車を発進させる。

　林の先に、闇やみに沈んだヴァイスブルグ邸が徐じよ々じよに露あらわになって来た。

「……ミラ、屋敷の手前二百メートル、林の陰かげで止めて」

「分かりました」

　林が途切れる間際で馬車を止めると、ライルはひらりと飛び降りた。マリーアとルーナリアもそれに続く。

「……待っててって言っても」

「無理よ」

「無理です」

「だよね。――ミラは残ってて。いつでも馬車を出せるようにして置いて」

「……かしこまりました」

　不満そうな顔で頷いたミラを残し、ライルたちは敷地に踏み込んでいく。

　屋敷までの芝生しばふには、点々と黒い影が横たわっていた。死体だ。ライルも見知った、ヴァイスブルグ邸の家人たちだった。

「……いったい、何をどうすれば、人間がこんな風に殺されるわけ？」

　胸に大穴をあけた遺体を見て、マリーアが口元を押さえた。ルーナリアもぐっと唇を噛む。

「……行こう」

　傷きず跡あとだけ手短に観察すると、ライルはそれきり脇わき目めもふらず先を急いだ。死体に時間を取られる場合ではないという理性的判断だが、道を急ぐ彼かれの手は固く握られていた。

　屋敷の近くまで来ると、ライルは背後の二人を停止させた。

「ライル？」

「――真正面からは危険なようだ」

　蹴けり破やぶられて蝶ちようつがいも捩ねじり切れた、金属扉の玄げん関かんを見据えて言った。

「先行したグレイザーさんも、玄関から入ったワケじゃなさそうだ。となると……」

　ライルは突然腹ばいになると、薄うす暗ぐらい中目を凝こらした。いったい何をしているのかと少女たちが見守る中、ライルは立ち上がると方向転てん換かんをして駆かけ出だした。

「こっちだ。馬車は西側に回ったみたいだ」

　果たして、西側の厩きゆう舎しや前まえに馬車が停められていた。馬車を置いておくには正解だが、緊急事態でもここに留め置くのには理由がある筈はずだった。厩舎の中で、再びライルは地面に顔を寄せる。奥おくの藁わら置き場に至ると、ライルは藁を掻かき分けた。

「あった」

　藁束に隠されていた隠し通路が口を開けていた。近くにあったランタンにマッチで火を灯し、ライルは率先して隠し通路を進んでいく。

「……相変わらず、スゴい観察眼ね」

「そうかな？　人並みの注意力があれば出来る事だと思うけど」

　数分ほど進んだだろうか。隠し通路は暗く狭かったが、しっかり整地されているおかげで躓つまずくことなくかなりの距離を踏破できた。終点らしき押し戸を開くと、そこはライルにも見覚えのある寝しん室しつだった。

「イルザの寝室か…………！」

　部屋の隅すみに人が倒れていた。ライルは壁に擬ぎ装そうされた隠し扉から飛び出した。

「！　ライル先生！」

　倒れた人物に寄り添っていたイルザが驚おどろきの声を上げた。まさかライルが隠し通路から現れるとは思っても居なかったのだろう。

　よほど楽しみにしていたらしく、今夜のイルザはこれまで見た中でもとびきり綺麗に飾られていた。だが、宝石のような輝かがやかしい容よう貌ぼうは悲痛に歪ゆがみ、ドレスも赤黒く汚れていた。幸い彼かの女じよの血ではないようだが――

「ライル先生！　ゼバスティアンが！」

　ライルの姿にほっと気を抜いたイルザだったが、すぐさま取りすがって訴うつたえた。

　倒れた老執事を見て、ライルは眉み間けんにしわを寄せる。

「……ライル様……まさかこんな戦場にまで来て下さるとは……頭が下がります……」

　血の混じった声は、そよ風でかき消えそうなほど弱々しい。腹にはまるで大型獣じゆうの爪つめに抉えぐられたような傷があり、その深い傷から血が止めどなく流れだしていた。

「ライル先生！　ゼバスティアンはわたしを庇かばって……お願いです！　助けて下さい！」

「…………」

　すがりつくイルザの肩を抱き、ライルは老執事の傍かたわらへ一いつ緒しよにしゃがみ込んだ。

　無言のライルに、イルザは泣きそうな顔をさらに歪める。

「ライル先生……」

「…………ライル様、イルザ様をお願いします…………この方は……」

「分かっています」

　虫の息の老執事に、ライルはしっかりと頷うなずいた。

「あなたの言いたい事は分かっています。ですから安心して下さい。イルザの身分が何であれ、彼女を見捨てる事はしません」

「…………感謝いたします……」

「イルザ。ゼバスティアンさんの言葉を聞いてあげるんだ」

　ライルは言った。

「それが、君の務めだ」

「先生……」

「……ありがとうございますライル様…………イルザ様……あなた様の御お母はは君ぎみをお護まもり出来なかった事、このゼバスティアン、なんら申し開き出来ません……七年前、わたしが御母君を護れぬばかりにイルザ様は妖あやしの力に目覚め、こうして狭いお屋敷に閉じ込める事に……申し訳ございませぬ……」

「ゼバスティアン！　わたしはそんなこと……！」

「……生き恥はじを晒さらし続けましたが……この命をあなた様の為ために使えた事、死者の館ヴアルハラで自じ慢まんいたします……………………」

　ふっ、と蝋ろう燭そくの火が消えるように息を引き取った老執事の両目を、ライルは静かに閉じようとする。だがその手を、小さな手がそっと遮さえぎった。

「……それは、わたしの仕事、です」

　イルザは気き丈じように言うと、震ふるえる手でゼバスティアンの両目を閉じた。もうそれきり瞼まぶたを開くことのない老執事の顔をじっと見つめ、イルザはぎゅっと唇くちびるを噛み締めた。

　出来る事ならば存分に泣かせてやりたいが、残念ながら猶ゆう予よはここまでだろう。ライルはイルザを立たせると、後ろで見守っていた二人に向き直った。

「マリーア、ルーナリア。イルザを頼める？　隠し通路を戻って、彼女を逃がしてあげて欲ほしい」

「いいけど……ライルはどうするの？」

「これ以上、イルザを悲しませたくない」

　ライルは懐ふところから琥こ珀はくを取り出して告げた。

「グレイザーさんを助けに行く。もしいるなら、息のある人も助けないと」

「ライル先生……」

　自分を見上げてくるイルザに、ライルは安心させるように微笑み掛けた。

「言ったろ？　僕は君の味方だって。きっとグレイザー――ツェツィーリアさんを助けて戻る。……マリーア、悪いけど君のアパルトメントで合流、って事で良い？」

「……まぁ、この場合断れないわね」

　複雑な表情のマリーアにイルザを受け渡すと、ライルは寝室を出て行こうとする。その背に、ルーナリアが待ったを掛ける。

「ライルさま！　私も一緒に行きます！」

「ルーナリアはマリーアと一緒にイルザを守って。相手が魔ま術じゆつ師しか幻想種なら、対処できる方法なり知識を持ってる者が必要だ」

　ライルの理屈は正しく、ルーナリアはぐっと言葉に詰つまる。その隙すきにライルは外がい套とうの裾すそを翻ひるがえして去って行った。

「――行くわよ、ルーナリア」

「しかし……」

　ルーナリアは硬い表情で逡巡する。イルザも不安な面持ちだ。

　そんな二人に、マリーアは若じやつ干かん口くち惜おしげな顔を向けて言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。本気になったライルはスゴイから……ちょっと怖こわいくらいに、ね」




　厩舎の隠し通路から寝室へ至ったツェツィーリアは、返り血に濡ぬれたイルザと、致命傷を負ったゼバスティアンを見てすぐさま飛び出した。

　――我わが主あるじと、我が恩師を！　絶対に許さん！

　侵入者――襲撃者たちは一階の踊おどり場ばで殺さつ戮りくの限りを尽くしていた。

　五人の襲撃者たちはその両眼に黄たそ昏がれ色いろの光を爛らん々らんと燈していた。イルザの右目と同じ色合いの光だったが、その獰どう猛もうさたるや血に飢えた狼の如しだ。

　ツェツィーリアに先んじて加勢に向かった馬車の御者役の男も、長身の女にゴキリと頸けい骨こつをへし折られて床ゆかに――血の海に転がる。

「貴様らぁぁああああああああッ！」

　ツェツィーリアはサーベルを引き抜き襲撃者たちに斬り掛かった。階段から身を躍おどらせると、一味の首しゆ魁かいらしき長身の女の頭上から唐から竹たけ割わりの一撃を加える。

「ぬッ！」

　長身の女は腕うでを振ふるって迎撃した。人の物とは思えぬ鋭するどい爪が火花を散らして刃を弾はじく。

「まだいたか！　だが一人増えたところで――！」

「雄々ぉぉおおおおおおおおっ！」

　返す刃でさらに斬り付ける。弾かれてもさらに、さらに迅はやく。

「ぬっうッ！」

　敵には何も与あたえるな。相手の選せん択たく肢しを殺せ。

　迅は速やさを武器にツェツィーリアは攻せめ立たてる。

「ッ――舐なめるなっ！」

　長身の女が力を込めて爪を振るった。こちらの剣けんが大きく弾かれるが――態勢はあちらが不利だ。

　ツェツィーリアは腰こしのベルトから拳銃を抜ぬき出だし、ガラ空きの腹へ無造作に引き金を引いた。

「ぐっ――ははっ！　そう来るよなァ！」

「！」

　琥珀の瞳を輝かせ、敵は銃撃に耐えて無理やり体当たりをかましてきた。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げき。受け身など関係なく横よこ滑すべりに壁まで弾き飛ばされる。

「くっ、う――！」

　サーベルを床に突つき立たてて身を起こそうとするが、眼前の床の赤さに言葉を失う。それどころか、内ハラ臓ワタをぶちまけられた猛もう烈れつな悪臭が――

「ッ――げぇええっ！　ごほっごほっうっ――うううう…………」

　怒りで意識から除外されていた濃のう密みつな〝死の臭におい〟が押し寄せ、ツェツィーリアはたまらずに吐はいた。盛大に胃の中身がぶちまけられるが、その程度は最も早はや芳かんばしい。全身、軍服から焼けた真しん鍮ちゆう色いろの髪かみまでが血ち塗まみれで、その臭いでさらに噎むせながら、ツェツィーリアは鈍色の瞳を歪ませた。

「――初うい陣じんか、小こ娘むすめ？」

　仲間たちの血と自分の反へ吐どに塗れたツェツィーリアを、長身の女が見下ろして言った。

「だが、誇ほこれ。キサマの闘ワ技ザは大したものだ。才もあるが、師に恵まれたようだな……もしや、あの老人の弟で子しか？　卓たく越えつした剣技で手こずらせてくれたが」

　長身の女は、自分の左肩を示して見せた。大きな傷があったが、すでに塞ふさがりかけている。先ほどツェツィーリアが食らわせた銃創も、再生した肉が銃弾を押し出していた。

「幼き主に気を取られて我が爪を食らったが、正直惜おしい。もっと血を滾たぎらせて後に決着を付けたかったのだが…………？」

　何かに気付いた顔で、長身の女は屋敷の外へ目をやった。

「……馬車が逃にげて行くな。来る者は拒まなかったが、出て行く者は許せん。あの『先祖還りアタヴイスム』に逃げられては、あの女との契けい約やくに不ケ備チが付く」

　逃げて行く馬車。あるとすればそれは、イルザが逃げ延びる為のものに他なるまい。

「ワタシが追う。オマエたちはこの屋敷を総ざらいしろ。一人も残すな」

「よろしいので？」

「我らの強さと恐怖を語る者は不要。この光景がすべてを語ってくれる」

「――御意」

「ま、て……」

　ツェツィーリアは取り落とした剣と銃を手に立ち上がった。

「行かせぬ……イルザ様の元には！」

　背を向けた女に斬り掛かる。敵とはいえ背に刃を振ふり下おろすなど卑ひ劣れつ漢かんの行為だが、ツェツィーリアも必死だった。だがその剣は、割り込んできた男たちによって受け止められる。

「――さらばだ、小娘」

　長身の女は疾しつ風ぷうの如く屋敷の外へ駆けて行く。ツェツィーリアはそれを見送る事しか出来ず歯は軋ぎしりした。

「これ以上は猛たけるな、少女よ。穏おだやかに、安らかな死を受け入れよ」

「死ぬのも安らかなのも断る！　イルザ様を残し、どうして穏やかでいられるか!?」

「なら残念だが――苦しみを受け入れてもらおう」

　襲撃者の男が爪を振るって剣を弾く。今度は黄昏の光を放つ眼球に銃口を向けるが、それも手首を掴まれ失敗する。

　掴まれた左手首を支点に、ツェツィーリアの身体が宙を舞った。子供のように振り回され、腕が抜ける間際で大きく投げ飛ばされる。

「がっ、あ――」

　背中から壁に叩たたき付けられ息が詰まる。衝撃に痙けい攣れんする肺が回復する間もなく、四人の襲撃者たちが襲いかかった。

『さらばだ！』

　覚悟を決める間もない。ツェツィーリアは迫りくる死を、やけにゆっくりと流れる時間の中で見つめ――故ゆえに、突如起こった事態をつぶさに見届けた。

　ツェツィーリアと襲撃者たちの間に、小さな炎ほのおが投げ込まれた。マッチだ。

　突然降って来た火に怪訝な顔をするものの、問題なしと突撃する襲撃者。その一人の身体にマッチが当たり――刹せつ那な、小指の先ほどの小さな火が、巨きよ大だいな火球となって一気に燃え上がった。

「ごっ――あぐぁああああ！」

　火に巻かれた襲撃者が床を転がる。他の三名も突然の事態に動きを停めた。

　間かん一いつ髪ぱつで死の腕が遠ざけられたツェツィーリアだが、混乱具合なら彼女が一番だったかも知れない。いったい何が起こったのか――その答えは頭上から、黒い外套を翻して降って来た。

「…………バルトシュタイン……どの？」

　何な故ぜかこの時、自分より低い少年の背が、幼き日に見た父の背のように頼もしく見えた。

「何者か！」

「こちらの名を問う前に、そちらが名乗るべきではありませんか？『牙の血族フアングツアーン』の方々？」

　ライルの平静な声に、襲撃者たちが狼ろう狽ばいしたように肩かたを震わした。

「……貴様、魔術師か」

「ええ」

「……魔術師がまだ人の世で生き残っていたとはな。若き魔術師よ、我らは此こ処こより遥はるか北東に棲すまいし『牙の血族』の郎党である。人の世に在って我らと近しき幻想の徒よ、我らの無礼はお詫わびする。だが、ここは黙だまって立ち去って頂けないか？」

「そうはいきません。あなたたちは僕ぼくの大切な人々を傷付け、今もまた傷付けようとしている。いかなる理由があろうと、これを見過ごすことはできません」

「……残念だ、若き魔術師」

　交こう渉しよう決けつ裂れつと見て、牙の血族たちの目に魔力励起光が瞬まばたく。火に塗れていた男も、憤然たる殺気を散らして立ち上がった。

　ライルは言葉を発し終えるや否いなや後ろに飛び退き、突然の事態に固まっていたツェツィーリアの身体を抱かかえ、脱だつ兎との勢いで逃げ出した。

「なっ、こっ――」

「イルザは無事です。信しん頼らい出来る人たちに預けました。安全な場所に移動してる最中です」

　よりによって『お姫ひめ様さま抱っこ』されて戸と惑まどうツェツィーリアとは裏腹に、ライルは至極落ち着いていた。追ってくる四人の牙の血族たちとの距離を冷静に測りつつ、ヴァイスブルグ邸の中を駆け巡る。

「こ、こんな力が何ど処こに……」

「魔ま術じゆつによる一時的な肉体強化です。こんな裏技を使わなかったら、こんな風にグレイザーさんを抱えるなんてできませんよ」

「さ、さりげなく自分が重いような言い方をするな！」

　ツェツィーリアは顔を赤くする。死の窮きゆう地ちから脱した反動か、自分の有り様に火が出る思いだった。血塗れの上に自分の吐と瀉しや物ぶつに塗れていて、それを男性に抱えられているのだ。

「それもよりによって、こんな軟なん弱じやくな男に……！」

「僕への文句はいいですから、追っ手との距離を測ってくれます？」

　自分の慌てようとは裏腹に平静なライルに、ツェツィーリアは悔しげに歯軋りしながら首を捻った。背後には黄昏の光を燈す追手が、四人の誰も欠ける事なく追尾している。

「このままでは追い付かれる！」

「分かってます。僕の強化はじきに解けます。あっちもそれを理解しているから無理をせず追尾に集中している。とても合理的な狩人の思考ですね」

「褒ほめてる場合か！　それなら、先ほどのように火球を使って一気に黒くろ焦こげに――」

「それは無理です。移動していては使えない手ですから」

「なら雷かみなりを撃つなり風を起こすなりして吹き飛ばせ！」

「無茶言わないでください」

「魔術師なのだろうがっ！」

「魔術は、基本的に法則の誤ご魔ま化かしです。だから法則そのものを理解していないと効果的な〝魔ま法ほう〟は構築できず、その誤魔化しにも制約がある。例えばさっきみたいに空気中の酸素濃度を変移させるのは仕事エネルギー量的に簡単な部類ですが、強烈な静電気を起こしたり台風みたいな気圧差をつくるなんていうのは書き換える数値も膨大なので――」

「ていっ！」

「痛っ！　なんで殴られるんですか僕っ？」

「五う月る蠅さい！　自分は難しい話は苦手なんだ！　もっと簡単に言え！」

「……要するに魔術は、一を十にしたり十を一にすることは出来ても、無から一を造ったり一を無にするなんて事は出来ないんです」

「要するに小手先だけの役立たずという事か！」

　小難しい理屈を並べ立てた末の結論がそれかと、ツェツィーリアは眦まなじりを吊つり上あげた。

「まぁ、小手先だけでも結構何とかなるものですよ。グレイザーさん、銃弾はありますか？」

「……あるが、肝心の銃がどこかへ行ってしまった」

「当てる必要なんてありません。火薬が欲しいだけです」

　ライルの平静な表情に、ツェツィーリアはにわかに胸むな騒さわぎを覚えた。




「……じきに足が止まる。その時一いつ斉せいにし掛けるぞ」

　大おお柄がらな牙の血族の言に、残りの男たちも頷いた。

　牙の血族の保有する〝魔法〟は、己おのが肉体の強化と操作。それは習得技術ではなく、彼らの身体に生まれながらに備わったものだ。後付けの業わざとして魔術を使う『魔法使い』とは、所しよ詮せん持続力が違ちがう。

　さらに、狼おおかみのごとき鼻と眼、耳をもつ彼らにとって、不意打ちさえ食らわなければ敵の動きも位置も把握するのは容易たやすい。

「――――？」

　二階に上がった廊ろう下かの隅で。魔術師の少年が軍服姿の少女から受け取った何かを投げ付けた。牙の血族たちの優すぐれた視力は、それが銃弾だと即そく座ざに見抜いた。

　投げ付けられた鉛玉などなんの脅威もないが、彼らは念のためにとすべて避ける。身体に掠かすらせもしない――が、彼らはライルが仕し掛かけた『本当の攻こう撃げき』に鼻白んだ。

「ぐっ――な、なんだ、この臭いは！」

　強烈な刺し激げき臭しゆうに鼻が曲がる。

　彼らもツェツィーリアも理解できないが、ライルは火薬の混合物から、硫黄いおうだけをより分けてガス化したのだ。さらに悪あく辣らつなことに、硝しよう酸さんからアンモニアまで生成させていた。この場でライルだけが、火薬の組成とその成り立ちを正確に把握していた。

「ぐっ、この……」

　利かなくなった鼻に苛いら立だつ彼らの前で、ツェツィーリアを抱えたライルがこちらに突っ込んでくる。手にはマッチが握られており、すでに火も灯っているそれが投げ付けられる。

　先ほどの火球もあって、牙きばの血族たちは慌あわてて距離を取って道を空けた。その合間を、悠ゆう々ゆうと通り抜けながら、

「――意外と臆病ですね」

　ライルはそのまま駆け抜けていった。マッチの火は、床に落ちてすぐに燃え尽きる。

「……ハッタリか。舐めおってからに……！」

　鼻をやられ悪いた戯ずらの如き手で欺あざむかれ、彼らの眼に激しい怒りが燈った。一階へ駆け下りて行くライルを、遮しや二に無む二に追いかける。先ほどの踊り場に戻もどって来ると、すでに魔術師の少年と軍装の少女の姿はなかった。

　どこかに隠かくれたのか――だが鼻が使えなく、どうにも位置がつかめない。物音を捉とらえようと立てた彼らの耳に、それを察しているように落ち着いた声が届く。

「――犬だってもう少し役に立つのに、お粗末な鼻と耳ですね」

「……その挑発、必ず後こう悔かいするぞ！」

　声の聞こえた屋や敷しきの奥へ突進する。テーブルのひっくり返った食堂を抜けて調理場へ。扉とびらを蹴り破る勢いで突入した調理場の床には、即席で作ったらしい罠わな――刃を上に向けて固定された無数の包丁が。

「小こ賢ざかしいぞ！」

　ガシャンと蹴り退け、四人の目は半開きの奥のドアを捉える。食しよく糧りよう貯蔵庫らしい薄暗い室内には小麦粉の袋ふくろや野菜が積まれていた。隠れるには最適だが、外に通じるドアから月明かりが漏もれている。

　牙の血族たちは外へ飛び出した。少女を抱だいた少年が林へ逃げ込もうとする後ろ姿に、彼らは獰猛さを超え残ざん虐ぎやくな笑えみを浮かべる。

　森や林は彼らの独壇場だ。鼻が利かなくとも、逃がすことはない。

　林の中へ逃げ込んだ不ふ埒らちな魔術師を追う。迫せまって来る脅威に焦っているのか、相手はジグザグに木々の間を駆け抜けて巻こうとするが、

「それこそ小細工！　それでは力も続くまい！」

　案の定、魔術師の少年は肉体強化の魔術の効果が切れたか、がくりと膝ひざを突いた。抱いていた軍装の少女が慌てて肩を貸すが、もう逃げられる距きよ離りではない。

「終わりだ！　小賢しい魔術師が！」

　四人の牙の血族たちは牙を剥むき襲おそい掛かかった。生きたままハラワタを引ひき摺ずり出さんと餓が狼ろうの如く襲いかかり――突如、獲物ライルの手前の地面が抜け落ちた。

「なっ――」

　落とし穴？　だがそんなものを用意する暇ひまはなかったハズ――いや、これは……

「……不覚！　林の罠を失念していた！」

　そもそもヴァイスブルグ邸ていへ攻め入る際に警けい戒かいしていたものだ。だが、魔術師の少年の迷いない逃げ足に、ついつい存在を忘れていた。

「だが、こんな穴すぐに……」

　よじ登ろうと上を向むいた彼らの眼に、白い粉が降って来た。今度は眼め潰つぶしかと警戒するが、それはとくに刺激のあるものではなく、ごく普ふ通つうの――

「――小麦粉？」

　いったい何のつもりだと白くけぶる中を見上げるが、そこにさっきまでの闘争劇でお馴な染じみになったマッチが投げ込まれ――

『！』

　突如大爆発が起き、牙の血族たち四人は問答無用の衝撃を全身に受け、動けないままに生き埋めになった。




「……上う手まくいったみたいですね」

　魔術の反動で疲つかれた声を出すライルは、崩れた落とし穴を覗のぞきこんで胸を撫で下ろした。

「死んではいないようですけど、しばらくはこのまま埋うまっておいてもらいましょう。さすがにこんな逃げ場のない場所で爆発の衝撃を受けたら、内臓の方も深刻なはず。どんな優れた回復力があっても、すぐには回復できないでしょう」

「…………」

　ライルに肩を貸すツェツィーリアの方は、言葉もなかった。

　逃げまわる間にいろいろと不可思議な行動を取り、いったい何の意図があるかと首を捻ひねっていたが、終わってみればすべて計算通りだった。敵の鼻を潰したのも、おちょくって挑ちよう発はつしたのも、貯蔵庫で小麦粉の袋を失敬したのも、林の中に逃げ込んだのも。

「……知っていたのですか？」

「はい？」

「この林の罠の事です！　貴公に調べる暇などなかった筈はずだ！」

　それは、これまでの送おくり迎むかえで監かん視ししていたツェツィーリアが一番よく知っている。

「調べてはいないけど、きっとこの林に罠が仕掛けてあると思ってました。イルザを護るためには当然の処置だろうし」

「だとしても……この落とし穴は？　それに、ここに来るまでの罠も――」

「見ればだいたい分かります」

「み、見ればって――」

「子供のころ、よく作らされたから。落とし穴とか宙吊りとか、そういうのをいろいろと」

「…………」

　あまりに平然と語られる科白せりふに、ツェツィーリアは今度こそ絶句した。プロの工兵の罠を子供の悪戯と同列に扱うとは、いったいどんな悪辣な細工をする子供だったのか。

（……いや、それとも…………逆、なのか？）

　この少年にとって、子供の悪戯も熟練兵士の罠も同列なのではないのか。子供の落書きも大画家の名画も、はるか高みから見下ろせば区別など付かないように……

　ツェツィーリアが声もなく戦せん慄りつしていると、疲ひ労ろうに慣れてきたらしいライルは借りていた肩から下りて首を巡らした。

「……じゃ、行きましょう」

「い、行くって……？」

「もちろんイルザの所です。襲しゆう撃げき者しやはまだ居たんでしょう？　まだ、終わりじゃない」

　鮮あざやかな手並みに呆けていたツェツィーリアは、その言葉でようやく我を取とり戻もどした。

「……マリーアもルーナリアも、とても強いから大丈夫だとは思うけど……」

　心底心配そうな顔をするライルを、ツェツィーリアはどう評すべきものかと複雑な顔で見み詰つめていた。




※　※　※




　ライルの頼たのみでイルザを預かったマリーアとルーナリアは、小さな少女を連れてミラの待つ馬車の元へ戻った。すぐさま馬車は出発し、ヴァイスブルグ邸に背を向けた。

　隣となり合って座すわったマリーアとルーナリアは、向かいに座った宝石のような容貌をもった幼女を、曰いわく言い難がたい目付きで観察していた。

　二人とも、ライルの家庭教師先の生徒を見るのはこれが初めてである。断片的な情報はライルから聞いていたが、

（……きっれーな子ね）

（……綺き麗れいな女の子です）

　二人とも、思わず感心してしまう。

　そのイルザは、泣き顔を見せなかった。その幼さに似合わぬ気丈さに、少女たちはさらに感心した。

「――名乗るのが遅おくれて申し訳ありません。わたしはイルザ。イルザ……イルザ・ヴァイスブルグ。ライル・バルトシュタイン先生の教えを受けている者です」

　イルザは深々と頭を下げた。顔を上げると、イルザはまずマリーアに向かい合った。

「あなたがマリーア・ハイライン殿どのですね？」

「……あたしをご存じで？」

「先生から伺うかがっています。炎のように燃える赤しやく銅どう色いろの長ちよう髪はつに、強い意志を宿した翡ひ翠すいの瞳ひとみ。行動力と決断力を備えた才色兼備の女じよ傑けつであると。お互たがいをよく知った幼おさな馴な染じみというだけでなく、その強くしなやかな在り方にはいつも尊敬し、自分が知る限りもっとも頼たよりにする人物だと申していました」

「……それをライルが？」

「ベタ褒ぼめでした」

「…………うへへ……」

　滔とう々とうと流れ出した美辞麗れい句くがライルから語られたものと知り、マリーアは相好を崩くずした。

「そしてあなたが、ルーナリア・ネブラブルート殿」

　無表情のルーナリアが、イルザの視線を受けて小首を傾かしげた。

「……私のことも、ライルさまから？」

「はい。月光を溶かし込んだような蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつに、汚れのない淡あわ雪ゆきの白しら肌はだ。その外見と表情とは裏腹に、とても多感で感情豊かで、なにより頑張り屋だと。秘書の仕事も、おかげでずいぶん捗はかどっていて、自分が家庭教師をする余よ裕ゆうがあるのもルーナリア殿のお陰かげだ、と先生は仰おつしやっていました」

「…………そう、そうですか……」

　どこを見てるか分からぬ無表情で、夢見心ごこ地ちにぼんやりするルーナリア。

　かなり重ヘ大ビ事ーな状況が進行中だというのに、二人の少女はどこかのお花畑で呆ほうけた様子だった。そんな彼女らの気を引ひき締しめるように、ミラが仕切り窓を開けて呼び掛けた。

「……お嬢じようさま」

　ミラの緊迫した呼び掛けに、さすがにマリーアも仕切り窓から緊きん張ちようした顔を覗かせた。

「どうしたの？」

「前方に人ひと影かげが」

　見れば、林に囲まれた道の真ん中に佇ちよ立りつする人影が、朧おぼろな月明かりに照らされていた。

「――いかがします？」

「まっすぐ突っ込んで」

　一片の迷いなくマリーアは言った。

「あれだけ自信満々につっ立ってて、こっちが見えてないワケないでしょう。――構わず跳はね飛とばして」

「――了りよう解かいしました」

　まったく同意見だったので、ミラは容よう赦しやなく速度を上げた。

　人影との距離は殺人的な速度で縮まってゆく。音を立て迫って来る二頭立ての馬車に、人影――長身の女はやけに長い犬歯を剥いて笑い、その両腕を持ち上げた。

「――カァァァアアアッ！」

　長身の女は逃げも隠れもせず、疾しつ走そうする馬車と真正面から相対した。持ち上げた両腕で二頭の馬の首をそれぞれ掴つかみ、両足を踏ん張る。両足を地面にめり込ませて圧倒的な重量差を物ともせずに受け止め、そのまま力任せに二頭の馬をぶん投げた。

「掴まってぇぇえええええっ！」

　ミラは必死の形相で叫さけんだ。横倒しになった馬に引きずられ、馬車は慣性のままに横倒しになる。手た綱づなを握にぎり続つづけていたミラは御ぎよ者しや席せきを投げ出され、勢いよく地面に叩き付けられた。

「ぐっ、う！」

　脇腹を押おさえて呻うめくミラを、身一つで馬車を受け止めた女が感心したように見下ろした。

「ほぅ……とっさに頭をかばうとは見上げたものだ。猫ねこみたいだな。だが人間は猫にはなれん」

　長身の女――アンゲリカは、倒れ伏したミラを放って横倒しになった馬車に近寄った。

「……ぬぉう!?」

　客車内から撃たれた銃弾――額を狙ねらった頭撃ちヘツドシヨツトを、アンゲリカは胸を逸そらして間一髪かわした。

「すばしっこいヤツ！」

　ドレスの裾も露あらわにドアを蹴り開け、拳けん銃じゆうを構えたマリーアが飛び出した。

「大人しくしろ大女っ！」

　今度は腰に構えた連射。回転式拳銃の残弾すべて、アンゲリカの胴体に命中した。

「やっ――」

「痛いぞっ！　この赤女っ！」

　怒いかりに琥こ珀はく眼がんを輝かし、アンゲリカは唸うなった。

「こいつ――幻想種フアンタズマってヤツか！」

「くそっ！　傷が集中して抉れてるじゃないか！　治りが遅おそいぞ！」

　腹を押さえたアンゲリカが呻く。その程度で済むのかと、マリーアは戦慄しながらも呆れ顔をつくった。

「ああっ、もう！　だから拳銃はなまっちょろくて好きになれないのよ！」

　撃ち尽くした拳銃を捨て、マリーアはもう一丁、胸の谷間に突っ込んでいた拳銃を抜ぬき出だした。が、構えるより先に近寄ったアンゲリカに、銃ごと右手を掴み上げられる。

「いっつぅ――！」

「この赤女……舐めた真ま似ねを」

「うるさい大女っ！」

　長身のアンゲリカに吊り上げられながら、マリーアは口汚く罵ののしった。

「ウチのメイド傷付けて、黙ってられると思うのか！　ひっこめこのデカ女！　ウドの大木！　腹筋割れてて気持ち悪いのよ！」

「だまれ！　ニワトリみたいな色の頭をして囀さえずるな赤女！」

　低レベルな口くち喧げん嘩かをはじめる赤女マリーアと大女アンゲリカ。その隙すきに、予あらかじめ決めた打ち合わせ通り、ルーナリアがイルザを抱えて馬車を離はなれた。

「！　しま――」

「頼んだわよルーナリア！」

　ルーナリアもまた琥珀眼を輝かせ、自身の周りに魔ま性しようの『霧きり』を発していた。その『霧』で滑すべるように移動する〝霧踏み〟と呼ぶべき高速歩法で、すみやかにその場を離れる。

「……待っていて下さい、マリーア。イルザさんを隠したらすぐに――」

　すぐに戻る。そう言おうとしたルーナリアの足が唐とう突とつに滑る。視界の天地が回る中、ルーナリアはかろうじてイルザを抱えて衝撃から守った。

「ぐっ……な、なぜ急に」

　起き上がると、周囲が濃密な霧に包まれていた。自然のものでも、ましてやルーナリアのものでもない。

「これは――」

「――本当に、運命の女め神がみは意地が悪い」

　戦慄するルーナリアの視線に応じたか、目の前の『霧』がカーテンのように引かれて道を作った。その道を、喪も服ふくのような漆しつ黒こくの衣装を纏まとい、ヴェール付きの帽ぼう子しを被かぶった一人の貴婦人が、ゆっくりと歩いてきた。

「……あなたが関かかわるなんてね、ルナ」

　聞き覚えがある――あり過ぎるその声に、普ふ段だんは無表情のルーナリアの顔が、困こん惑わくと拒絶で盛大に歪ゆがんだ。

「……そんな……」

「アンゲリカ。しっかりしてもらわねば困ります」

　呆然とするルーナリアを捨て置いて投なげ掛けられた黒衣の貴婦人の言葉に、マリーアを吊り下げたままのアンゲリカが鼻を鳴らした。

「ふんっ。これは貴様の落ち度でもあるのではないか？　なぜ貴様以外滅ほろんだ筈はずの霧の血族ネブラブルートが、こんな所にいる？」

「……わたしも、つい最近知ったことよ」

　そう言って、黒衣の女がヴェールに包まれた顔をルーナリアに向けた。

「……そん、な……ヴィラージェ、姉様……？」

「その娘むすめを渡わたしなさい、ルナ」

　イルザを指差し、黒衣の貴婦人ことヴィラージェ・ネブラブルートは妹に命令した。いまだかつて聞いた事のない姉の氷のような声に、ルーナリアはびくりと身を竦すくませる。

「そ、それは……」

「私に逆らうの、ルナ？」

　すっと手を掲げたヴィラージェに、周囲の『霧』が反応して蠢うごめく。

「駄々はよしてね。わたしも、あなたまで殺したくなんてないのよ？」

「…………」

　もはや言葉もなく、ルーナリアはただただ立たち尽つくした。

「……もう、いいです。二人とも、もういいです」

　無言になった霧の結界の中、真っ先に声を上げたのはイルザだった。力を失ったルーナリアの手を解くと、幼い童女は黒衣の女に正面から向き直った。

「――これ以上、わたしの目の前で傷付く人を見たくありません。わたしが目的だというのならおとなしく従います。その代わり、こちらの方々にこれ以上の危害を加えないでください」

　毅き然ぜんとしたその声に、呆ぼう然ぜんとしていたルーナリアが息を呑のみ、吊り下げられたままのマリーアが舌打ちした。襲撃者たるアンゲリカはほぅと感心し、ヴェールを上げたヴィラージェは恭うやうやしくその場に膝を突く。

「……あなた様が抵抗しないのであれば、わたしたちも無益な殺せつ生しようは控ひかえましょう」

「ならば、連れて行きなさい」

「……お言葉のままに」

　イルザの言葉に頷うなずくと、ヴィラージェは立ち上がって『霧』に道をつくった。

「……お世話になったと、ライル先生に伝えて下さい。先生と過ごした時間は、わたしの短い人生でも格別なものであった、と」

「「………」」

　言葉を失ったマリーアとルーナリアにそう告げると、イルザは堂々とした足取りで『霧』の道を歩いて行った。ヴィラージェが後に続き、二人の姿は霧に消えた。

「……命拾いしたな。せいぜい、その拾った命を噛み締めろ」

　マリーアを乱暴に放り出し、アンゲリカは不ふ機き嫌げんそうに言って跳ちよう躍やくし『霧』にまぎれた。

　やがて、白い闇やみもかくやと蠢いていた『霧』が、幻まぼろしのように吹き消える。長身の美女も黒衣の貴婦人も、宝石のような美しい童女も、影かげも形も消えていた。

「…………ちくしょう」

　あとに残されたのは打ちひしがれた少女たち。そんな彼かの女じよらを嘲あざ笑わらうように、漆しつ黒こくの暗天から遠えん雷らいが響ひびいた。







五章　魔ま女じよの釜かま







　牙の血族フアングツアーンを無力化し、ヴァイスブルグ邸の馬車を使い合流しようとしたライルとツェツィーリアが発見したのは、横倒しになった馬車と痛め付けられた少女たちだった。何があったのかは、それだけで知れた。

　馬車はそのままにしてヴァイスブルグ邸へ戻る。ライルが先ず行ったのは、遺体の整理だった。外に放置されたものにはシーツを掛け、屋内のものは一か所へまとめた。簡単ではあるが、せめてもの死者への敬意だった。

　二十二人の遺体を黙々と片付け、比ひ較かく的てき無事だった居間へ戻ると、四人の少女たちはいまだ打ちひしがれて黙り込んでいた。

「――面目ないわ……」

　マリーアが沈しずんだ声で謝った。脇腹を押さえたミラも沈ちん痛つうな面おも持もちだ。

　ライルはちらりといまだ一言も喋しやべらないルーナリアに目を向ける。彼女はライルの視線にも気付かず、握り締めた両手に目を落としていた。

「――とにかく、だ」

　ライルがぱんっと手を叩くと、部屋の視線が集中した。

「解決を待たず過去を振ふり返かえるのは反省じゃなくて後悔だ。これからの事を考えよう」

「……簡単に言われますが……」

　今すぐ自決しかねないほど追い詰められた表情のツェツィーリアが口を開いた。

「……状じよう況きようが分かっていて言っておられるのですか？」

「僕に分かるのは、僕の可愛かわいい生徒が誘ゆう拐かいされて、今日が彼女の誕生日だって事だ。何とか今夜中に助け出さないとあんまりだ」

「何を呑のん気きな！」

「それならツェツィーリア・グレイザー……あなたの口から説明してもらえますか？」

　思わず立ち上がったツェツィーリアが、ライルの問とい掛かけに言葉が詰つまる。他にも物言いたげな視線が投げ掛けられ、ツェツィーリアは渋しぶ々しぶと話しはじめた。

「……まず最初に断っておきますが、これから話す事は他言無用に願います。これは国家の一大事です。イルザ様の本当の御ご身み分ぶんは――」

「あ、彼女が第一王子の御長女であられるイルザ殿でん下かだっていうのは端はし折よっていいよ」

「なっ――」

　あっさり飛び出た問題発言に、ツェツィーリアは言葉を失った。他の少女たちも同様だったが、唯ゆい一いつマリーアだけが苦々しい顔をしていた。

「……マリーアは知っていたのですか？」

　ルーナリアの呆然とした問い掛けに、マリーアは不承不承頷いた。

「まぁ……なんとなくワケありなのだとは思っていたわ。ここんとこ第一王子殿下との会談も多かったから世間話のついでに『家庭教師要いりませんか？』って訊きいてはみたんだけど……意外に大だい胆たんだったわね、あの熊くまさん王子。七年も隠してきた自分の娘をあっさりと外部の人間に紹しよう介かいするとは」

　マリーアは不敬ギリギリの暴言を吐いたが、ツェツィーリアはそれを聞き咎とがめることも忘れて目を見み開ひらいていた。

「……さ、察しておられたのですか……？」

「まあ、ね。考える為ための情報ピースはいっぱいあったし」

　と、ライルは誇るでもなく頷いた。

「例えば『白亜の城壁ヴアイスブルグ』なんて、そのままイルゼシュタイン王城の別名だ。偽名にしても王族に由来のものを、って考えたんでしょ？」

「え、ええ……」

「それにゼバスティアンさんは、数年前まで王室近衛隊の隊長だったゼバスティアン・ギルト中佐なんでしょ？　グレイザーさんは、同じく数年前まで近衛隊副隊長だったレオン・グレイザー少佐の娘さんなんじゃない？」

「な、なぜそんな事まで……」

「軍人白書で読んだ。記き憶おく力りよくにはちょっと自信があるんだ」

「き、記憶力って……将校だけで何百人いると……」

「そんな人たちが密ひそかに護まもってるんだから、イルザが王族関係者だと考えるのは簡単だ。ちなみに確信したのはイルザの父上――ベルンハルト殿下とお会いした時だ。あんな仮面を被って『ハルト』なんて分かりやすい偽名を使われたら、察しが付かない方が難しい。……もっとも、あれはけっこう確信犯的だったようだけど」

「…………」

　ツェツィーリアは呆然を通とおり越こし、心こころ奪うばわれたようにライルの顔を見詰めていた。

　――この男……いえ、この方は……！

　正直、ツェツィーリアは心の中でいつもライルを嘲あざけっていた。秘密を知る者特有の優越感といえばそれまでだが、何も知らずになんとも平和ボケした顔をする少年だ、と。

　だが、その太平楽とした印象は、事情を呑み込んだ上での事だったのだ。察しつつ、あえて何も訊かず黙っていた。何てことないようではあるが、一番難しい事だ。

　この少年は好こう奇き心しんを制せい御ぎよする術を知っている、高潔な精神の持ち主だ。

「――ライル・バルトシュタイン殿」

　ツェツィーリアはこれまでのライルに対する反感を捨て去り額を擦こすり付つけた。

　先ほどは撃退の手際と平静な態度に恐怖を覚えたものの、その根底にあるものをこうして目まの当あたりにすれば、いま頼りにすべき人物は彼かれをおいて他にないのは明白だった。

「これまでの非礼の数々、お詫わび致いたします。そして厚かましくも、お願いが御ご座ざいます。どうか、イルザ様を――イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタイン殿下の救出に御助力下さい」

「やめて下さい！　そんな風に頭を下げるのは！」

　床ゆかに額を擦り付けるツェツィーリアに、ライルは慌てて頭を上げるよう促うながした。だが、ツェツィーリアは許しを乞こうように焼けた真しん鍮ちゆう色いろの髪かみを向けたままだ。

「どうか、どうか――この願いが叶った暁あかつきには、如い何かなるご要望にも全身全ぜん霊れい応こたえる所存です。どうか御助力を――どうか！」

「やめて下さいったら！　僕は初めからそのつもりなんですから！」

「本当ですか！」

　がばっと顔を上げたツェツィーリアに、ライルは何をいまさらと少し呆あきれた顔で頷いた。

「イルザは、僕の生徒です。教師が生徒を助けるのは当然の事です」

　事もなげに語るライル。当然の理屈を当然のことと実行する静かな決意に満ちた表情に、ツェツィーリアはようやく安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。

　――が、

「冗じよう談だんじゃないわ」

　音もなく付き付けられた銃口に、ツェツィーリアは身を強こわ張ばらせ、ライルは目を見張って銃の主を見詰めた。

「マリーア……」

　銃を構えたマリーアは、厄やつ介かいな荷物を抱えたように忌いま々いましい顔をしていた。

「…………悪いけど、この騒動が終わるまで大人しくしてもらうわ」

「……マリーア！」

「お嬢さま……！」

　突とつ然ぜんの凶行にルーナリアとミラがマリーアを呼ぶが、マリーアは小揺るぎもしない。

「冗談じゃないわ。人外の化物だけでも頭が痛いのに、これは正しよう真しん正しよう銘めいの政治闘争――それも次期王位継承者同士の暗闘劇よ。そんなものに巻き込まれるわけにはいかない。ここで引き返せば、関わったのではなく巻き込まれただけで済む」

「……イルザ様を見捨てるというのか」

　銃を突つき付つけられたツェツィーリアが歯ぎしりしてマリーアを睨む。

「マリーア・ハイライン……貴女あなたもイルゼシュタイン貴族の端はしくれだろうに……！」

「生あい憎にく、成金貴族は貴族の誇ほこりなんて持ち合わせてないの」

　マリーアは鬱うつ陶とうしげに赤銅色の髪をかき上げた。

「騒がないでね。騒いだら面めん倒どうなことになるから」

「貴様……！」

　冷れい酷こくに凍えた翡翠の視線と、激情に燃える鈍にび色いろの視線とがぶつかり合う。両者とも、はっきり〝敵〟を睨む眼めをしていた。

「……銃を収めて、マリーア。こんなの、いつもの君らしくない」

　マリーアはライルに目を向けたが、拳銃を下ろそうとはしなかった。

「いつものあたし？　いつものあたしよ。一番合理的で損失の少ない方法を選んでるわ。ライル、この女を殺されたくなかったらじっとしてて。未み払ばらいの家庭教師代は迷めい惑わく料りよう込みであたしが払うから、ほとぼりが冷めるまでほっときましょ」

　マリーアは事務的な声で、ライルにはっきりと〝命令〟した。

「目の前で殺されようとしてる人間を見捨てる真ま似ね、あなたには絶対に出来ない。この女の脳みそを吹っ飛ばされたくなかったら、大人しく従いなさい」

「…………」

　ライルは無言で、赤銅色の髪の幼馴染みを見返した。

　両者を、ルーナリアとミラがはらはらした様子で見守っていた。ツェツィーリアはこめかみに突き付けられた拳銃にしっかり銃弾が込められているのを見て唇くちびるを噛かんだ。

「――本気、なんだね」

「ええ、混じりっ気なしの本気よ」

「そうか……」

　ライルは諦めたように溜ため息いきを漏らした。その様子に、分かってくれたのかと少なからずほっとしたマリーアに、

「なら、彼女じゃなくて僕ぼくを狙うべきだと思うけど？」

　見けん当とう違ちがいを諌める平静な声に、マリーアのみならず他の三人もぎょっとした。

「な……いったい何を言って――」

「僕はイルザを助けに行く。君が撃っても撃たなくても。君がこれ以上僕をこの事態に関わらせたくないなら、僕を撃ち殺さないといけないと思うけど？」

「そ――」

「僕の事は良く知ってるでしょ？」

「…………」

　ライルの言葉に、マリーアから冷徹な空気が剥はげ落おち、一転して彼女の方が追い詰められた表情になった。

「……本気よ？　あたしは本気で撃つわ」

「僕も本気だ。君が撃っても、僕は行く」

「っ！」

　ぎりぎりと奥おく歯ばを噛みしめるマリーア。ライルは一度言った事は必ずやる。やろうと思わない事は口に出さないのを、他ほかならぬマリーアが一番良く知っていた。

「……お願いだから、あたしの言う事を聞いてよ！」

　マリーアが泣きそうな声で叫んだ。

「汚い政治闘争になんて首を突っ込まないで！　そんなのは腹に一物抱かかえた連中で勝手にやらせとけばいいのよ！」

「けど、僕はもう関わってる。僕はもう、イルザの家庭教師なんだ」

「ええ、そうね……その原因の一端をつくったあたしには、ライルを止める義務がある」

　緊張が高まる中、マリーアは撃げき鉄てつをカチリと引き、部屋の緊張を限界まで引き絞った。

「……ライル、何もしないと約束して。さもなくば、この脳みそを吹っ飛ばす」

「お嬢さま！」

　ミラが悲鳴じみた声を上げた。

　撃鉄の起こされた拳銃は、軍装の少女からマリーア自身へと向け直されていた。これには今の今まで銃を突き付けられていたツェツィーリアも目を見張った。

「さぁ、ライル……約束して」

　かすかに震ふるえた銃口は、握る手に力が入り過ぎているからだろうか。

　マリーアの翡翠の瞳に決死の覚悟を見て、ライルは悲しい顔をした。

「……本気だね」

「ええ。あたしもさすがに冗談で銃を自分に向けたりしないわ」

「……でも、悪いけどやっぱりお願いは聞けない」

「ライル……！」

　自分の命を懸かけてもダメなのか。自分の命など、やはり彼ライルにとって所しよ詮せんその程度なのか。言い知れぬ絶望に、マリーアはいまにも引き金を引きそうになる。

「イルザを助けて、その後で僕も死ぬ」

「…………え？」

「僕のせいで君を死なせて、僕がおめおめ生き続けられると思う？」

「…………」

「僕、本気だから。君の命も僕の命が惜しくないなら、引き金を引くといいよ」

　凄まじく傲ごう慢まんな要求だった。そもそも言葉通りに後を追う保証など何ど処こにもない。

　しかし、ライルには気負いも何もない。あるのは決まり切った公式の答えを述べるような平静さだけだ。

「………………出来るワケ、ないじゃない」

　マリーアは銃口を下ろして撃鉄を元の位置に戻した。近寄ったライルが、さりげなく銃を取り上げる。

「……なんでよぉ。あたしはただ……」

「……ごめん、マリーア」

　落ち込む幼馴染みをふわりと抱きすくめ、ライルは謝った。

　突然の事にマリーアは息を呑んだ。

「本当にごめん、マリーア。君に、悪役みたいな真似させて」

「ライル……」

「君が僕を心配してくれてるのはよく分かってる。ありがとう。……でも」

　マリーアの両りよう肩かたに手を置き、ライルは真正面からマリーアと目を合わせた。

「……でも、ここで何もしないなんて間ま違ちがってる。頼むマリーア。僕を卑ひ怯きよう者ものに――何もしないままの人間にさせないでくれ」

「……いいわ。もう分かったわよ。どうせ、あたしが何言ったって聞かないのは、あたしが一番知ってたんだから！　ええ！　分かってましたともこうなるのは！」

　ヤケクソじみた声を張り上げ、マリーアは清すが々すがしい諦あきらめ顔がおになって鼻を鳴らした。

「こうなったらトコトン付き合うわよ！　考え方によっちゃ、第一王子殿下に恩を売るチャンスだからね！」

「君まで危険に巻き込みたくないけど……それこそ、いまさらか」

　ライルはちょっとだけ苦く笑しようすると、顔を引き締め直してマリーアに問い掛けた。

「それで？　マリーアにはこの事件の首しゆ謀ぼう者しやが分かっているんじゃない？　そうでなければ『次期王位継承者同士』なんて言葉、使わないよね？」

「耳みみ聡ざといわね」と、マリーアは感心半分、呆れ半分に苦笑した。

「……イルザ殿下を攫さらって行った黒衣の女――ヴィラージェって女が第二王子アルベルト殿下と密会してるのをこの目で見たわ」

　マリーアはつい最近の出来事を事細かに説明した。

　姉の名が出て、ルーナリアが肩を震わす。その様子を横目に見ながら、ライルは難しい顔で呻うめいた。

「第二王子殿下か……たしかに、イルザがいなくなったら順当に得をする人間だね」

　イルゼシュタイン王家では王位継けい承しよう権けんが男女同権なため、第一王子の長女でも第二王位継承権があり、第二王子は第三位である。

　王族を疑うのに心苦しい顔をするツェツィーリアだが、その言葉を聞いて口を開いた。

「それではすぐに、アルベルト殿下に……」

「あんた正気？　訊いたところで知らぬ存ぜぬされるだけでしょうが」

　さっきまで銃口を突き付けていたマリーアの言葉に、ツェツィーリアは忌々しい顔で睨にらみ返かえした。

「……なら、国王陛下に」

「この頃ごろの式典でベルンハルト殿下が国王名代を務めるのは何の為？　その国王陛下が病気で伏せって頼りにならないからでしょうが。おまけに、ベルンハルト殿下が西部視察へ向かった今、国王名代の名代は第二王子殿下が務めてる。握り潰されるのが落ちね」

「なら、どうしようというのだ！　イルザ様が連れて行かれた場所も分からないのではどうしようもない！　それさえ分かっていれば誰だれかに頼るまでなく自分が――」

「イルザの連れて行かれた場所は想像が付いてる」

「――自分が今すぐお救いに…………へ？」

　ライルはルーナリアに顔を向ける。ライルの憂慮がにじむ視線を受け、ルーナリアは居い心ごこ地ち悪く身体を揺ゆらした。

「……ルーナリア以外滅んだと思われていた『霧の血族ネブラブルート』が現れた。そして、マリーアが聞いた『盟友とともに回収した〈遺産〉』という第二王子殿下の言葉……ねぇ、マリーア。僕らはこのふたつを結びつける人物に心当たりがあるよね？」

「ちょ、ちょっと待って。まさかそれって……」

「ヴィルヘルム・ゼスト」

　ツェツィーリアを除いた全員が、その名を聞いて身を震わした。

「霧の血族ネブラブルートの魔ま剣けんを持ち、〈最後の魔女の遺産〉に執着していた彼こそが、第二王子アルベルトの盟友だ」

「……完全に心が決まったわ。あんなやつの関係者と手を組むなんて冗談じゃない」

「そして、ヴィルヘルム・ゼストの後継として辺へん境きよう伯はく位いを継つぐべく、兄のレヴェンクロン・ゼストがつい最近王都入りしている。ここまで揃そろったら、ゼスト辺境伯に関係する場所だって絞り込めない？」

「……あの後念入りに調べたから覚えてる。北部郊こう外がいにゼスト家の別べつ荘そうがあるわ。そこが一番怪あやしいわね」

「……そうと分かれば、すぐに行きましょう」

　皆みなに先んじてそう言ったのは、感情を押し殺し、唇をかたく引き結んだルーナリアだった。

「……まず間違いなく君のお姉さん――ヴィラージェさんもいる。イルザを攫った以上、平和的な交こう渉しようは出来ないと思う」

「……だからこそ、私は行きます」

　ルーナリアは頭を振った。

「私は、私の知らない真実を知らなければなりません」

「知らなくてもいい真実もある」

「それでも、何もしないままよりはマシ、です」

　ライルは眩まぶしげに目を細め、ちょっとだけ嬉うれしそうに頷いた。

「――――分かった。一いつ緒しよに行こう」

「……それでは、足を用意いたします」

　部屋の隅すみに控ひかえていたミラが、よろよろと立ちあがった。ダメージの残る彼女に、ライルは手を翳かざし、

「ミラには他にもやって欲ほしい事がある」

「は？」

「ツェツィーリア。悪いんだけど、急いで一筆お願いできるかな？」

　ライルは矢継ぎ早に指示を出しはじめた。




「……これも、わたくしにやって欲しい事ですか？」

　皆がそれぞれの準備で出て行った居間で、ミラはメイド服をはだけた。スレンダーに引き締まった健康的な小麦色の肌はだが露わになる。

「……お医者さんごっこなんて、何年ぶりでしょうか」

「医者はいつもマリーアとミラで、僕はいつも患者だった気がするけどね」

　上半身を下着だけにしたミラの背後に回り、ライルは彼女の左わき腹に指先を伸のばした。

「っつ――」

「やっぱり。折れてはいないけど、肋ろつ骨こつが三本ばかりひびが入ってる」

　無む駄だな肉のないミラの脇腹には、左側の広い範はん囲いに内出血が見られた。

「じっとしてて。いま治ち療りようするから」

　そう言うと、ライルは見つけ出した救急箱を開けて軟なん膏こうを取り出した――が、

「？　どうしました？　固まって？」

「いや……下着が邪じや魔まかな、って……」

「これはこれは……脱がされるばかりだったお医者さんごっこの仕返しですか？」

　顔を真っ赤にするライルをからかうが、ミラも顔から火が出る思いだった。

「……腕うでが上がりませんので、よろしくお願いします」

　ライルはこの世の終わりみたいに情けない顔をしたが、おずおずと下着の留め具を外した。弛ゆるんだ下着を脱ぐと、ミラはさりげなく胸を隠かくしつつ腕を上げる。

「ちょっと我が慢まんして」

「……んっ……うっ……」

　軟膏を擦り込む手付きは気遣わしく優やさしげだったが、歯の隙すき間まから苦く鳴めいが漏もれ出だした。それを誤ご魔ま化かすべく、ミラは昔語りでライルの気を逸らした。

「……ライルさまに治療してもらうのは久しぶりですね。田舎いなかに居た頃ころは、よくお嬢さまと一緒に治療してもらいましたが」

「……それについては、前々から謝あやまりたいと思ってたんだ」
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「謝る？　なにをです？」

「額の傷、残っちゃってるでしょ？」

　ライルの申し訳ない声に、ミラは思わず前髪に隠れた古傷に触れた。

「もっと上う手まくやれたら良かったんだけど……ごめん」

（――なんともまぁ……）

　ミラは呆れてしまった。他ならぬ命の恩人が、いまだそんな事を思い煩わずらっていたとは。

「今回もそうだ。マリーアやルーナリアや、君を巻き込まないようにしたかったのに」

　ライルは弱音らしきものを吐はき出した。

　ミラはなんとか首を捻ってライルを視界に収める。さっきまで冷静にこれからの指示を出していた少年は、歳とし相応に自信のない表情を浮うかべていた。

「……僕は、本当に傲慢な偽ぎ善ぜん者しやだ。自分の我わが儘ままに、みんなを巻き込んでいる」

「……けれど、決断そのものに後こう悔かいはないのでしょう？」

　ミラの指し摘てきに、ライルは手を止めて顔を上げた。

「七年前だってそうです。ライルさまは魔ま術じゆつを使いわたくしを治ち癒ゆしてくれました。一緒にいた友人たちに気味悪がられるのを承知の上で」

「だってそれは、君の命がかかっていたから……」

「今回だってそうです。王族がどうこうではなく、幼い女の子を助ける為でしょう？　それは間違った事ですか？」

「……間違っているとは、思わない」

「なら、自信をお持ち下さい。傲慢な偽善者であろうとなかろうと、ライルさまが間違っていないと思うからこそ巻き込まれているのです。それともライルさまは、わたくしたちがおめおめ巻き込まれる考えなしとお思いですか？」

「……うん、そうだね。ありがとう、ミラ」

　ライルは嬉うれしそうに笑った。ミラも「どういたしまして」と笑い返した。

　ミラは、ライルがどうして自分に弱音を漏らしたのか正確に悟さとっていた。自分が彼にとって正真正銘の〝幼おさな馴な染じみ〟だからだ。気安い友人と思えばこそ、見み栄えも意地も薄うすれるというものだろう。

「――よし、出来た。けど応急処置だから無理はしないでね」

「はい」

　当て木と包帯の上にメイド服を着直し、ミラは立ち上がった。

「……マリーアの事、お願いね」

「はい。お任せ下さい。ライルさまも、ご無理はなさいませんように」

　ミラは肋骨の痛みを抑おさえ付け、主あるじへ対するように丁てい寧ねいに頭を下げた。そして何食わぬ顔で居間から出て行く。

　扉とびらを閉めると、すぐ近くで蹲うずくまっているマリーアを見つけ、ミラは忍しのび足あしで近寄った。

「……ふふっ、うふふふふ……ふふふふふふふ……うふふふふふふふふ…………」

　マリーアは、緩み切った顔で含ふくみ笑わらいを漏らしていた。

　何か、多幸感を与あたえてくれるクスリでもキメたみたいに夢ゆめ現うつつの様子である。

「どうされました、お嬢じようさま？」

「……ああ、ミラ？　さっきの見てた？　ライルが、ライルがぎゅって……ぎゅうっ！」

　と、マリーアは突とつ如じよ自分自身を抱きしめた。

　抱き締められた感覚を思い返リピートしているのか、その表情たるや恍こう惚こつの極きよく致ちである。

「……それは重ちよう畳じようです」

「それに、聞いた？　あたしが死んだら生きていられないって……きゃああああああっ！」

　と、今度は歓かん喜きの悲鳴を上げて床を転がりはじめた。

　ごろごろごろごろ、まるで蝉せみ爆ばく弾だんを思わせるジタバタぶりだ。

「…………それは重畳……」

「あたしのために命いのち懸がけで……う、うう……あたし、もう幸せすぎて死んじゃう……ッ！」

　と、今度は奇き跡せきを目の当たりにしたように両手を硬かたく握にぎり締しめた。

　ぼたぼたと滂ぼう沱だの涙なみだを流し、そのまま羽が生えて昇天しそうな勢いだった。

「………………そりゃっ！」

「あいたっ！」

　己おのれの生涯を尽くすと誓った魂たましいの恩人ともいうべき赤しやく銅どう色いろの髪の少女だが、さすがにちょっと思うところがあり、ミラは渾こん身しんのデコピンを見み舞まわせた。

　半泣きで額を押おさえるマリーアに、ミラはにっこり笑って忠言する。

「――――わたくしたちにはわたくしたちの務めがあります。準備はよろしいですか？」

「……ええ」

　マリーアは顔を引ひき締しめ立ち上がる。するとちょうど軍装の少女――ツェツィーリアが封ふう筒とうを携え戻もどって来た。

「……これがライル殿どのに頼まれた手紙だ」

「ええ、ご苦労様」

　手紙を受け取ろうとしたマリーアだが、ツェツィーリアはなかなか手を離さない。

「……自分は、あなたが嫌きらいだ」

「なによ。銃を突き付つけたことを根に持ってるの？」

「貴女が本気で、イルザ様を見捨てようとしたからだ」

　鈍色の瞳ひとみをきりきりと吊つり上あげるツェツィーリアだが、そこで若じやつ干かん声を潜め、

「……だが、ライル殿を巻き込んだ事については、申し訳ないと思っている」

　軍装の少女の殊しゆ勝しような態度に、マリーアはむっと口をひん曲げる。

「――ほんとうに罪作りですね、あの方は」

　主の後ろで見守っていたミラが、二人に気付かれないよう苦笑して呟つぶやく。

「……ふんっ。思い上がりも甚はなはだしいわね」

　と、マリーアは鼻を鳴らした。

「ライルは巻き込まれたりなんてしない。ライルはライルの考えでのみ動いているだけよ。そして仮にライルを巻き込める人間がいるとしたら、それは世界であたしだけなんだから」

「……そうか。ならマリーア・ハイライン、自分は気がねなく貴女を嫌うことにする」

「はいはい。勝手になさい」

　奪うように手紙を受け取って、マリーアは歩き出した。だが、ツェツィーリアの横をすり抜ける間ま際ぎわ、

「……ライルの足を引っ張らないでよ」

「……言われるまでもない、と言っておく」

　サーベルの鞘さやを鳴らして言い放つツェツィーリアに、マリーアは再度鼻を鳴らして歩みを再開した。

　――ご武運を、ライルさま。

　胸の中で祈いのるように呟き、ミラはマリーアの背中を追った。




※　※　※




　アンゲリカ・ファングツァーンは腕を組んで『それ』を見上げていた。長身の彼女の背丈をさらに上回る、巨大おおきな『釜かま』を。

　大まかな形こそ囲い炉ろ裏りや暖炉にくべる鉄製の丸釜だが、高さ三メートルに及ぶ『釜』でいったい何を煮込むというのか。さらにその『釜』の表面にはとぐろを巻く蛇へびのように、太いチューブが幾いく重えにも幾重にも巻き付いている。四方で焚たかれた篝かがり火びに照らされる姿は曰いわく言い難がたい禍まが々まがしさを放ち、古いにしえに伝わる『魔ま法ほうの釜』を思わせた。

「――何をしているのです、アンゲリカ」

　黒衣の貴婦人がゆっくりと歩み寄って来る。ヴェール付きの帽ぼう子しはすでに被かぶっておらず、仄ほの赤あかく染まった銀ぎん髪ぱつが微風になびく。

　ヴィラージェ・ネブラブルート。アンゲリカとは祖を同じくする眷けん属ぞくであるが、長身の美女が向けたのは隠しようもなく忌々しげな瞳だった。

「……別に。オマエの大事なお釜様を眺ながめていただけだ」

「気を抜ぬかないで欲しいですね。本番はまさにこれからなのですから」

「本番、ね」

　アンゲリカはヴィラージェの抱える童女を見み据すえた。純金色の髪と大理石の肌は、眠ねむっている間も変わらぬ輝かがやかしさを誇っている。すべての衣服が取とり払われた今、その幼い肢し体たいは芸術的と言ってさえ良いほどだった。

「すでに〝魅み惑わく〟も掛かけ終えたようだな。惨むごいことをする。次に目覚めたとき、その子供は増ぞう幅ふくされた恐怖と絶望の中で死んでゆくのだからな」

「魔ま力りよくを暴走させるには、それが一番です。そんな事を言っている暇ひまがあるなら、見回りくらいして欲しいですね。あなたの仲間を行動不能にした相手が来るかもしれません」

「ああ……まったく。火傷やけどもそうだが内臓への衝しよう撃げきが甚じん大だいだ。あと三日は動けんだろうな」

「魔ま術じゆつ師し、と聞きましたが？」

「そのようだな」

　と、アンゲリカは楽しそうな顔になった。

「ふふ……牙きばの血族四人を一いつ蹴しゆうする魔術師か。面おも白しろいな。実に面白い」

「面白がっていては困ります。仕留められなかったのはそちらの落ち度です。役に立たない仲間の分まで、しっかり働いてもらいます」

「……せいぜい頑張るさ。キサマと違ちがい、ワタシは仲間思いなので、な」

　嘲あざけるように言うと、アンゲリカはヴィラージェへ背を向けた。




　学院に武器を取りに戻ったルーナリアが合流した時点で、ライルたちはヴァイスブルグ邸ていを後にした。目指すはゼスト辺境伯家の王都別宅。意外にも、ヴァイスブルグ邸の近所だった。もっとも貴族の距きよ離り感かんによる近所、だが。

　鉄てつ柵さくで囲われた別荘は、古城を改修したヴァイスブルグ邸よりは小さいものの、それでも結構な規模だった。だが、その屋や敷しきからは人の気配というものが感じられない。

「……まるで幽霊屋敷だ」

　馬車から降りたライルが屋敷を一見して呟いた。続いて降りたルーナリアは、血族の魔剣たる〈朱い月牙ダーインスレイヴ〉を携えていた。

　御ぎよ者しや席せきのツェツィーリアもひらりと飛び降りる。こちらは着き替がえた軍服の上に、胸甲と手甲という装備を着けていた。現代の突とつ撃げき騎き兵へい――騎き士しの末まつ裔えいたちの戦闘正装である。

　三人は鉄製の門を押し開き、まっすぐ屋敷へと駆け抜けた。門に鍵かぎはかかっていなかった。不用心ではあるが、鍵などなくても備えは十分という意思表明だったのかも知れない。

　屋敷へ続く道の真ん中に、長身の美女が腕を組んで待ち構えていた。

「……来たな、ライル・バルトシュタイン」

　アンゲリカは一行の先頭を歩くライルを見て相好を崩くずした。

「やはり、我わが同どう胞ほうを返り討ちにした魔術師とはオマエの事だったか」

「……お知り合いですか？」

　ヴァイスブルグ邸を襲った牙の血族の首しゆ魁かいを睨にらみ付つけるツェツィーリアが、自然と胡う乱ろんな顔でライルに問い掛けた。

「……ちょっとした、ね」

　市場で顔見知りとなった幻想種フアンタズマに、ライルは琥こ珀はくを握りしめながら語り掛けた。

「――アンゲリカさん。僕ぼくは、あなたが攫った女の子を助けに来ました。彼かの女じよは……イルザは何処です？」

「あの子供なら、今いま頃ごろ〈釜〉のなかだろうさ」

「……かま？」

「そんなことよりも、だ。今一度問う。ライル、ワタシの下へ来ないか？」

　アンゲリカはライルに手を差し出した。

「ワタシの眼に狂くるいはなかった。ワタシはオマエのような優ゆう秀しゆうな魔術師を探していたのだ。我ら牙の血族の――幻想種の未来のためにな」

「……この誘ゆう拐かい劇げきも、その〝未来〟とやらの為ですか？」

「話が早いな。そうだ。闇やみと森への畏おそれを忘れかけた人間どもに思い出させてやるのだ。我ら幻想種の畏怖チカラを！」

　琥こ珀はく眼がんに魔ま力りよく励れい起き光こうを燈ともし、アンゲリカは宣言した。

「闇に潜みながら恐怖を思い出させるには、暗殺者というのはちょうど良い隠かくれ蓑みのだ。我らの圧倒的な暴力チカラを見れば、増長した人間どもも肝を冷やすだろうさ」

「……悪いですが、そういうことなら僕の答えは『いいえ』以外にはありません。少なくとも僕はここに、暴力を撥はね退のける為に来たのですから」

「勝てるつもりなのか？　ワタシや、あの女――ヴィラージェ・ネブラブルートに。嫌いやな女だが、ワタシと互ご角かく以上の実力の持ち主だぞ？」

「僕はイルザの家庭教師ですから」

　ライルは静かに言った。

「一番大事なことを、彼女に教えなければなりません。理不尽な暴力には救いの手が差し伸べられる……差し伸べられるべきだ、ということを」

「なるほど……オマエがその考えを変えぬ限り、まだまだ脈はありそうだ」

　アンゲリカは満足そうに頷うなずくと、道を譲ゆずるように横に移動した。

「行くとイイ」

「……いいんですか？」

「あの女との契けい約やくはすでに果たした。むしろオマエに同胞を痛めつけられた分、慰い謝しや料りようが欲しいくらいだ。余計な争いは好まないのでな」

「貴様……どの口が……！」

　仲間を殺されたツェツィーリアがサーベルを抜こうとするが、ライルが肩を押さえる。きっと睨み返かえしてくる彼女に、ライルは首を横に振ふった。

「僕らの目的はなんです？　イルザの救出じゃないんですか？　余計な戦闘がないに越した事はありません」

「っ……わかった」

　ツェツィーリアは深呼吸して柄つかから手を離はなした。

「――では、失礼します」

「ああ。せいぜい頑がん張ばってくれ」

　アンゲリカは本当に戦う気がないようだった。走り抜けて行く三人を悠ゆう然ぜんと見送る。

　罠わなかと疑っていつでも魔術行使の準備をしていたライルも、すこし肩かた透すかしを食らった。だが、余計な戦闘がないに越したことはない。彼かの女じよの思おも惑わくは彼女の思惑として、ライルたちは自分たちの目的に専念するだけだった。

　屋敷に辿たどり着つくと、ライルたちは問答無用で玄げん関かんを蹴けり開ひらいた。

「これは……」

　屋敷内には熱気が籠こもっていた。熱気の出所を辿ると、屋敷のホールか食堂があったと思わしき大部屋が丸ごと改造され、三十二面体を成す中型の琥珀アンバー・炉リアクターがずらりと並んで黄たそ昏がれ色いろの炎ほのおを燃やしていた。琥珀アンバー・炉リアクターの上部の蒸気窯ボイラーは太い円えん筒とうを天てん井じように伸ばし、その内側から虫の羽音に似た低い回転音をひっきりなしに響かせる。

「……ライルさま。これは何なのでしょうか？」

　物々しい鋼鉄の機械に、ルーナリアが途と方ほうに暮れたような声を出した。だが床を這はいずる無数の絶ぜつ縁えん体たいに包まれたチューブを見据え、ライルはこの施設の正体を看破した。

「……発電機、か？」

「発電機？」

「電気を作る装置だよ。蒸気で回るタービンにモーターを繋いで――」

　説明しはじめたライルだが、ルーナリアはぼんやりと立たち尽つくして反応しない。そもそも『電気』自体が馴染みのない彼女にはまるでワケの分からない呪じゆ文もんだろう。

　ツェツィーリアの方はもっとひどく、初めから理解する気もなく顔を背そむけていた。

「……まぁ、要するに雷かみなりを作りだす機械、かな」

「雷ですか」

　と、ルーナリアはようやく合点がいったように頷いて、剣けんを握る手に力を込めた。おそらく、雷で攻こう撃げきされる様でも想像したのだろう。まったくないとは言わないがかなり低い可能性だろう。単なる迎撃用で用意するには大規模すぎる仕掛けである。

（なら……こんな電も力のを何に使うんだ……？）

　ライルは床の電線の行く先を追った。壁に開けられた穴を通って中庭に続いている事が分かり、中庭への迂う回かい路ろを探す。ほどなく外への扉が見つかり、三人は外に飛び出した。

　夏に相応ふさわしい分厚い積乱雲が覆おおう暗天の下、地じ肌はだの露出した中庭にはいくつもの篝火が焚かれ、中央に鎮ちん座ざする巨大な影かげ――巨大な『釜』を照らし出していた。

「――――来てしまいましたか、ルーナリア」

　冷たい声とともに、『釜』を見上げていた黒衣の貴婦人がこちらへ振ふり返かえった。

　ライルは初見だったが、ルーナリアに似通った美しい白はく貌ぼうから、彼女がヴィラージェ・ネブラブルートだと解った。

「アンゲリカは何をしていたのかしら……私を嫌っていたから、ささやかな嫌がらせのつもりなのかしらね」

　ヴィラージェは、物もの憂うげな琥珀眼でちらりとライルとツェツィーリアを見た後、魔剣を抱えるルーナリアに視線を移した。

「……可愛かわいいルーナリア。何もせずにいれば、私もあなたも幸せになれたのに」

「……ヴィラージェ、姉様」

　もはや『ルナ』の愛あい称しようを捨て去って自分を呼ぶ姉に、ルーナリアは仮面のような無表情で問とい掛けた。

「姉様……どうしてこんな事を……？」

「こんな事とは？　どの事かしら？　可愛い、そして何も知らないルーナリア。イルザ殿でん下かを攫さらった事かしら？　それとも私がゼスト辺境伯家に身を寄せている事かしら？　それとも私が生きていた事？　それとも――」

　ルーナリアが抱いだいた、霧の血族ネブラブルートの魔剣を見据え、ヴィラージェは事もなげに、

「――私が霧の血族ネブラブルートを裏切って、血族の宝を人間に譲じよう渡とした事、かしら？」

「っ！」

　実の姉の言葉に、ルーナリアは息を詰まらせて喘あえいだ。

「……ね、姉様が、血族を……？　なんでそんな……」

「滅ほろぶべき運命だったからよ、霧の血族ネブラブルートは」

　蒼あお褪ざめた銀髪の妹の途切れ途切れの問い掛けに、仄赤い銀髪の姉は冷酷に答えた。

「……ルーナリア、あなたも見たでしょう？　人間たちの王都みやこを。人間たちの技術チカラを」

　ヴィラージェは視線を南――西方諸国屈指の都市ヴェルグへと向けた。

「人間たちは、魔力の結晶たる琥珀を燃料にする技術を確立した。魔力という幻想の力を、熱量という現実極きわまりない力にしてしまった。この事だけでも決定的なのに、人間たちはさらなる技術を――魔力だけでなく、幻想種わたしたちすら糧かてとする機械を実現しようとしている」

　ヴィラージェは背後の巨大な〝釜〟を示し、試すような視線をライルへ向けてきた。

「あなた、ライル・バルトシュタイン――《最後の魔ま女じよの弟で子し》ね。ヴィルヘルム殿から話は聞いているわ。あなたならこれが何か分かるのではなくて？　あなたの師は、これを〈魔女シユメルツの釜オーフエン〉と名付けたようだけど」

「……金属を精製する練れん成せい炉ろにも似ているけど、きっと違うんでしょうね」

　屋敷の発電機から延びた電線が幾重にも巻き付き、垣かい間ま見みえる表面の虹にじ色いろの輝き――琥珀アンバー・炉リアクター内部にも使われる真銀合金の輝きを見つめ、ライルは推測を述べた。

「……師し匠しようの研究のひとつに、『琥珀の精製』があった。これは、その為ための装置――琥珀アンバー・炉リアクターの逆。魔力を琥珀に精製する〝琥珀練成炉〟……」

「その通り。噂うわさ通どおりの慧けい眼がんね」

　ヴィラージェはライルの答えに頷くと、改めてルーナリアを見た。

「この〈釜〉は、その内部で高濃度の魔ま力りよく蓄ちく積せき体たい――幻想種を、琥珀に結晶化させる機械。分かる、ルーナリア？　人間たちは琥珀だけでなく、幻想種わたしたちすら〝燃料〟にできるのよ」

　皮肉げに笑うヴィラージェの言葉に、ルーナリアは思わず我が身を抱いた。

「ある意味、百年の隠いん棲せいは図らずも幻想種の延命に寄与したわ。人間たちに〝空想〟と思わせたからこそ、幻想種は穏おだやかに生きてこれた。けれど再び幻想種の存在が明るみに出れば、幻想種はあっという間に搾さく取しゆされ、消費され、〝燃料〟として滅び去るわ」

「…………」

「そして、その矢やお面もてに立とうとしていたのが霧の血族ネブラブルートだった。人間は霧の血族ネブラブルートの隠れ里に眠ねむる琥珀を手に入れるべく交渉をはじめた。けれど父上はその申し出を一蹴した。とんでもないことだわ。幻想種はもはや、人間の動向を窺うかがって上う手まく立ち回るしかない。さもなくば滅ぼされる。だから私は、時代を見誤った血族を捨てて人間についた」

「そっ、それが……」

「ええ、それが霧の血族ネブラブルートが滅んだ理由。私が、人間たちを招き入れたのよ」

「!!」

「私は、人間との交渉の窓口を、霧の血族ネブラブルートを売り渡すことで手に入れた。アンゲリカが私の呼よび掛けに答えて協力したのもその一いつ環かん。もっとも彼女は、自分たちの力を示す事が血族の存命に繋つながると信じてるようだけれど。

　――分かってくれたかしら、ルーナリア？　私は幻想種すべての為に、霧の血族ネブラブルートを滅ぼしたのよ」

「……………」

　もはや、ルーナリアは言葉を失い、立っている力すら失おうとしているように見えた。腕に抱えた魔剣――霧の血族ネブラブルートの宝ですら、もはやガラクタと化したように支える力を失い、ルーナリアの腕の中から滑すべり落おち――

「――でたらめを言うな、ヴィラージェ・ネブラブルート」

　地に落ちようとした〈朱い月牙〉を受け止め、ライルは静かな怒いかりを込めてヴィラージェを睨み付けた。




「……でたらめ？　何を言っているのです？」

　姉の疑問は、そのままルーナリアの疑問でもある。感情の抜け落ちた顔にあるかなしかの疑問を浮かべ、ルーナリアはライルの顔を見上げた。

「――あなたの言葉には、いくつもの矛む盾じゆんがある」

「矛盾？　そんなものは――」

「まずひとつ。あなたは人間たちの技術を恐おそれたと言ったが、長年隠棲していた霧の血族ネブラブルートに外界の状じよう況きようを正確に理解出来ていたのか？　なまじ情報収集を行っていたとしても、あなた自身がそれを見たとはとても思えない」

「それは――」

「ふたつ。現実問題としてのゼスト辺境伯領の琥珀産出量について」

　ヴィラージェの口を塞ふさぎ、ライルはさらに言葉を重ねた。

「ルーナリアの話を聞くに、霧の血族ネブラブルートの里が襲われたのはおよそ一年前。けれどこの一年で、ゼスト辺境伯領の琥珀産出量が増えたとは聞かない。そもそもゼスト辺境伯領はもとから潤じゆん沢たくな琥珀の産出地だった。そんなすぐに霧の血族ネブラブルートを滅ぼす切迫した理由はない筈はずだ」

「……欲というのは、そう簡単なものではないでしょう？」

「僕ぼくは前ゼスト卿けい――ヴィルヘルム・ゼストを知っている。彼かれがこの〈赤い月牙〉を持っていることからして、彼こそが霧の血族ネブラブルートを滅ぼした実行犯なのでしょう？　彼は極めて高い上じよう昇しよう志向の持ち主だったけれど、〝欲〟というものが希き薄はくな人物だ。彼は必要とあればどんなことでもするが、必要でなければ無駄なことはしない」

「…………」

　ヴィラージェの反論を、ライルは二倍、三倍の言葉で叩たたき潰つぶす。それはいつものライルらしくなく、彼がとても怒っている事をルーナリアは悟さとった。

「そして、みっつ。これがもっとも重要だけど――その〈魔女の釜〉は失敗作だ」

「……あなたは、あなたの師の偉大な〈遺産〉を失敗作と呼ぶのですか？」

「そっちこそ勘かん違ちがいしないで欲しい。こんなものが〈最後の魔女の遺産〉であるワケない。どこで手に入れたのかは知らないが、これは失敗作でなければ欠けつ陥かん品ひんだ。そもそも――」

　と、ライルは屋敷の発電機と〈釜〉を繋ぐ電線を指差して、

「これだけの電力を使って琥珀を練成するのに、どれだけの琥珀を必要とするんです？」

　その簡単明めい瞭りような指摘に、ルーナリアもハッとした。先ほど目にした『発電機』――大量の琥珀アンバー・炉リアクターの光景を思い出せば、ライルの言葉の正しさはすぐに納なつ得とくできる。

「以上から、ヴィラージェ・ネブラブルート……あなたの言葉のでたらめさは証明終了だ。あなたは稀け有う壮そう大だいな理想で動いたんじゃない。そんなあなたがルーナリアを『愚おろか』などという資格なんて、絶対にあるワケない！」

　驚おどろくことに、それがライルの怒っている理由らしい。

　ただ黙だまってライルを見るルーナリアに、ヴィラージェは虚うつろな視線を向けてきた。

「……厄やつ介かいね、その少年は。あなたが好意を抱く理由も分かるわ、ルーナリア」

「姉様……」

　自分を呼ぶ姉の弱々しく、けれど必死な眼の光に、ルーナリアは言葉を詰まらせた。

「そうよ、ルーナリア……私は私の欲望で動いている。霧の血族ネブラブルートを滅ぼしたのも、同胞たちが私の邪魔をしたからよ」

「邪魔？」

「霧の血族ネブラブルートの里を訪おとずれた人間はね、琥珀を求めたんじゃない。霧の血族ネブラブルートを訪ねてきたのは、幻想種の魔術に一いち縷るの望みを掛けた、病に苦しむ一人の青年だった。私は、その青年に恋こいをした」

　姉の口から漏れた言葉を、ルーナリアはとっさに聞き取る事が出来なかった。

『コイ』？　姉はいま、『恋』と言ったのか？

「理解できない顔ね、ルナ。まだ四半世紀も生きていないあなたには分からないでしょう。幻想種の選せん択たくしたのは隠棲という名の停てい滞たいだった。繰り返される変わらぬ日々、灰色の時間……あなたが皆に可愛がられたのはね、あなたの誕生が霧の血族ネブラブルートの久方ぶりの〝変化〟だったからよ。あなたは、あなたが生まれる前の霧の血族わたしたちを想像できないでしょうね」

「…………」

「感性も情じよう緒ちよも停滞し摩ま耗もうしてゆく中、私に生まれた恋心がどれほどの衝撃だったか分かる？　私は彼と共に生きようと思った。なのに血族の同胞たちは、私が彼と生きようとするのを許さなかった……だから滅ぼすしかなかったわ。だって、邪じや魔まなんだもの」

「……そんな……」

　それが理由？　それが同胞を滅ぼした真ほん実とうの理由なのか？

　ルーナリアは愕がく然ぜんとしたが、ヴィラージェは切せつ羽ぱ詰つまった必死の形相だった。ヴィラージェは美しい顔を歪ゆがめ、まるで死神に挑むように悲ひ愴そうな眼をしている。

「そう……彼は死なせない……彼の命を救うためなら、私はなんだってしてやるわ。同胞を滅ぼし、人間に媚こびを売り、罪のない童女を攫さらうことだって厭いとわない」

「イルザを攫ったのも、その『彼』を救うための手段だと？」

　ライルは純粋に分からない顔で問い掛けた。

「いったい、何をどうすれば彼女で病を治そうなんて……」

「ねぇ、《最後の魔女の弟子》……幻想種は病気にならない。たいていの傷もすぐに再生する。その理由は当然あなたも知っているわよね？」

「魔法で身体を維い持じしているからでしょう？　構成成分こそ人間と変わらないものの、物理的な損傷や異常は魔力によって……」

　そこまで言ったところで、ライルはみるみる顔を青くした。聡そう明めいな彼は、言葉を紡つむぐ内にヴィラージェの目的に思い至ったようだ。

「まさか――」

「彼――レヴェンクロン・ゼストの身体は、私が埋め込んだ琥珀の魔力を使って強制的に延命しているわ。けれど、それだってもう長くない。所しよ詮せん、普ふ通つうの人間に魔力は異物でしかない。だから――」

　ヴィラージェは背後の〈魔女の釜〉を仰あおいだ。

「『先祖還がえり』――幻想種の因子を持つ人間イルザから精製した琥珀を使えば、あるいは彼を幻想種と化すことが出来るかも知れない……魔力を馴な染じませることができるかもしれない」

「そんな何の保証もない方法で、何とかなるワケない！」

「分かってないわね。保証があろうとなかろうと、やるしかないのよ。私にはもう、悠ゆう長ちように手段を選んでなんていられない。出来る事があるのなら、何だってするわ」

　暗い決意を滲にじませて、ヴィラージェは微ほほ笑えんだ。

　その時、〈魔女の釜〉から強烈な光が漏れ出した。黄昏色の光――魔力励起光の輝きだ。

「……お目覚めのようね。すでに〈釜〉は動きはじめている。後は放っておけば、魔力を暴走させるイルザ殿下は琥珀に精製されるわ」

「そんなこと――」

「イルザ様！」

　それまでじっと様子を窺っていたツェツィーリアが、主あるじの居場所を知って飛び出した。

「今お助けに参りま――！」

　駆け出そうとしたツェツィーリアの前に、ヴィラージェがすっと身体を割り込ませた。すでにその琥珀眼に魔力励起光を燈し、濃のう密みつな『霧』のドレスを纏まとっている。

「邪魔はさせないと、言ったはずよ？」

　優やさしく囁ささやき、ヴィラージェはその繊せん手しゆに半はん透とう明めいな霧の剣を生み出して横よこ薙なぎに振るう。

「しま――ぅ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、首が飛ぶ所を引ひき摺ずり倒され、ツェツィーリアは命拾いした。軍装の少女を押し倒したライルは、彼女を護まもるように琥珀を掲げる。

「……人間の魔術師に、この〈狭霧の大剣ネブラ・スパーダ〉が防げるかしら？」

　ヴィラージェは剣と言うより大木と言った方が良いほど巨大化した『霧』の塊かたまりで不ふ埒らちな邪魔者を叩き潰さんとする。

「――ぬっ！」

　琥珀眼を輝かせたルーナリアが、その手に磨すり硝子ガラスにも似た白く凝こった刃を顕けん現げんさせた。自身も『霧』を凝集させた〈狭霧の剣ネブラ・スパーダ〉を振るい、姉をライルから遠ざける。

　ヴィラージェは霧踏みによって滑るように後退した。

「……あなたもわたしの邪魔をするのね。可愛い、身のほど知らずのルーナリア」

「黙ってください」

　ルーナリアは自分の表情が怒りに歪んでいるのを自覚しつつ、それをそのままヴィラージェに叩き付けた。

「……姉様。あなたの相手は私がします」

　ルーナリアははっきりと宣言すると、〈赤い月牙〉を掴つかんだライルの手に、そっと自分の手を重ねた。

「ライルさまは、はやくイルザ様を助けてください。もう、一刻の猶ゆう予よもないのでしょう？」

「……いいの？」

　気き遣づかうようなライルの声に、ルーナリアは――これには自覚はなかったが――ふっと口元を緩ませた。

「これは、私が決めたことですから」

「……分かった。気を付けて」

　しばし固まったようにルーナリアを見み詰つめた後、ライルはルーナリアの手に魔ま剣けんを返し、ツェツィーリアを助け起こして〈釜〉へ向かった。

「邪魔はさせないと――！」

　ライルを阻はばもうとしたヴィラージェを、さらにルーナリアが阻む。鞘さやから引き抜かれた魔剣の刃が、ヴィラージェの『霧』を叩き斬る。

「〈朱い月牙〉……こんな形で私を阻むとは」

　ヴィラージェは忌いま々いましく舌打ちしつつルーナリアへ相対した。

「……その魔剣は、私がレヴェンクロン様の弟君であられるヴィルヘルム殿にお譲ゆずりした剣。それをあなたが持っているという事は、ヴィルヘルム殿が行ゆく方え不明になられた一件でもあなたが関わっているのね、ルーナリア」

「おかげで、こうして姉様と戦えます」

「――思い上がらないでルーナリア。血族の祖たる〝夜闇の王〟自ら鍛えた魔剣といえど、それだけで私とあなたの力の差は埋うまらないわ」

　ヴィラージェは琥こ珀はく眼がんの輝きを増すと、さらなる量の『霧』を周囲に撒まき散ちらした。白い闇が、ルーナリアを包囲する。

「――立ちなさい〈夜霧の群勢ネブラレギオン〉」

　白い闇がのそりと立ち上がった。立ち上がった『霧』の塊は、半透明の甲かつ冑ちゆうを纏まとう『霧の兵士』となった。全部で十体。その手には溶け合うようにして〈狭霧の剣〉を携たずさえている。

「さぁ――排撃なさい」

　ヴィラージェが指揮棒を振るようにさっと腕うでを振ると、十体の『霧の兵士』たちがルーナリアに襲いかかった。

「くっ……」

　音もなく接近してくる霧の兵士を、ルーナリアは右手に〈赤い月牙〉、左手に〈狭霧の剣〉を持って迎げい撃げきする。

　ヴィラージェは体内に蓄ちく積せきする最大魔力容量もさる事ながら、精せい緻ちな魔ま術じゆつ操作は同族でも群を抜いていた。次代の霧の血族ネブラブルートの長と目された、霧の血族ネブラブルート屈指の『霧使い』なのだ。

　ルーナリアは〈狭霧の剣〉を振り下ろすが、霧の兵士の剣ががっちりと受け止めた。十体も生み出していながら、ルーナリアの〈狭霧の剣〉と威力は拮きつ抗こうしている。

　ならばと、ルーナリアは〈朱い月牙〉を振るった。かつて彼女自身を苦しめた魔剣だが、霧の血族ネブラブルートの手に戻った刃は歓喜するように震ふるえながら霧の兵士を剣もろともに斬ざん断だんした。

　魔剣とは、長い年月の間に魔力で変性した武器だ。幻想の力で鍛きたえられた魔剣は、ルーナリアが振るう事でその魔ま性しようを強化される。

　より強固な幻想の刃によって斬り伏せられる〈夜霧の群勢〉。だが、ヴィラージエは余よ裕ゆうの面おも持もちでそれを眺めていた。彼女の傍かたわらでは、ルーナリアが撃破するごとに新たな『霧の兵士』が立ち上がり、戦力を常に維持し続ける。

　しかも、

「く、うっ！」

　命なき兵士たちの動きも、けして拙つたなくはない。十体の霧の兵士はひとつの生き物のように動作し、連れん携けいしてルーナリアに牙きばを剥むく。

　ルーナリアは左手の〈狭霧の剣〉を盾に、右手の〈朱い月牙〉を致ち命めい打だとして振るうが、徐じよ々じよに押し込まれて行く。両りよう脇わきから同時に振るわれた剣を二刀によって受け止めるが、背後からの斬ざん撃げきがとうとう身体を傷付けた。

「ぐっ……あ、ああっ！」

　力任せに左右の霧の兵士を押し退のけると、傷を負わせてくれた敵を霧む散さんさせる。

「……バイト先のドレスなのに、さっそく傷物です……！」

　痛みを怒りで吹き消さんとするルーナリアだが、目の前の戦力差は相変わらずだった。

「さぁ、どうするのかしら？　可愛い、そして向こう見ずなルーナリア？」

　手傷を負った妹を、ヴィラージェは霧の兵士で囲みながら睥へい睨げいする。

「せっかく拾った命をこんなところで無む駄だにして……関かかわらなければ、何もする気はなかったのよ？　せっかく良い記き憶おくだけを残して別れるつもりだったのに……いまさら同胞たちに義理立てするなんて」

「……勘違いしないでください、姉様」

　ヴィラージェは「ん？」と首を傾かしげた。

「……私があなたに剣を向けるのは、血族の敵だからではありません。私に、そんな資格はありません」

　ルーナリアは剣を構えたまま頭を振った。

　霧の血族ネブラブルートの滅んだ理由が語られた時は、さすがに衝撃を受けた。だが、不思議と「仇かたきを取ってやる」という気持ちは湧わいてこなかった。

　ルーナリアにはまだ、同胞を大事に思うのなら共に滅ぶべきだったとの想いが――〝裏切り者〟との罪悪感がいまだこびり付いている。それがヴィラージェを前にしても、彼女の身体を重くしていた。

　だが、ヴィラージェがライルを害しようとした瞬しゆん間かん、ルーナリアの身体は躊ちゆう躇ちよなく姉に斬りかかっていた。刹せつ那なよりも短い時間で、虚きよ無む感かんも罪悪感も吹き消えて。

「…………なるほど。私とあなたは似た者同士ということね、ルーナリア」

　ヴィラージェは皮肉るように薄うすら笑わらった。

「なら、せいぜいあなたの大事な人を守ってみなさい。けど、結果は同じよ？　あの魔力燃えたぎる〈魔女の釜〉からイルザ殿下を引き上げるのは無理でしょうし――剣しかまともに形成できないその拙い魔術で、私を止められる筈もない」

　腕が振られ、霧の兵士が再び襲おそいかかる。

　琥珀眼を光らせ飛び込み、魔剣を振るって首を刎はね胴どうを断つルーナリア。

　だが霧の兵士は霧散する先から新たに供給される。しかも、敵は『霧』の本領を発揮しはじめた。

「！」

　前方の敵が五体、〈狭霧の剣〉を盾に作つくり替かえて横列隊形で突とつ進しんしてくる。斬り消して活路を――そう思い両手で魔剣を握にぎりしめるルーナリアだが、五体の霧の兵士は溶けあい『霧の巨人』となって、その巨きよ腕わんをルーナリアに振り下ろした。

　足を止めて全力の斬撃を放とうとしていたルーナリアに選択の余地はない。大人の胴体ほどもある腕を斬り飛ばしたものの、続いて放たれた横薙ぎの張り手をまともに食らった。

　華きや奢しやなルーナリアの身体が吹き飛ばされ、地面に叩きつけられる。

「右手が砕けたかしらね」

　ヴィラージェは冷淡に分析した。とっさに庇かばったようだが、利き腕を潰されては戦力低下は免まぬかれまい。このまま押おし潰つぶそうと霧の巨人を進ませる。

「さぁ、これで――！」

　起き上がったルーナリアは疾しつ風ぷうの如ごとく駆かけ抜ぬけ、巨人の足を斬り飛ばした。ぐらりと揺れるその霧の巨体へ、ダメ押しに渾こん身しんの斬撃。霧の巨人が霧散する。

「そんな……いったい……！」

　ヴィラージェはルーナリアの身体全体が『霧』に包まれているのを見てカラクリを悟さとった。破壊された身体を、『霧』で無理やり動かしているのだ。

「今度化け物じみた人間と出会った時の為に、考えておいた手です」

「……正気なの？　骨を断たって肉を切るようなやり方、身体能力に特化した牙の血族フアングツアーンならともかく、霧の血族わたしたちではリスクが高すぎる」

「怪け我がをしたら……ライルさまに治してもらいますから」

　痛みにびっしりと汗あせを流しながら、ルーナリアは気き丈じようにも笑って見せた。

　玉ぎよく砕さいも覚かく悟ごの妹の姿に、ヴィラージェの美び貌ぼうが歪む。

「なんで……なんで邪じや魔まをするの！　なんでまた、同胞がわたしの邪魔を！　見せ付けるように魔剣まで携えて……わたしのたったひとつの願いを、なんで邪魔を！」

「……あなたは」

　泣くのを堪こらえるような姉の叫さけびに――何な故ぜだろう。ルーナリアは憐あわれみを覚えた。

「あなたは悲しい女ひ性とです、ヴィラージェ・ネブラブルート」

「……小こ娘むすめが知った口を！」

　創造主の怒りを反映し、さらなる『霧の兵士』が立ち上がる。数十体近く顕現した〈夜霧の群勢〉に、ルーナリアは琥珀眼を燃やして突撃した。




〈魔女の釜〉に走り寄ったライルは、改めてその大きさに圧あつ迫ぱく感かんを覚えた。高さ三メートル、横幅は最大四メートルはあるだろうか。その〈釜〉の頂上からは黄昏の光が噴ふき出だしている。ライルとツェツィーリアは〈釜〉のすぐ横に設置された木組みの階段を駆け昇り、内部を覗のぞきこんだ。

「あ――あああああああああああああああああああああああああああ――――――っ！」

　光で満たされた〈釜〉の内部には、イルザが幼い裸体を晒さらして拘こう束そくされていた。細い四し肢しが金属の枷かせによって拘束され、万ばん歳ざいする形で立っているのを強要されている。

「イルザ様！」

「ああああああっ！　うああああああああああああああああああああああああああ！」

　ツェツィーリアは必死に呼びかけるが、イルザは何も答えない。青玉の左ひだり眼めと、強烈な光を放つ右の琥珀眼から滂ぼう沱だの涙なみだを流し、断末魔を思わせる絶ぜつ叫きようを上げ続けるだけだった。

「イルザ様ぁ!!」

「駄だ目めだ！」

　思わず中へ飛び込もうとするツェツィーリアを、ライルは羽は交がい締じめにして押し止めた。

「はなせっ！　自分はイルザ様を！　イルザ様！」

「何の素養もないツェツィーリアさんがこの中に入ったら共倒れです！　落ち着いてください！」

　ライルは〈魔女の釜〉の構造のおおよそを予想していた。

　基本的な構造そのものは琥珀アンバー・炉リアクターと同様だ。真銀合金の内壁が魔ま力りよくを反射する。だが熱量には変へん換かんされず、入口から噴き出す魔力励起光は単純な光で、魔力は〈釜〉の内部に完全に封ふうじ込まれている。おそらく、何重にも取り巻いた導線を流れる電力――それによって生じる強烈な磁界によるものだ。

《最後のエルルーア魔女・アゾート》は、電気というものが物体の中の『電気の粒つぶ』が移動することによって生じるものだとライルに教えた。そして電気が流れることで、磁力とベクトルの変化が生じると。この場合、所いわ謂ゆる〝左手の法則〟というやつだ。

『魔力』などといっても、意識を介した強い指向性が与あたえられなければ『電磁力』という強い力を侵食することはできない。おそらく〈魔女の釜〉は磁界で真銀合金の効果を強化し、さらに電子ベクトルによる反発力で魔力を〈釜〉内部へ圧縮するのだ。

　つまり――犠ぎ牲せい者しやは、己おのれの魔力によって燃え尽きる。

「なら……なら！　どうすれば！」

　瞳ひとみを悲痛に歪ませるツェツィーリアの問とい掛かけに、ライルは必死で思考を回転させた。

　いかにも頑がん丈じようそうな〈釜〉を壊すのは手間が掛かる。ライルは極ごく小しよう型がた琥珀炉アンバー・リアクターとも言うべき〈魔弾フレイクーゲル〉を持ってきている。ルーナリアに学院から取って来てもらったものだ。だがこれは逆に威力があり過ぎて、〈釜〉に撃てばイルザごと木こっ端ぱ微み塵じんにしてしまいかねない。

　せめて磁界の形成だけでもなんとかしたいが……

「……そうは問屋がおろさないか」

　ルーナリアとヴィラージェの戦闘は熾し烈れつさを増しているが、五十体近い『霧の兵士』を顕現させたヴィラージェは、屋や敷しきを守るように戦闘を展開させていた。

　構造上の問題から〈魔弾〉の有効射程距きよ離りは長くない。せいぜい二十～三十メートルだ。しかも正しく着弾しなければ琥珀の爆縮が正常に作動しない弱点も抱かかえている。ここから発電機のある部屋は狙えないし、邪魔が入れば不発もあり得る。

「……ツェツィーリアさんは、なんとかこの〈釜〉に巻き付く導線を切断してください。剣で切ったら駄目ですよ？　感電しないよう、直接触れないようにして下さい」

「あ、貴公あなたは何を……？」

「僕はイルザを引き上げます。――頼たのみます！」

　ライルは懐ふところから指に挟はさめるだけの琥珀を挟んで取り出し、〈祈オラ呪シオ〉を唱えた。

「〝光の果て、闇の果てに在りしもの。風の始まり、火の始まりを示すもの。朽くちぬ黄昏、まつろわぬ黄金。其は時の揺よう籃らん〟――っ！」

　濃密な魔力を結界として纏い、ライルは〈魔女の釜〉内部へ身を躍おどらせた。瞬間、荒れ狂う魔力の本流に結界の一部が剥ぎ取られ、ライルの肌はだを侵食する。

「ぐっ、あっ！」

　溶かすような凍こおらすような、存在そのものを歪ませる痛烈な喪そう失しつ感かんに身体が震える。ライルは琥こ珀はくの魔力をさらに引き出し、魔力の嵐あらしに辛かろうじて対抗した。無作為に放出してはいけない。〈釜〉の直径以下に放出を絞るのは、かなり骨が折れる作業だった。

「ぐっ、うう……い、イルザ」

　ライルは身を捩よじるイルザを抱き止めるが、彼かの女じよから無作為に発せられる魔力で結界が揺さぶられ、負担が意識に逆流フイードバツクする。片っ端から脳細胞が焼けつくような壮絶な頭痛に声ならぬ悲鳴が上がる。

「ぐっ、がっ、あっああ―――――ぐ、ぐあ……い、イルザ……！」

　発狂しそうな激痛を堪え、ライルはイルザに顔を寄せた。だが幼い姫ひめ君ぎみは、左右色いろ違ちがいの金銀妖眼ヘテロクロミアを恐怖に濁にごらすばかりでライルの姿は見えていない。

「ああああああああ！　あああああああああああああああああああああああああっ！」

〈釜〉内部に幼い少女の叫びが木こ霊だまする。

「ぐっ――どうすれば……！」

　イルザの五感は閉じられていた。あのヴィラージェの魔術によるものだろう。

　拘束されながらも暴れまわるイルザを抱き締め、時間稼かせぎで手て一いつ杯ぱいのライル。何とか解決策を見み出いだそうとするが、激痛が思考を千切って空回りする。焦しよう燥そうだけが募つのる、その意識に、

〝――わたしは、いらない子なんだ〟

　はっとして腕の中のイルザを見るが、彼女は純金色の髪かみを振り乱して叫ぶだけだ。それなら、いま聞こえた声は何なのか。

〝――わたしはいらない子〟

〝父上に迷めい惑わくをかけて〟

〝みんなに守られてばかりで〟

〝ただのお荷物の、いらない姫ひめなんだ――〟

　ようやく、それがイルザの思考の発はつ露ろだと気付いた。イルザは自身から放たれる魔力に、意図せずして自分の思考を乗せているのだ。

（これは――）

　ようやく見えた光明に、ライルはイルザの耳元へ叫さけんだ。

「イルザ！　君には魔力と共鳴する才能が――魔ま術じゆつ師しの資質がある！　いまだけでも、なんとか魔力の放出を抑おさえるんだ！」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああっっ！」

　ライルの呼び掛けに、やはりイルザは叫ぶばかりだ。だが魔力を介かいした〝心の叫び〟は、より明瞭にライルの意識に響ひびいてくる。

〝いらない子なら――いなくなればいい〟

〝そうすれば、だれにも迷惑をかけない〟

〝どうせだれも、わたしを必要なんてしない〟

〝だれも助けてくれない。だって、いらない姫なんだから――消えたほうが、いい〟

「……ふざけるな……！」

　ぎりぎりとライルは奥おく歯ばを噛みしめた。

　どんな立場であれ、幼い少女がこんなことを思うだなんて間ま違ちがってる。

　ライルはイルザを抱き締めると、自身の魔力放出を打ち切った。瞬間、荒れ狂う魔力――空間を混こん沌とん状態へと再加熱する未分化なエネルギーが、ライルの身を焼く。

「ぎっ、い、あ――――」

　外がい套とうの端が、解けるように歪んで崩くずれて行く。ライルの身体もじきにそうなるだろう。

　ライルは生きたまま薄うす皮かわを剥はがされるようなおぞましい喪失感に耐え、イルザに――彼女の放射する魔力へと思考を向けた。声が届かないなら、直接心に叫ぶだけだ。

「――君はひとりじゃない！　グレイザーさん――ツェツィーリアだって助けに来てる！　今も君のために戦ってる！　いなくなればいいなんて、思っていない！」

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「君は君の父親の眼を知っているだろう!?　あんな優やさしい眼をした人が、娘むすめを迷惑になんて思うものか！」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　イルザは変わらず泣き叫ぶ。ライルの声が届いた様子はない。魔力に共鳴する彼女の思考も、まったく変化はなかった。

〝母上だって、いなくなった〟

〝わたしをおいて行ってしまわれた〟

〝きっとみんないなくなる〟

〝わたしを一人にして、いなくなる〟

〝だって、わたしはいらない子――いてはいけない子どもなんだから――〟

〝ほんとうはいないほうがいいって、みんな思ってるんだから――〟

「僕も――僕もここにいる！　君を助けに来た！　いらない子だなんて言わせないぞ！」

〝口だけではなんとも言える〟

〝先生だって、いつかきっといなくなる〟

〝どうせ先生だって〟

〝義務だから来てくれたんでしょう？〟

〝いい格好をしたいだけでしょう？〟

〝最後にはわたしを見捨てるんでしょう？〟

「…………いいかげんに――」

　ライルはいい加減、頭に響く駄々を捏こねる子供の声に我が慢まんならず、

「――いいかげんにしろ！　この甘ったれ！」

　思いっきり、頬ほおを叩いた。

　もちろん、五感の閉じたままのイルザに変化はない。だが魔力に乗った思考は、その気迫に物もの怖おじしたように大きく揺らいだ。

〝！〟

〝!?〟

「怒るぞ！　もう怒ってるけどもっと怒る！　義務で何が悪い！　いい格好したくて何が悪いんだ！　誰だれだってみんな、怖気づく心を必死に取とり繕つくろって生きてるんじゃないか！　建て前と理想を真ほん実とうにしようと頑がん張ばってるんじゃないか！　勝手に諦あきらめてイジケるな！」

　全身を襲う魔力の苦痛も忘れ、ライルは沸ふつ騰とうした思考を叩き付ける。

「だから！　二度と僕の前で〝いらない子〟だなんて言うな！　今度言ったらお尻を叩くからな！　王女様だろうがなんだろうが、絶対叩く！」

〝お、おしり？〟

〝こ、こわい……〟

〝おこらないで……〟

〝どうすれば……いいの？〟

「だったら謝あやまれ！　ツェツィーリアに、お父さんに、君を守ってくれるすべての人に！『ごめんなさい』って、謝れぇ――――――ッッ！」

〝――――ら、いる〟

「――――――――――――――――――――――――――――せ、ん、せい……」




「……ここまでね」

　数十体の〈夜霧の群勢〉を従え、ヴィラージェは冷たく宣言した。

　ルーナリアは息を切らして膝を突くのを堪えている。体力が切れかけた傷だらけの身体を、『霧きり』でようやく支えている状況だ。

　ライルに言われたとおり電線を切断しようとしたツェツィーリアも、その動きを察したヴィラージェによって中断させられた。ルーナリアに比べれば多くはないが、慣れない『霧の兵士』相手に防戦一方だ。

〈魔ま女じよの釜〉の足元に追い詰められた少女たちへ、ヴィラージェは白い手を掲げてみせた。

「最後はせめて抵抗しないことね。そうすれば、ひと思いに楽になれるわ」

　ヴィラージェは断頭台の斧おののように、その繊せん手しゆを振ふり下おろした。〈夜霧の群勢〉が一いつ斉せいに襲い掛かる。

　だが、ルーナリアもツェツィーリアも、諦めた様子は微塵もない。最後の最後まで抵抗し、生き抜くことを誓う強い眼を崩さない。

　だからこそ、だろうか。

　天は自ら助ける者を助ける――助けの声が、響き渡った。

「ルーナリア！　右から三体目を斬って活路を開け！　ツェツィーリア！　君は真正面の盾持ちだ！」

　思わず言葉のままに動いた少女たちは、斬り捨てた『霧の兵士』の手応えのなさに驚いた。先ほどまでの劣れつ勢せいが嘘うそのように、敵はあっけなく霧散した。

「ルーナリア！　左前に三歩踏み込め！　その一帯は張り子だ！　構わず突っ込んで、正面の兵士を叩き切れ！」

　言葉に従い突っ込むと『霧の兵士』は幻まぼろしのように素通りした。文字通り張り子だったのだ。ルーナリアの動きに対応できず、確かな手応えをもった『霧の兵士』が呆あつ気けなく両断される。

「――な、に、これは……」

　ヴィラージェは目を見張って、指示を出した少年を――〈魔女の釜〉の上に屹きつ立りつする小こ柄がらな影かげを見上げた。

「ライルさま！」

「イルザ様！」

　外がい套とうでくるんだイルザを抱え、ライルは〈釜〉から脱出していた。戦場となった中庭を静かに見下ろす様は、体たい躯くに似合わぬ圧力をヴィラージェに感じさせた。

「――ルーナリア！　左後方へ五歩！　そこの二体は本命だ！　斬り捨てろ！　ツェツィーリア！　拳けん銃じゆうで援護！　十時方向だ！」

　ライルは矢継ぎ早に指示を出した。先ほどまで圧倒していた〈夜霧の群勢〉は、次々と戦列を突破され、虚きよ実じつを見破られて無駄に魔力を消費されていく。

「ば、かな……いったいなんで……！」

　ヴィラージェはライルを睨にらみ据すえた。まんまとイルザを救い出したのも驚きだが、何故こうも容易たやすく〈夜霧の群勢〉の動きを見抜くのか。何か特別な眼力――魔ま眼がんを持っているのか？　だが、黒い瞳は一片の魔ま力りよく励れい起き光こうも発していないし、いまは琥珀の魔力すら使っていない。徹てつ頭とう徹てつ尾び、あの少年は普通の人間だ。

「後ろからの攻こう撃げきは本気だ！　右の一団を盾に使って！」

　……だが普通の人間にこんな真ま似ねが出来るのか？

　戦せん慄りつしたヴィラージェは、〈魔女の釜〉の上に立つライルへ思わず声を掛ける。

「……いったい何をしているの!?　なぜこんな事が！」

「見れば分かる」

　ライルは平静な声で答える。

「これほどの数の人形を、全部自在に操れるわけがない。おそらく実戦に耐えうる戦闘機動を取らせられるのは、最初に顕現させた十体が限界なんじゃないんですか？」

「…………！」

　図星だった。形にするだけなら百体すら顕現可能だが、繊細な挙動は十体、簡単な動作でも二十体が精いっぱいだ。現在展開している〈夜霧の群勢〉五十七体、実際の攻撃力を持つのは十六体に過ぎない。

「この『霧の兵士』たちの大部分はフェイント――その前提に立って見渡せば、動かし方の違ちがいで簡単に判別できる」

　だが、むしろそれを悟らせないが為ための大量の顕現数なのだ。数十体に及ぶ『霧の兵士』の挙動を、この少年はすべて一度に見み渡わたしながら一いつ瞬しゆんで判断しているのか？　単純な計算、思考の結果として？　なんら有効的な特殊能力エンチヤントもなく？

　ライル・バルトシュタイン――《最後の魔女の弟で子し》。あの平静な瞳に、いったい自分はどう映っているのだ？

　すべてを見み透すかすような平静無温の視線に、ヴィラージェは戦慄を越こえ恐怖を覚えた。

「ツェツィーリアは後ろへ下がって！　――ルーナリア！　いまだ！　右う翼よくを蹴け散ちらして突つっ込め！」

「……はい！」

　ライルの指示で最大効率の戦果をあげるルーナリアは、とうとう数歩の距きよ離りにヴィラージェを捉とらえた。張りぼての兵士を蹴散らし、〈朱い月牙〉を突き立てようと切っ先を向ける。

「なめるな！」

　攪かく乱らん用ようの人形を吹ふき消けし、ヴィラージェは〈夜霧の群勢〉の魔力を再び十体に還元した。

　――それでも、こちらが優勢に変わりはない！

　最さい効こう率りつ化かされた十体の『霧の兵士』がルーナリアを迎撃する。確たしかな対たい応おう力りよくを維持した『霧の兵士』は、ルーナリアの魔ま剣けんを受け止め、包囲する。

「我わが腕かいなに抱だかれよ！」

　ルーナリアの剣けんを受け止める一体ごと、他の五体が体を不定形に変じて飛び付いた。濃のう密みつな『霧』は半ば個こ体たいと化し、ルーナリアの身体をセメントのように閉とじ込こめんとする。

「ぐっ――――ああっ！」

「悪あがきを！」

　ルーナリアは魔剣を投げつけるが、ヴィラージェは悠ゆう々ゆうとそれを弾いた。〈朱い月牙〉がくるくるとどこかへ飛んでゆく。

　頭部だけ残し完全に『霧』で拘こう束そくした妹を、ヴィラージェは酷こく薄はくに見上げた。

「悪いけれど、あの怖こわい少年への人ひと質じちになってもらうわよ、ルーナリア」

「……ふふっ」

「何が可お笑かしいの？」

「人質なんて無む駄だです……あの方はそんな暇ひますら与あたえはしません」

　口元を緩ゆるめたルーナリアに、ヴィラージェははっとして向き直った。

　軍装の少女――ツェツィーリアが突つっ込こんできていた。手には拳けん銃じゆうを構かまえている。

（〈夜霧の軍勢ネブラレギオン〉の壁かべがなくなったらから――！　先ほどの〝説明〟はこの布ふ石せきか！　わたしに引ひっ込こめさせるための――）

　拳銃の間合いに入ったツェツィーリアが容よう赦しやなく引き金を引く。が、

「この程てい度どの鉛なまり玉だま！」

　残した四体の『霧の兵士』が素す早ばやく動き鉛玉を弾く。

　そのまま突き進む『霧の兵士』の剣が拳銃を断たち切きった。ツェツィーリアはサーベルを抜ぬき、返される刃やいばを間かん一いつ髪ぱつで受け止める。

「若わかいのに大した腕だけれど、その程度では……？」

　ヴィラージェの琥こ珀はく眼がんが怪訝けげんそうに細められた。いままさに〈狭霧の剣〉で串くし刺ざしにされようとしている軍装の少女から、魔ま力りよくの波は動どうを感じ取ったのだ。

「――信じますよ、ライル殿どのっ！」

　突つき出だされた霧の剣を地面を転ころがりかわしざま、ツェツィーリアはベルトに挟はさんでいた拳銃――照しよう明めい弾だんの発はつ射しや器きを改造したとおぼしき単たん発ぱつ式しきの拳銃を構えた。

　魔力の波動はその銃――その、込こめられた弾だん丸がんから発せられている。

「いけっ！」

　ツェツィーリアが〈魔弾フライクーゲル〉――ライルに手渡された真銀弾頭の込められた銃の引き金を引く。

　極小琥珀炉ろともいえる真銀弾頭〈魔弾〉は、琥珀の励れい起きこそ魔ま術じゆつ師したるライルの力を必要とするが――励起後はその限かぎりではない。

　活かつ性せい化かした琥珀、励起した魔力を宿した弾丸が、ヴィラージェへ向け撃うち出される。

　まずい――ヴィラージェは直感した。あの弾丸は危き険けんだ。

　ヴィラージェはツェツィーリアへ向かわせていた『霧の兵士』を〈魔弾〉に向き直らせた。濃密な魔力の霧の凝ぎよう縮しゆく体たい――物理的な壁となった『霧の兵士』に着ちやく弾だんした瞬しゆん間かん、〈魔弾〉の弾殻ジヤケツトが砕くだけ、巧こう妙みような力りき学がく的てき構こう造ぞうは極小琥珀炉を一気に圧あつ搾さくした。

　瞬間、魔力は強きよう烈れつな熱量となって解き放たれる。

「お・お・お――――おおおおおあああああああああああああっ！」

　刹せつ那なの間に、ヴィラージェは最さい大だい限げんの集中力を発はつ揮きし、かき集めた『霧』で〈魔弾〉の熱量に対たい抗こうした。解かい放ほうされようとする赫あかい炎ほのおを、白い霧が球きゆう状じように蔽おおい封ふう殺さつする。

　じりじりと魔力の霧が焼き尽つくされてゆき――競せり勝ったのはヴィラージェだった。

　相殺された炎と霧が、陽かげ炎ろうとなって空気を揺ゆらした。

「……はやく、あの少年を」

　即そく座ざに殺さなくては。

　そう思い《魔女シユメルツの釜オーフエン》へ目をやるが、そこには外がい套とうを巻まき付けた幼おさない姫ひめ君ぎみがいるだけで、

「どこに……！」

　居いた。

　拘束されたルーナリアへ向け、いつの間にか回かい収しゆうした〈朱い月牙〉を振ふり上あげていた。

「――人間や、あなたの妹を甘あまく見すぎです、ヴィラージェ・ネブラブルート」

　そういうや、ライルは『霧』を斬きり払はらった。

　魔剣に屈くつした『霧』が揺ゆらぎ――蒼あお褪ざめた清せい冽れつな『霧』が、光のようにヴィラージェの『霧』を吹ふき飛とばした。

「ルーナリア！」

　ライルの叫さけびとともに〈朱い月牙〉を受け取り、ルーナリアはヴィラージェへ再ふたたび斬きりかかる。

「ああああああああっ！」

「く、うぅ！」

　身体に残った最後の魔力を総そう動どう員いんした〈狭霧の剣〉で、ヴィラージェは魔剣を受け止める。ぎりぎりと剣を押おし込こんでくるルーナリアに、ヴィラージェは叫ぶ。

「私は負けない！　負けられないのよルーナリア！　愛いとしい人の為にも私は――」

「この場に及んでまで誤ご魔ま化かすのですか！」

　ルーナリアが叫び返す。これまでライルにもヴィラージェにも見せた事のない、生々しい感情に顔を歪ゆがめて剣を押し込む。

「人の為、人の為と――軽々しく言わないで下さい！　あなたはただ、自分がしたいからやっているだけでしょう！　だったらせめて『負けたくない』と言いなさい！」

「ならあなたはどうなの！　私と何が違うというの!?」

　ヴィラージェは〈狭霧の剣〉を変形させ、がっちりと〈朱い月牙〉を搦からめ取とった。

「ほら、これで――！」

　ヴィラージェの顔が驚きよう愕がくに固まった。

　自ら魔剣を離はなしたルーナリアは、すぐさま手の中に〈狭霧の剣〉を――ナイフほどの長さの霧の刃を顕現させた。抱きつくようにして、その短い魔力刃を振り下ろす。

　ヴィラージェの黒衣がはらりと破け、すぐさま血が噴き出した。右みぎ肩かたから、豊かな乳ち房ぶさの間を通り、臍へそのあたりまでにばっさりと傷を負う。周囲の『霧』が蜃しん気き楼ろうのように吹き消えた。

「く、あ……………………」

　傷を押さえてヴィラージェはがくりと膝を突いた。刀身が短く命を奪うには至らなかったが、すでに戦闘を継続できる状態ではない。

　今度こそ最後の力を使いきったルーナリアもまた、よろりと身体を揺ゆらして倒れようとするが、

「……だめ、です」

　震える膝で、ぐっと踏み止まる。

「……私は、これ以上みっともない姿を見せるわけには行かないのです、姉様」

「…………ああ、そうね、なるほどね……」

　ヴィラージェは放心したような顔で――懐かしいものを見るような顔で、自分を下した妹を見上げた。

「……あなた、甘あまえん坊ぼうのくせに、とても意地っ張りだったものね、ルナ…………」




　傷付き膝を突いた姉を、ルーナリアは信じられない思いで見下ろしていた。顔こそ無表情を装っているが、内心は驚おどろきでいっぱいだった。

（……まさか、私が勝てたなんて……）

　霧の血族ネブラブルートでも有数の使い手に自分が敵かなうとは思っていなかった――思っていなかったが、負けるとも思っていなかった。

　たとえ自分が敵わずとも、最後には打ち勝ってくれる人がいるのだから、と。

「……今回も傷だらけだね」

　窮地を救い好機をつくったライルが、心配そうに声を掛け近寄って来た。

「そんなに傷だらけになって……」

「……このくらい、何ともありません」

　ルーナリアは言ったが、誰がどう見てもやせ我慢である。ライルは渋しぶい顔をした。

「……もっと甘えてくれていいんだよ？」

　そう言うと、ライルはひょいとルーナリアを抱き上げた。抵抗する力も残っていなかったルーナリアだが、『お姫ひめ様さま抱だっこ』されると身を捩った。

「ら、ライルさま。こんなのは――」

「これが一番体に負担がかからない。多少の恥はずかしさは合理性で我慢して欲ほしいな」

「な――」

　乙女を『お姫様抱っこ』しておきながら、言うに事欠き『合理性』とは何事か。ルーナリアはさらに文句を言おうとするが、

「だから君を放っておけないんだよ。しっかりしてるようで危なっかしいんだから」

「…………」

　ルーナリアは黙だまり込んだ。『放っておけない』と言われたのが意外で、意外なほどうれしくて、何も言えなくなってしまう。

　ライルはルーナリアを抱えたまま、イルザとツェツィーリアの元へ向かう。イルザの下へ戻ったツェツィーリアは、縋り付くようにイルザへ抱き付いていた。







[image: ]







「うっ、うう……イルザ様……よくぞご無事で……」

「ツェツィ……心配してくれるのは嬉うれしいけれど、おろしてくれる？」

　困ったように笑うイルザの命令に、ツェツィーリアは後ろ髪を引かれる顔で幼い主あるじから離れた。

　イルザは外がい套とうを被せられただけの頼たよりない姿だったが、しっかり胸を張ってライルを迎むかえた。

「――ライル先生。ありがとうございます。何とお礼を言っていいか……」

「君の家庭教師として、当たり前の事をしただけだよ。改まられる事じゃないし――いまはそれも後回しにした方が良さそうだ」

　ライルはそう言うと背後を向いた。他の人々の視線も釣つられるように移動する。

　中庭への屋敷の出入り口に、長身痩そう躯くの人ひと影かげが立っていた。まだ若い、青年といってもよい歳としのようだが、白く染まりがちな髪と手にした杖つえが男の外見を疲つかれ果てた老人のように錯さつ覚かくさせた。

「れ……レヴェンクロン、何な故ぜ、ここに……」

　ヴィラージェが震える声で、痩やせた男へ呼よび掛かけた。

（レヴェンクロン……この男がレヴェンクロン・ゼスト…………）

　ようやく目まの当あたりにした姉の想い人の姿に、ルーナリアは複雑な思いを抱いた。

　痩せた身体を不似合いな貴族服で包つつんだレヴェンクロンは、傷付いたヴィラージェに目をやると、申し訳なさそうに笑い掛けた。

「……いろいろすまない、ヴィラージェ。だがこうなってしまった以上、ぼくはこの状じよう況きようを終わらせる義務がある」

「終わらせる？　な、何を言って……」

「すまない」

　レヴェンクロンは歩みを再開させた。

　イルザを守ろうと、ツェツィーリアが剣の柄つかに手を添そえて飛び出した。よろよろ歩み寄るレヴェンクロンに立ちはだかり、殺気混じりの鈍にび色いろの瞳を向ける。

「控ひかえろ、レヴェンクロン・ゼスト辺へん境きよう伯はく！　これまでの事、こちらに居られる方をどなたか知っての狼ろう藉ぜきであろう！」

「……もちろん知っております。イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタイン殿でん下か……」

　レヴェンクロンは杖を放り捨てると、イルザに向かって平伏した。

「……すべては自分の不徳の致すところ。申し訳ありません、王女殿下」

「――ずいぶんと遅おそい登場なのですね、レヴェンクロン・ゼスト辺境伯」

　今にも斬って捨てようとするツェツィーリアを押し止め、イルザは外套をはためかせてレヴェンクロンを見下ろした。

「今回の事、そこのヴィラージェと名乗る女性はあなたの身体を癒いやすためと言っていました。あなたは、すべて知っていたのですか？」

「……恥ずかしながらその通りです。厚顔にも、自分の身体が自由になるならと、この事態を止める決心がつきませんでした」

「なら、もう決心はついたという事ですね。ならばその心持ちのまま沙さ汰たを待ちなさい。父上がお帰りになれば、汝なんじと、汝らを焚たきつけた者に相応しい報むくいが用意されるでしょう」

「失礼ながら殿下、せめて自分の不始末は自分で付けとうございます。それが、身に合わぬ爵しやく位いを継ついだ自分に出来る唯ゆい一いつの仕事でございましょう」

　レヴェンクロンはそう言うと顔を上げ、左手に嵌はめられた琥こ珀はくの指輪を外そうとした。

「やめて！　それを外したらあなたの身体は！」

「ヴィラージェ、もういい。君は色々と頑張ってくれたが……ぼくの身体はもう限界だ」

　レヴェンクロンはそう言うと、服の襟えり元もとを緩めて胸むな元もとを皆みなの目に晒した。肋骨の浮き上がった痩せ衰えた胸の中央に、人体にはありえない硬こう質しつの輝かがやきが――魔力励起光を発する琥珀が埋うまっていた。

「それは……」

「これが、本来ならとっくに寿命を迎えたこの身を生かすからくりです、殿下。この琥珀の魔力と、その魔力を制せい御ぎよする指輪で、命を誤魔化しているのです」

　レヴェンクロンはそう言って、先ほど外そうとした左手の指輪を掲げた。その指輪に見覚えがあるルーナリアが思わず叫ぶ。

「それは――〈魔法のマーギツシ指輪ユ・リング〉!?」

〈朱い月牙〉同様、霧の血族ネブラブルートが受け継いできた宝物の一つだ。その特性は『魔法の保持』――年若い幻げん想そう種に対する〝補助器具〟となる魔ま具ぐであった。

「まさか……霧の血族ネブラブルートを滅ぼして宝物を奪ったのは、この為に……？」

　魔力を取り入れてあの〈魔法の指輪〉で制御する限り、人間でも疑ぎ似じ的てきに幻想種同様の身体を持つことが出来る。だが、〈指輪〉に込められた魔法は永続的なものでなく、時間とともに薄うすれて消える定めだ。

「寿命の尽きかけたぼくの為に、ヴィラージェは自分の同どう胞ほうすら手に掛けた。……君がルーナリアだね？　君が生きていてくれて、ヴィラージェはとても喜んでいたよ。どうか、彼女を許してやってくれ。君が恨うらむべきは、このぼくなのだから」

　ルーナリアは、レヴェンクロンの儚はかない笑えみに言葉もなかった。死を決意した男に、掛けるべき言葉など、ない。

　レヴェンクロンは次に、ライルへも目をやった。

「……君がライル・バルトシュタインか」

「はい」

「君を手に入れようとして、我が弟ヴィルヘルムは姿を消した。彼かれは――死んだのか？」

「……おそらくは」

「そうか……そうか。なら君は、初めてヴィルヘルムに〝敗北〟を教えた男という事か。残念だな……負けた経験を経た弟は、もっと素晴らしい男になれただろうに」

「…………」

「だが、彼にだって誰かの人生を捻ねじ曲まげる権利はない。もし君が弟の死に何か感じ入るところがあるのなら、どうか君は君の生き様を貫いて欲しい」

「……善処します、レヴェンクロン・ゼスト辺境伯」

　ライルの言葉に、レヴェンクロンはしばし羨うらやましそうな顔になった。

「…………語り過ぎたな。それではイルザ殿下、どうか御おん身みが健すこやかならん事を」

「やめて！　レヴェンクロン……！」

　深手を負った身体で這はい寄よろうとするヴィラージェの声を振ふり切きるように、レヴェンクロンは指輪を抜ぬき放はなった。

　指輪が身体から離はなれた途端、彼の胸で輝いていた琥珀が魔力励起光を徐じよ々じよに収め、それに伴ともなってレヴェンクロンの顔から血の気が抜けていく。

「…………すまない、ヴィラージェ…………」

　その言葉を最後に、レヴェンクロン・ゼストは目を閉じて倒れ伏した。彼の手から落ちた〈魔法の指輪〉が地面を転がり動きを停めた時には、レヴェンクロンの息もまた、呆気なく途絶えていた。

「あ……ああ……あああぁぁ……あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　這い寄ってレヴェンクロンに縋り付いたヴィラージェが、悲痛な声を上げた。今回の事態を招いた元げん凶きようであり、自らの血族すら滅ぼした女ながら、その場の誰もが憐れに思わずにいられない啼なき声ごえだった。

「……姉さ――」

　――バギャァアアアアアアアンンンッッ！

　思わず声を掛けようとしたルーナリアの言葉を遮さえぎるように、巨きよ大だいな激突音が響き渡った。

　皆が思わず振り向く先で、巨大な〈魔女の釜〉が電線を引き千切りながら吹き飛び、電力を供給する発電施設に突っ込んで連れん鎖さした爆熱をまき散らす。

「――ふん。ようやく清々した」

〈魔女の釜〉が鎮ちん座ざしていた場所に立っていたのは長身の美女――ライルたちを素通りさせたアンゲリカだった。ぶらぶらさせた右足からして、あの巨大な〈釜〉を蹴り飛ばしたらしい。

「……これがあなたの本当の目的ですか、アンゲリカさん？」

「その通りだ、ライル。これが、ワタシがその女の誘さそいを受けた最大の理由だ」

　ライルの言に、アンゲリカは泣き伏せるヴィラージェを一いち瞥べつした。

「……こんな物騒なもの、幻想種にとって在ってはならぬ物だ。なんとしても破壊せねばならなかった。ヴィラージェが邪じや魔までなかなか機会がなかったが、オマエたちのお陰かげで無事破壊できた。礼を言うぞ」

　発電施設からの出火はどんどん広がってゆく。すぐさま中庭にも熱気と煙が立ち込めはじめた。

「それでは、失礼する。また会おう、ライル・バルトシュタイン！」

　アンゲリカは煙に紛まぎれて姿を消した。

「……僕ぼくらも脱だつ出しゆつしよう」

　ライルの言葉を否定する者は誰もいなかった。

　ツェツィーリアはイルザを抱え上げて駆かけ出した。

　ルーナリアも、ライルに肩を借りる形で逃にげようとするが、

「！……ヴィラージェ姉様！」

　ヴィラージェは息を引き取ったレヴェンクロンを抱え立ち上がっていた。胸の傷から流れる血は勢いを増し、彼女の足あし跡あとを真っ赤に彩いろどる。

　すでに炎ほのおを巻き上げる出火元の手前で足を止めると、ヴィラージェは肩かた越ごしに顔を向けた。憑つき物ものの落ちた、かつての優しい姉の顔を。

「……まるであの日の故郷のようだわ。血族の里を燃やした火も、こんな色だった」

「ヴィラージェ姉様……」

「……ごめんなさい、ルナ。私は……」

「……なんで、謝あやまるんですか」

　ライルの手を振り払はらい、ルーナリアはヴィラージェへ全身で叫さけび返かえした。

「いまさら！　いまさら謝っても何もならない！　それなのになんで謝るんですか!?　だったら初めから……はじめ、からっ……！」

「……そうね。最後の最後まで、私は悪人でなければならないのに……忘れて、ルナ」

「……忘れるって……最後の最後って……そんな、のっ……！」

「…………」

　ヴィラージェは何か呟つぶやいた。だがその呟きは、すぐに炎に巻かれて燃え尽きた。黒衣の貴婦人と、死した辺境伯は、炎に崩れ落ちる屋敷に呑のまれて消えた。

「姉様！　こんな……こんな終わり方で……！」

「駄だ目めだルーナリア！　僕らも逃げなきゃまずい！」

　落ちていた魔ま剣けんを拾い上げ、ライルはルーナリアを抱え上げて走り出した。ルーナリアはライルの胸を叩たたきながら叫ぶ。

「……最後までこんなやり方か！　ヴィラージェ・ネブラブルート――――――ッ！」

　ルーナリアの叫びも呑み込み、炎は天を焦がすように火勢を強めていった。







終章　金銀妖眼の王女







　ベルンハルト第一王子の西部視察は順調に推移した。一日目を鉄道による移動に使い、二日目、三日目は西部国境要よう塞さいの視察。四日目の夜は西部の実力者たちとの懇こん談だん会かい。王族の仕事は挨あい拶さつと握あく手しゆとはいえ、寝しん室しつに入る頃ころには右手が痙けい攣れんを起こしそうだった。他人の手を握にぎるより、剣や銃を握る方がずっと気楽だ。

「……む」

　そんなベルンハルトであったから、寝室のソファに腰こしを下ろした瞬しゆん間かん、室内に潜ひそむ者の気配に気付いた。愛用の拳銃をいつでも抜けるようベルトの位置を直しながら、ベルンハルトは部屋の隅すみに声を掛かける。

「出て来たまえ。すぐに襲いかかってこないのを見ると、暗殺者というわけでもあるまい」

「――恐おそれ入いります」

　クローゼットの影と同化していた闖ちん入にゆう者しやがしずしずとベルンハルトの前に歩み出た。見知った顔に、ベルンハルトは驚きの声を上げた。

「マリーア・ハイライン？」

　赤しやく銅どう色いろの髪に翡ひ翠すいの瞳ひとみが印象的な少女は、何な故ぜかメイド服を着て潜ひそんでいた。その服装に疑問めいた顔をするベルンハルトに、マリーアは背後を一瞥して答える。

「うちのメイドが、忍しのび込むならこの恰かつ好こうが良いと言うので」

　さらにもう一人の少女が姿を現した。小麦色の肌はだに淡い金きん髪ぱつの少女だ。こちらもメイド服だが、マリーアよりも着こなしている感じである。

「……ふむ？　それで、メイドの変装をしてまで忍び込んでなんの用かな？　商談、という雰ふん囲い気きではなさそうだが？」

　冗じよう談だんめかして言うと、メイド姿のマリーアは片膝を突いて臣下の礼を取った。

「……このような形でまかり越こした無礼をお許しください、ベルンハルト殿下。一刻を争うのです」

　マリーアはそう言って、懐ふところから取り出した封ふう筒とうを差し出した。

　さほど警けい戒かいすることなく、ベルンハルトは封筒を受け取った。さっそく手紙を読み始めると、すぐに彼は顔を青あお褪ざめさせた。

「……！　これは……！」

　手紙にはイルザを匿かくまっていたヴァイスブルグ邸ていが襲われた顛てん末まつと、イルザが攫さらわれた事が記されていた。見覚えのある文字で、それはイルザの護衛であるツェツィーリア・グレイザーのものに相そう違いなかった。

「……これは、本当のことか？」

「はい。わたくしもその場に居合わせました故ゆえ」

　この手紙が書かれたのは昨日の夜だ。そこからすぐに移動を開始したとしても……

「……たった一日でここまで追い付くのは大変だったろう」

「鉄道の予定をいくつか無視させました。大変なのは混乱した予定を再調整する鉄道局員たちでしょう」

　ハイラインの名が可能とするゴリ押おしを最大限に利用したらしいマリーアに、ベルンハルトは重々しく頷うなずいた。

「……ご苦労だった。そなたの非礼は問わぬ。我が娘の為に尽じん力りよくしてくれたこと、ほんとうに感謝する。たとえイルザが無事に帰らなくとも、この恩には必ず報いると誓おう」

「恐れ入ります――しかしながら、ひとつ訂てい正せいさせていただいてよろしいですか？」

「許す。申してみよ」

「殿下がお元気な姫様と再会できること、あたくしめが確約いたします。気き遣づかいなどせず、殿下は娘と再会した際のお言葉を用意しておいてください」

「……たいした自信だ。あの少年を信じているのだな」

　手紙の後半はツェツィーリアとは別の人間によって書かれており、娘の家庭教師の少年の名が署名されていた。

「だが、事態はそうとうに難しい。《最後の魔女の弟子》とはいっても、彼に何ができるものでもあるまい。気を使ってくれるのは嬉しいが、ね」

「……重ねて申し上げてよろしいですか？」

「ああ」

「それでは失礼して――あたしを安く見積もらないでください、ベルンハルト殿下」

　マリーアは堂々と、あるいは傲ごう然ぜんと顔を上げ、ベルンハルトを見返した。

「あたしはマリーア・ハイライン――誰よりも《最後の魔女の弟子》を知ると自負する女です。あたしを、あたしの信じる男を、二度と安く見積もらないでいただきたい」

「…………」

　いつの間にか、ベルンハルトは自分が仰のけ反ぞっているのに気付いた。自分の半分程度しか生きていない少女に、知らぬ内に気け圧おされていたというのか。

（……たいした少女だ）

　ベルンハルトは右みぎ頬ほおの傷きず痕あとを掻かきながら苦く笑しようした。

「……マリーア・ハイライン。俺おれもひとつ問うが、良いか？」

「どうぞ」

「なぜこのような形で？　君の名で話を通せば、この手紙は時間はかかっても俺の手に届いたであろうよ。なぜ、こんな無茶を？」

　ベルンハルトの問いに、マリーアは唇くちびるを噛かんだ。

「……あたしが王都を離れている間にも、彼や、あたしの友は戦っておりますれば」

「だからこれくらいの危険を冒おかしてちょうど良いと？」

　よくよく見れば、マリーアの握りしめられた手は力の入れ過ぎで真っ白になっていた。その背後に目を向ければ、メイドの少女も痛みを噛み殺すように厳しい表情をしている。

　口では何と言おうと、不安に騒ぐ胸の内はどうしようもないのだろう。

（……ほんとうに、たいした少女たちだな）

　無茶で向こう見ずだが、それでまんまと此こ処こまで侵しん入にゆうしてきた。挙句の果てにこうも堂々と〝惚のろ気け〟られたら、感心する他ない。

「すべて承知した。先ほどの言葉は撤てつ回かいし、この手紙の進言通りに行動しよう」

「恐れ入ります」

「分かったのならすぐに医者を呼ぶ。そちらの少女の脇腹と、そなたの右手首をちゃんと見てもらえ」

　ベルンハルトの指し摘てきに、マリーアははっと顔を上げた。

「気付かないと思ったか？　俺が気付くのだから、あの少年だって気付いていただろうさ」

「……重ね重ね、恐れ入ります」

　すぐさま医者を呼び寄せると、適当に言いい含ふくめてマリーアとミラを受け渡した。今度こそ一人きりになった寝室で、ベルンハルトはひとりごちた。

「……我イがル娘ザの為とはいえ、こうも堂々と俺を使おうとするとは……たいした少年だよ、まったく」

　手紙の後半部に目を馳はせる。そこには今後ベルンハルトが執とるべき行動が事細かに記されていた。

「この物怖じのなさは若い頃の俺を思い出すな。なぁ、ミレイナ」

　亡なき妻の名を呼んで微笑むと、すぐにベルンハルトは顔をしかめた。

「だとすると、いかんな。お前と瓜二つのイルザがころりと傾くやもしれん。なかなか見所のある少年だが要注意だな。ライル・バルトシュタインか……」

　そう呟つぶやいた第一王子の心配顔は、誰だれが見ても『親バカ』と評するに足るものだった。

　――翌日、ベルンハルト第一王子の西部視察の切り上げと、長く静養中とされていた第一王子の息女、イルザ殿下のお披ひ露ろ目めが発表された。




※　※　※




「んでな、その王女様ってのが世にも珍めずらしい金銀妖眼ヘテロクロミアの持ち主なんだと」

「へぇ……」

「しかもかなり賢かしこいそうで、飛び級でこのヴェルゲンハイム学院の試験を受けるんだと。三日前のお披露目からこっち、学院はその噂うわさで持ち切りだぜ？」

「ふぅん……」

「……おまえ、もっとノッてくれないとつまんねぇだろ」

「はぁ……」

　滔とう々とうと語るヘイゼルに、ライルはやる気のない口調で反論した。

　話題のお姫様であるイルザを救出したライルだが、彼も無傷と言うには行かなかった。救出後のごたごたで用意してあったレポートを提出し損ね、おかげでこうして監かん視し付つきの講堂で一・五割増量のレポート再作成に追われていた。

「って、なんで見せてあげたのにヘイゼルまで補修を受けてるの？」

「提出したけど、教授に『出来が良すぎる』ってダメ出し食らった」

　その教授が無む駄だ話ばなしに気付いてギロリと睨んだ。

　再作成したレポートを受け取った教授が不ふ機き嫌げんに講堂を後にすると、ライルはばったりと机に突つっ伏ぷした。

「ほんじゃおれバイトあるから、期末試験のヤマもよろしくな」

　ヘイゼルが元気よく手を振って去って行った。ライルは嫌いや味みを掛ける元気もない。しばらく突っ伏したまま気力を充じゆう填てんし、ライルはよろよろと研究室へ戻った。

　研究室のドアをノックし、扉とびらを開ける。部屋の奥のソファにはルーナリアが座すわっていて、ノックの音にも、ライルが帰室したのにも気付く様子はなかった。

「……ルーナリア」

　控ひかえめにライルが呼び掛けると、ルーナリアはびくりと肩を竦すくめた。

「…………ライルさま……」

　ルーナリアは立ち上がって深々と頭を下げた。

「……申し訳ありません。あれから四日も経たったというのにこんな有様で。すぐに仕事に戻ります。なんでも申しつけて下さい」

「いや、とくに用事はないけど」

「……そうですか」

　そう言ってライルに見せたルーナリアの顔は、まるで浮うかべるべき表情に迷ったような無表情だった。怒るべきか、悲しむべきか、自分の感情を決めかね、持て余していた。

　だが、どちらかと言えば……

「……泣きたかったら、泣いていいんだよ」

「…………泣く理由なんてありません」

　ルーナリアは表情を凍こおらせて言った。

「あの女は、血族を裏切り、幼い命を奪おうとし、ライルさまだって殺そうとしました。……悪人です、間ま違ちがいなく。怒いかりこそすれ、泣いてやる理由なんてありません」

「……ねぇ、ルーナリア」

　ライルは、世間話のように語りかけた。

「怒りの反対は、悲しみだと思う？」

「え？」

「悲しみの反対は怒り？　喜びの反対は？　楽しいの反対は？　どう？　答えられる？」

「……いいえ」

「感情に反対なんてないんだ。生き物は喜びながら怒り、悲しみながら楽しめる、そういう風に出来てる。機能的に、それが当たり前なんだ」

「…………」

「だからね、どっちか一方しか選ぶ必要なんてないんだよ」

「……ですが」

「ヴィラージェ・ネブラブルートは、悪人であると同時に、君の大切な姉だった……それでいいじゃないか。悲しみながら、怒ればいいんだよ」

「…………それでは、ライルさま」

　ルーナリアは顔を俯うつむけ、絞り出すように言った。

「……背中を、貸して頂けますか？」

「背中？」

「……はい」

　ライルは戸と惑まどいつつ、ルーナリアに背中を向けた。すぐに、背中にくしゃりと、ルーナリアが額を押し付けてきた。

「……うっ、うう……姉様……うう、姉様ぁ……ばかぁ、ねえさまのばかぁ……うっ、うううう、うえぇぇええ………………」

　喉のどを引ひき攣つらせながら、ルーナリアは泣いた。泣きながら、怒った。怒りながら、泣き続けた。当然だ。今度こそ、最後の同族を失ったのだ。悲しくないワケがない。

「うわぁあああぁぁ…………ばがぁぁ……うううっ…………」

　自分で泣いていいのだと言っておきながら、ライルはルーナリアに『胸を貸してくれ』と言われなくて情けなくもほっとしていた。

　こんなにも弱々しく泣く少女に掛けるべき言葉を、ライルは持ち合わせていなかった。




（ああ……また、やってしまった……）

　ライルの背中に顔を押し付け、ルーナリアは胸中で呟いた。

　胸ではなく背中と言ったのは、ルーナリアの精せい一いつ杯ぱいの強がりだった。

　だが、泣いてしまったのは――情けない姿を見せたことに変わりはない。

　黙って背中を貸してくれたライルに感謝しつつ、ルーナリアはこれきりだと心に誓った。

　これ以上、この少年に情けない姿を見せられないと思った。ただでさえ、自分はどん底の姿を晒さらしているのだ。

　――だからこれきり……これきり、ですから……

「………………ありがとう、ございます」

　泣き終え、ルーナリアは目を赤くしつつもいつもの表情を作り直した。

　ライルはバツが悪そうに、顔を半分だけ向けて頷いた。

　そうして、研究室の状況がいち段落したのを窺うかがっていたように、扉がノックされる。

「入るわよ」

　マリーアが入って来た。タイミングからいって、泣いているのはばっちり聞かれたろう。

　自分が手本にすべき〝強い女性〟のお手本みたいな少女の登場に、ルーナリアは羞しゆう恥ちで顔を赤らめた。

「なに、マリーア？　一度書き終えたレポートを書き直して疲れてるんだけど？」

「ご挨あい拶さつね、せっかくお客さんをお連れしたのに」

「お客さん？」

　首を傾かしげたライルに頷くと、マリーアは外に声をかけた。そうして後から入って来る『お客さん』のため、ルーナリアの隣となりに立ってスペースを作った。

「――なかなか高度な駆け引きテクニツクね。ちょっと恐怖を覚えたわ」

「……はい？」

　何のことかと見み詰つめるが、マリーアはついっと視線を逸そらした。

　再び研究室の扉が開かれる。扉を押し開いたのは――

「ツェツィーリア？」

「一週間ぶりですね、ライル殿どの。この狭い部屋では難しいでしょうが、精一杯の礼を取って下さい」

　屹きつ然ぜんと言い放つや、ツェツィーリアが扉を押さえて脇に退のく。

「――イルゼシュタイン王国第一王子殿下のご息女、イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタイン殿下のお越しです」

　入って来たのは、すっかり美しさに磨みがきを掛けたイルザだった。可愛かわいらしいというより美しいと呼ぶに相応ふさわしい、豪ごう奢しやなドレス姿である。

「イルザ殿下――」

「今まで通り『イルザ』でいいですよ、ライル先生」

　イルザは以前より晴れ晴れとした笑え顔がおを向けた。それも当然だろう。王女として顔見せをすませ、もう何も隠かくす必要がなくなったのだ。

　彼かの女じよの整った容よう貌ぼうに僅わずかな違和として混じっていた眼帯も今はなく、青玉と琥こ珀はくの瞳が神秘的な調和を彼女に与あたえていた。

　その左右色いろ違ちがいの瞳を輝かせ、イルザはライルの研究室を見回し「素す敵てき」と口にした。

「ここがライル先生のお城なのですね。とても素敵です」

「そう？　まぁ、ルーナリアのお陰で以前よりは片付いているけど」

　ライルはこれまで同様の態度で返答した。名実ともに王女の立場を取とり戻もどしたイルザへの気安い態度に、ドアの横で護衛するツェツィーリアが渋い顔をする。

「……ライル殿。殿下の許しがあるとはいえ、もうすこし控えて下さい」

「ツェツィ、ライル先生は特別です。正式なお礼を贈おくれないのだから、これくらいは大目に見てください」

　イルザ救出の功労者であるライルは、いっさいの謝礼を受け取らなかった。イルザの誘ゆう拐かい自体が表沙汰に出来ない事であるし、込み入った政治劇を嫌きらったのだ。

　だが、自らもライルに助けられたルーナリアは、それが単なる建前で、彼の本音が「自己満足でやっただけ」「当然のことをしただけ」なのだという事を確信していた。

「それに、こうしてなに恐れることなく歩けるのも、ライル先生のおかげです」

　イルザは自分の右手中指に嵌められた指輪を示した。ゼスト辺境伯家の別べつ荘そう跡あとから回収した〈魔法の指輪〉だ。

　当初、ライルはイルザに魔ま術じゆつの手て解ほどきをしようと思っていたらしいが、この〈指輪〉の『魔法を保持する』という特性がすべてを解決してくれた。魔ま力りよくを抑よく止しする魔法を書き込んだ〈指輪〉のおかげでイルザが『騒霊現象ポルターガイスト』を人目に晒す恐れはなくなり、王女として衆目を集める事ができた。

「さて――ライル先生。先生には返し切れないほどの恩があります。礼だけで済ますつもりはありませんが、まずは礼を言わせてください。ありがとうございました」

「大したものじゃない。生徒を助けるのは――」

「教師として当然、ですね？」

　イルザは笑ってライルの言葉を奪うばった。

「ならばこれからも、先生はわたしの先生でいて下さいますか？」

「君さえ良ければ」

「もちろん。わたし、このヴェルゲンハイムに通いたいと思っているんです。ぜひ、そのための勉強も見ていただけますか？」

「うーん……まぁ、イルザは賢いから、長期休きゆう暇かを利用すれば何とかなるかな。けど、厳しい日程になるよ？」

「望むところです。では、これからもよろしくお願いしますね」

　イルザはそう言って手を差し出した。ライルも握あく手しゆをしようと、彼女の目線の高さに合わせしゃがんだ。だが、イルザはライルの手をするりとよけると、ぴょんと背せ伸のびして、

「――ちゅっ」

　瞬間、研究室の時が止まった。

「――お礼の手付け金です」

　悪いた戯ずらを成功させた子供らしく、イルザはくすりと笑った。

「それでは、また近い内に伺うかがいに参ります。ごきげんよう、ライル先生」

　上品にスカートを摘つまんで礼をすると、イルザは固まったツェツィーリアの前を通り抜けて立ち去った。遅おくれて、ツェツィーリアがわたわたとイルザを追う。

「……困ったお姫ひめ様さまだ」

　生徒の悪戯に苦笑するようなライルの呟きに、ルーナリアとマリーアは呆ぼう然ぜんとした顔を見合わせた。




「い、イルザ様！　さ、さっきのは――」

「キスよ？　それともキス以外のなにかに見えた？」

「き、ききききすすすすすすすすす……！」

　ぱくぱくと喘あえぐツェツィーリア。イルザには彼女の内心が手に取るように分かった。

　男っ気がなく、修練一辺倒できた娘だ。王族がキスをしたという事より、キスを見たことの方に慌あわてふためいているのだ。
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　もっとも、すぐにでも軽けい率そつだの何だの言ってくる。面めん倒どうだから話題を変えよう。

「――そういえば、ツェツィ？」

「は、はい!?」

「いつの間に先生の事を名前で呼ぶようになったの？」

「へ？　あ、いや、それは……」

「ライル先生も、いつの間にか『ツェツィーリア』だったし……ちょっと見ない間に仲良くなったのね」

「と、とんでもない！」

　ツェツィーリアはぶるぶると首を振った。

「と、特別な意味などありません！　そう、『バルトシュタイン殿』より『ライル殿』の方が呼びやすいという、ただそれだけの理由です！　特別な意味などありません！　むしろ私の名を馴なれ馴なれしく呼ぶ方が問題です！」

「あらそう？　ならすぐに引き返してライル先生にツェツィの呼び名を戻してもらいましょうか？　きっとわたしのお願いなら、ライル先生も素す直なおに聞いてくれるわ」

「そッ！」

　ツェツィーリアは生き真ま面じ目めな顔にびっしりと脂あぶら汗あせをかき、もごもごと言葉を探した。

「……い、イルザ様にそんなつまらない事で時間を取らすわけにはまいりません。自分が我が慢まんすればいいだけですので、この話は忘れて下さい」

（へぇ？　やっぱりなのね）

　確かめたかった事があっさり分かり、イルザは内心ほくそ笑んだ。

「……イルザ殿下」

　そして、背後からやって来た予想通りの呼よび掛けに、イルザは足を止めて振ふり返った。

　マリーア・ハイラインと、ルーナリア・ネブラブルートが、もの問いたげにイルザを見詰めていた。

「――ツェツィ、先に言って馬車の用意をしておいてくれる？」

「イルザ様？」

「お二人と話をした後に外まで送ってもらうから。この方たちのお力は、あなただってよく知っているでしょう？」

「……かしこまりました」

　イルザの要望に、ツェツィーリアは渋々と従って廊ろう下かを歩いて行った。口うるさいが、イルザに関してはとことん甘あまいのである。

「――それで？　訊きたいのはさっきのキスのことかしら？」

　イルザの確かく認にんに、マリーアとルーナリアは如によ実じつに反応した。

「……殿でん下かの真意を知りたく思い、図々しくも追って参りました」

　とマリーアが言った。ルーナリアも同意見のようで、こくこくと頷いている。

　イルザは口を開いた。

「わたしは、王族です」

「……はい」

「王族には恋こいなどありえません。この身は政治の道具。わたしがライル先生と正式にお付き合いをすることは周りが許さないし、わたしも許す事は出来ません」

　自分を守って死んだゼバスティアンをはじめとするヴァイスブルグ邸の人々の為ためにも、これからは一人の王族として生きてゆく。それがイルザが自分に課した矜きよう持じだった。

「……ですよね」

　二人は明らかにほっと胸を撫なで下おろそうとした――が、続くイルザの言葉で息が止まる。

「そう――正式には、です」

「「へ？」」

「あれほどの人材をみすみす逃すなんて、もったいなくて出来ません。何とか手の中に留めておきたい。たとえばそう――わたしに忠誠を誓うツェツィーリアと夫婦になっていただいたら、先生は自動的にわたしの臣下になりますわよね？」

「「はぁあっ？」」

「そしたら、臣下の夫をちょっと摘つまみ食いするのもよいかも知れませんね」

　現実の身分がどうあれ、イルザにとってライルはお姫様を岩の城から助け出してくれた王子様だった。白旗を上げて全面降伏するほど、幼い王女はまだ諦あきらめが良くはない。

「「………………」」

　マリーアも、ルーナリアも、あんぐりと口を開いたまま言葉を失っていた。

　立場が人を変えるのか、それとも元からこうだったのか。

　イルザ・ヴァイスブルグ改め、イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタインは、十一歳さいになったばかりの幼さに似合わぬ、なんとも妖よう艶えんな笑みを浮かべてみせた。

「――『愛人』は王侯貴族の文化ですから、ね？」







〈Princess and Cauldron of the Hex〉closed.







断章　虚きよ無むの溜息







　暗くら闇やみに沈しずんだ執務室で、イルゼシュタイン王国第二王子、アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタインは報告書に目を走らせていた。

　明かりはない。月明かりが頼たよりだ。その代わりと言うべきか、机の上の焙ほう烙らくで香が炷たかれ、部屋にうっすらと香り高い煙がたゆたっていた。

「……どうもマリーア嬢じようにはフられたな、これは」

　アルベルトは特に気落ちした様子もなく呟つぶやくと、報告書を焙烙の上に放った。香の火が燃え移り、オレンジ色の炎が燃えあがる。

「ヴィラージェがもっと上う手まくやってくれればよかったけれど……こうも運悪く《最後の魔ま女じよの弟で子し》が関わって来るとは。なぁ、ヴィルヘルム……お前があの少年にご執しゆう心しんなのにボクはまるで興味なかったが、ちょっと考えを改めないといけないかな？」

　アルベルトは斜ななめ後うしろを向いた。だが、そこには誰もいない。アルベルトはかまわず、そこに誰かが立っているように語り掛けた。

「お前が手籠めにすれば問題なかったが、失敗して死んでしまうしな。おかげで、お飾かざりのボクが柄にもなく動く羽目になる。今回だって、粗大ごみが始末できなかったらどうなってたか……」

　アルベルトの言う粗大ごみとは、〈魔女の釜〉のことである。費用対効果が破は綻たんした失敗作だったが、イルザを処分させるべくヴィラージェを焚き付ける役には立った。

　その〈魔女の釜〉も、イルゼシュタイン屈指の軍ぐん閥ばつの名門、ゼスト辺へん境きよう伯はく家とともにこの世から消え去った。今回の件でアルベルトに直接つながる証しよう拠こはすでにない。

「ま、君たちにとってはこの結末は万々歳なのかな？」

「……その通りだ。あんな〈釜もの〉――幻げん想そう種しゆを琥珀に変える機械など許せん」

　アルベルトの呼び掛けに、部屋の闇やみから新たな影かげが出現した。一八〇センチを超こえる長身の美女――牙きばの血族、アンガリカ・ファングツァーンである。

「それはともかく、『ヴィラージェ・ネブラブルートが失敗した場合、供与した〈魔女の釜〉を破壊する』という、貴殿の依い頼らいは完了したと考えるが？」

「そうだね」

「約束の報酬、是ぜ非ひともお願いする」

「……なんだっけ、それ？」

「《黒い森》の開発計画を白紙に戻し、古来通り幻想種と水面下で手を組むという約束だ」

「あぁ……そんな話もしてたね」

　アルベルトはごく落ち着いた、気軽な様子で頷いた。

「すまないけれど、あれ、嘘うそだから」

「……嘘だと？」

「そう。だいたいボクの一言で白紙に戻せるワケがない。国家規模の事業なんだからね」

「……約束が違ちがう」

「だから嘘だったって言ってるんだよ。ちゃんと聞いてた？　聞いてないでしょ。だいたい野の良ら犬いぬとの約束を律りち儀ぎに守る人ヤ間ツ、いると思ってた？」

「……イヌ、と言ったか？」

　明確な殺気がアンゲリカから放たれる。

　が、アルベルトは殺気に気付いていないように気軽な声のまま、

「聞こえてなかった？　だったらもう一度言うからちゃんと聞いてね？　――薄うす汚ぎたない野良犬が、人間様に意見するな」

「キサマァ！」

　アンゲリカが琥こ珀はく眼がんを光らせ、第二王子に詰め寄ろうとする。その瞬間、部屋の各所から飛び出した無数の弾丸がアンゲリカに突つき刺ささった。

「がっ――」

「単純だな」

　その言葉が合図だったか、黒一色に染められた軍服をまとった兵士たちが、隠し扉や天てん井じようから次々姿を現した。

「何でこの部屋、明かりがなかったと思う？　お香なんて炷いてたと思う？　ちょっと不用心過ぎるね」

「……キサマ……！」

　無数の銃弾を受けたものの、アンゲリカは牙を剥むいて立ち上がった。

「舐なめるなよ、拳けん銃じゆう程度の銃弾でワタシは殺せ……っ！」

「どうしたの？　さっさと回復しないの？」

　アンゲリカは言い返そうとして、代わりに喉に上ってきた血を吐はき出だした。銃弾はすでに経験した。すぐにでも再生していたのに、いまは再生が追い付かない。いや、再生しても動く度に傷が開く感覚――

「ソフトポイント弾やらホローポイント弾やら、貫通力よりも人体の破壊を重視した弾丸を用意した。身体の中に破片をまき散らして体内をずたずたにする。弾道力学の成果だね。細かく食い込んで、なかなか排出できないだろう？」

　アルベルトがぱちんと指を鳴らすと、黒衣の兵たちは拳銃を構えて再び一斉射。突き刺さる銃弾が、アンゲリカの体内をズタズタにする。

「銀の弾丸よりは効果があるみたいだね」

「がっ――ああああああっ！」

　だが、アンゲリカは構わずに突進した。手負いながらも恐るべき跳ちよう躍やく力で兵の壁を飛び越え、アルベルトへ爪を――

「――ッぐああああああああっ!?」

　横合いからの衝しよう撃げきに、アンゲリカは床ゆかに叩き落とされた。少し遅れ、ぼとっと床に生々しい落下音。二の腕うでから断ち斬られた、アンゲリカの右腕だった。

「ワ、ワタシの腕が……！」

　自分を叩き斬った人物を見定めようと首を回すと、大たい剣けんを構えた女が目に入った。

「お見事だ、マーガ。流石さすがはヴィルヘルムが直々に鍛えただけはある」

「お褒ほめにあずかり光栄です、殿下」

　マーガと呼ばれた冷厳な印象の女は、大剣を持ち直すや倒れたアンゲリカの足の腱けんを次々と切断する。

「ぎっ、う――！」

「あぁ……これは痛そうだ」

　顔を歪ゆがめ、けれど口調はあくまで軽いアルベルト。

　痛みと屈辱に歪んだ顔を上げ、アンゲリカはアルベルトを睨にらみ付つけた。

「……こんな事をして、どうなるか……牙の血族だけじゃない。キサマが《黒い森》を切り開こうとするなら、すべての幻想種が牙を剥くぞ！」

「そりゃ結構」

「な……幻想種と人間の戦争になるのだぞ！」

「戦争したがってる人間はいっぱいいるからご心配なく。だいたい、魔力だかなんだか知らないけど、能力が高いからって大きい顔しないでくれる？　いいかげん……うん？　こういう場合、世俗ではなんて言うんだったかな？　分かるかい、マーガ？」

「おそらく、『ウザい』、であるかと思われます」

「そう、それだ。いいかげんウザいよ、幻想種きみたち」

「……！」

　アンゲリカは戦せん慄りつした。この男、正気か？　いったいどれほどの混乱がこの国イルゼシユタインに、西方諸国に広がると思っている？　それなのに、なんでコイツは――

「君の仲間もきっちり強きよう襲しゆう済み。一人逃にげたけど――報告役は必要だからね。君？　君にはちゃんと部屋を用意してある。地下でちょっとジメジメしてるけど、まぁ遠えん慮りよせずゆっくりしていってね。――後は任せるよ、マーガ」

　アルベルトはその場を後にした。なんとも軽い、気の抜けた声を残して。

「あぁ……お前ヴイルヘルムの真ま似ねなんて柄がらじゃないよ、まったく……………」







To be continued……







独白烏のモノローグ




　無表情クール系だと思った？

　ざーんねんっ！　ツンデレでした！　……ああっ、石投げないで！

　まぁ、一巻のキャラコンセプトからして、『ルーナリア／プライドへし折られたツンデレ』でしたので。しかし、折れてくっ付いた骨は強くなる。一度はつまずいてしまった、果てしなく遠いツンデレ坂を、今度はしっかり上って行って欲しいものです（笑）。

　そんな【月げつ花かの歌うた姫ひめと魔マ技ギの王おう】、無事に二巻をお届けできました。おかげ様で一巻も好評で、現在は三巻も鋭えい意い執しつ筆ぴつ中ちゆう。皆様の応援、ほんとうに感謝です。

　大おお場ば陽かげ炎ろうさんの素す敵てきなイラストともども、今後ともよろしくお願いします。

　――と、忘れるところでした。大場さんにはこの場を借りて感謝を。表紙のｐｒｐｒしたくなるマリーアの腋わき、けっこうなお手前でした。五ご体たい投とう地ちで御おん礼れい申し上げマッスル！

　さて……ルーナリアの太ふと腿ももに、マリーアの腋ときて、次はいったいナニが来るのか……待て、しかして希望せよ！

二〇一二年秋の夜長に　翅はね田た　大だい介すけ
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

翅田大介先生／大場陽炎先生
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